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は じ め に

平成6年 度は,東 京国立文化財研究所の前身である美術研究所設立以来64周年

を迎えた。昨年改組された国際文化財保存修復協力室も,国 際的な文化財保存修

復に関する協力のためのセンター構想の充実化に向けて大きく前進した年でもあ

る。また,諸 外国からの強い要望に応えてはじめられた,「紙の保存修復」国際研

修 も第3回 目を数え,12ヶ 国12名の研修生を受入れ実施された。一方,昭 和61年

から進めてきた敦燈莫高窟壁画保存修復事業については,平 成2年 度に敦煙研究

院と合意書を取 り交わし,平 成3年 度より5力 年にわたる本格的な日中共同研究

が進められている。さらに海外所在の日本古美術品修復事業も昨年に引き続いて,

ワシントン ・フリーア美術館所蔵の日本絵画の修復を実施し,ま たスミソニアン

研究機構 との保存科学研究交流や文化財保護に関する日独学術交流も引き続き順

調に進行中である。その他の国際交流事業としては,本 年度18年 目となる国際研

究集会を 「文化財保存における分光学的手法」のテーマのもと,9名 の研究者を

海外から迎えて,充 実した討議が行われた。この他文化財に関する個別的な研究

成果についても,高 い評価を得ることが出来たことは,喜 びに堪えない。

また,長年の宿願であった施設新営に向けて実施設計のための経費が認められ,

本格的な発掘作業に着手できたことは特筆に値することである。

この年度を終わるに当って,5名 の職貝を転出等で見送ることになったが,当

研究所の発展に尽力された諸氏の御努力に対し心から敬意と謝意を表する次第で

ある。

平成7年3月

東京国立文化財研究所長

西 川 杏 太 郎
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1.沿 革

1.設 立 の経 緯

東京国立文化財研究所は,昭 和27年4月1日 に発足したが,そ の前身であり母

体となったものは,昭 和5年 に創設された政府機関の帝国美術院附属美術研究所

である。

この美術研究所は,大 正13年7月,帝 国美術院長子爵故黒田清輝の遺言により

美術奨励事業のために寄附出掲した資金で遺言執行人が選択決定した事業であ

る。すなわち遺言執行人代表伯爵樺山愛輔は,故 子爵の遺志にしたがってこの資

金で行 うべき事業の選択を伯爵牧野伸顕に一任した。牧野伯爵は帝国美術院長福

原錬二郎及び東京美術学校長正木直彦とはかって諸方面の意見を徴 し,ま た,わ

が国美術研究の必要に照らして次の事業を行うこととした。

(1)美 術に関する基礎的調査研究機関として美術研究所を設けること。

(2)黒 田子爵の作品を陳列して同子爵の功績を記念すること。

(3)前 二項の目的を達するために適当な建物を造営すること。

(4)事 業成立の上は一切これを政府に寄附すること。

2.年 代別重要事項

昭和元年12月

昭和2年2月

同 年10月

前記の事業を遂行するため委貝会が組織され,東 京美術学校

長正木直彦が委貝長に就任 し,美 術研究所事業については東京

美術学校教授矢代幸雄,黒 田子爵作品陳列については東京美術

学校教授久米桂一郎 ・同岡田三郎助 ・同和田英作 ・同藤島武二

及び大給近清,建 物造営については東京美術学校教授岡田信一

郎,会 計事務については遺言執行人打田伝吉を各委員として事

務を分掌進行させた。

美術研究所準備事業を開始した。

東京市上野公園内に鉄筋コンクリー ト造,半 地階2階 建,延

面積1,192m'の 建物1棟 を起工した(本 館)。
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一
沿 革

昭和3年9月 前記の建物が竣工したので,黒 田記念館 と名付け,美 術研究

所開設のため必要な備品 ・図書 ・写真等の研究資料を設備し,

また,館 内に黒田子爵記念室を設け,黒 田清輝の作品を陳列 し

た。

昭和4年5月 遺言執行人代表者樺山愛輔は,建 物 ・設備 ・研究資料等一切

の外に金15万円をそえて帝国美術院長に寄附を願い出た。

昭和5年6月28日 勅令第125号により帝国美術院に附属美術研究所が置かれ,東

京美術学校長正木直彦が同研究所の主事に補せられた。

同 年10月17日 美術研究所開所式を挙行した。

昭和7年1月 美術研究所の研究成果発表機関誌として,定 期刊行物r美 術

研究」を創刊した。

同 年4月18日 株式会社朝日新聞社より明治大正美術史編纂費として本年か

ら向う5か 年間毎年5千 円,合 計2万5千 円を帝国美術院に寄

附したいとの申出があった。

同 年5月26日 帝国美術院はこの申出を受理した。

明治大正美術史編纂委員会規程を設け,美 術研究所は明治大

正美術史の編纂に関する事務を行うことになった。

昭和9年10月18日

昭和10年1月28日

同 年4月

同 年6月1日

昭和12年6月24日

毎年10月18日 を開所記 念 日と定 め た。

鉄 筋 コン ク リー ト造,2階 建,延 面積129m・ の書庫 が竣 工 した。

『日本美 術年 鑑』 の編 纂事務 を開始 した。

勅令 第148号 に よ り美術研 究 所官 制が 公布 され た。

研 究 資料 閲覧 規定 を制 定 し,閲 覧 事務 を開 始 した。

勅 令 第281号 に よ り美術研 究所 官制 中改正 の件 が 公布 され,従

来,帝 国美術院に附置されていたのを文部大臣の直轄に改めら

れた。

同 年11月29日 美術研究所長職務規程,美 術研究所事務分掌規程が制定され

た。

昭和13年2月12日 木造,平 屋建,延 面積97㎡の写真室1棟 が竣工した。

昭和19年8月10日 黒田清輝の作品,並 びに写真原版を東京都西多摩郡小宮村谷

間家倉庫に疎開した。
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沿 革

昭和20年5月28日 美術研究所の図書 ・諸資料全部を山形県酒田市本町1丁 目本

間家倉庫3棟 に疎開した。

同 年7～8月 酒田市本間家倉庫に疎開した図書資料を爆撃の危険を避ける

ため,さ らに酒田市外牧曽根村松沢世喜雄家倉庫 ・観音寺村村

上家倉庫 ・大沢村後藤作之丞家倉庫にそれぞれ分散疎開した。

昭和21年3月29日 酒田市疎開中の図書 ・諸資料等の東京向け発送を終了した。

同 年4月4日 酒田市疎開中の図書 ・諸資料等が東京に到着し,引 揚げを完

了した。

同 年4月16日 東京都西多摩郡に疎開中の黒田清輝作品並びに写真原版の引

揚げを完了した。

昭和22年5月1日 美術研究所官制が廃止され,国 立博物館官制が制定された。

美術研究所は同館の附属美術研究所となった。

国立博物館に保存修理課発足。同課内に保存技術研究室を置

いた(保存科学部の前身)。昭和23年度より専任の職貝を配置し,

研究を開始した。研究室は国立博物館本館地下の修理室の一室

(66mり に設けた。

昭和25年8月29日 文化財保護法の制定にともない,美 術研究所は文化財保護委

貝会の附属機関となった。

同 年8月29日 文化財保護委貝会事務局設置にともない,保 存科学研究室は

国立博物館保存修理課から文化財保護委員会事務局保存部建造

物課に所属換えとなった。

昭和26年1月31日 美術研究所組織規程が定められ第一研究部 ・第二研究部 ・資

料部 ・庶務室が置かれた。

昭和27年4月1日 文化財保護法の一部が改正,東 京文化財研究所組織規程が定

められ,美 術部 ・芸能部 ・保存科学部 ・庶務室の3部1室 が置

かれ,美 術研究所組織規程が廃止された。

また,文 化財保護委貝会事務局保存部建造物課保存科学研究

室も廃止された。

同 年7月1日 芸能部研究室として東京芸術大学音楽学部邦楽科教室2室 を

同大学から借用し,研 究を開始した。
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沿 革

昭和28年4月26日 保存 科学 部研 究室 と して,東 京 国立博 物館 構 内の倉 庫132m・ を

改造 の うえ移転 した。

昭 和29年7月1日 東 京文化 財研 究所 組織 規程 の一部 が 改正 され,東 京国立文 化

財 研究 所 となっ た。

昭 和32年3月22日 東 京国 立博物 館構 内 に木造,外 部 鉄網 モル タル塗,平 屋建,

8m'の 保 存科学 部の 薬 品庫が竣 工 した。

同 年11月30日 従 来の2階 建 書庫 の うえに さらに1階 を増築3階 建 と し,増

築 分延 面積?lm'が 竣 工 した。

昭和34年4月30日 東 京国 立文化 財研 究所 研究受 託 規程 が定 め られ,こ の年 度か

ら受託 研 究が 開始 され た。

昭和36年9月16日 東 京国 立文化 財研 究所 組織 規程 の一部 が 改正 され,従 来 の庶

務 室 は庶務 課 となった。

昭和37年3月31日 東 京国 立博物 館 内に保 存科 学部庁 舎(保 存科学 部 実験室)と

して,鉄 筋 コン ク リー ト造,2階 建,延 面積663m'の 建物1棟 が

竣 工 した。

同 年7月1日 東 京国 立文化 財研 究所 組織 規程 の一部 が 改正 され,新 たに保

存科学 部 に修理 技術 研究 室が 置か れ た。

同 年7月20日 芸能 部研 究室 は,保 存科 学部 庁舎 の竣 工 に ともない,旧 保 存

科 学 部庁舎 に移 転 した。

昭 和43年6月15日 文部 省 設置 法の一 部 が改正 され,本 研 究所 は文 化庁 附属機 関

とな った。

昭和44年8月23日 保 存科学 部庁 舎 に隣接 して新 営 され る別館 庁舎(延1,950.41

m・)の 起工 式 が行 われ た。

昭和45年3月25日 前 記の別 館 が竣工 したので,同 年5月26日 竣 工 式が行 わ れた。

同 年3月25日 芸能 部 は,別 館3階 に移 転 した。

同 年5月8日 保 存科学 部 は別館 の地 階 ～2階 に実験 用機 械類 の移転 据付 を

完 了 した。

同 年6月29日 保 存科学 部庁 舎の1階 の模様 替工 事 に着手 し,同 年10月15日

工 事 が完 了 した。

同 年11月2日 所長 及 び庶務 課 は,本 館 か ら保 存科学 部庁 舎の1階 に移転 し
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沿 革

た(本 館は,美 術 部庁 舎 となる)。 これ に よ り研 究所 の所在 地 表

示は 「12番53号 」 が 「13番27号 」 に変 更 され た。

昭和46年4月1日 保 存科 学 部 庁舎 及 び別 館 の敷 地2.658m・ を東 京国 立博 物 館 か

ら所 管換 され た。

昭和48年4月12日 文部 省 設置 法施行 規 則の一 部 が改正 され,新 たに修 復 技術部

が設 け られ4部1課 とな り,修 復 技術 部に 第一修 復技 術研 究 室

及び 第二修 復 技術研 究 室が置 か れ,保 存科 学部修理 技 術研 究 室

は廃 止 された。

昭和52年4月18日 文 部省 設置 法施行 規 則の一 部 が改正 され,情 報資料 部 の新 設

に よ り5部1課 とな り,情 報 資料 部 に文献 資料研 究室 及 び写真

資料研 究 室が 置か れ,美 術部 資料 室 は廃止 され た。

昭 和53年3月20日 本 館構 内の写 場 等(木 造,平 屋建,延 面積144m・)を 取 りこわ

し,情 報 資料 部研 究棟 として,鉄 筋 コン ク リー ト造,地 下1階,

地上3階,延 面積569.95m・ の建物 が竣 工 した。

昭 和53年4月5日 文 部省 設置 法施行 規 則の一 部 が改正 され,新 たに修 復 技術部

に 第三修 復技術 研 究室 が置か れ た。

昭 和59年6月28日 文 部省 組 織 令 が 改正 され,本 研 究 所 は 文化 庁 施 設 等 機 関 と

なっ た。

平 成2年10月1日 文 部省 設置 法施行 親 則の一 部 が改正 されて新 た にア ジア文 化

財保 存研 究室 が置 かれ,5部1室1課 とな った。

平 成5年4月1日 文 部省 設 置法施行 規 則の一 部 が改正 されて ア ジア文 化 財保 存

研 究室は,国 際文 化財保 存修 復 協力室 とな った。
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沿 革
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(昭 和5.6.28～ 昭 和6.11.24)

(昭 和6.11.25～ 昭 和10.5.31)

(昭 和10.6.1～ 昭 和11.6.21)

(昭 和11.6.22～ 昭 和17.6.28)

(昭 和17.6.29～ 昭 和22.8.15)

(昭 和22.8.16～ 昭 和23.5.10)

(昭 和23.5.11～ 昭 和24.8.30)

(昭 和24.8.31～ 昭 和27.3.31)

(昭 和27.4.1～ 昭 和28.10.31)

(昭 和28.11.1～ 昭 和40.3.31)

(昭 和40.4.1～ 昭 和53.4.1)

(昭 和53.4.1～ 日召和62.3.31)

(昭 和62.4.1～ 平 成3.3.31)

(平 成3.4.1～ 現 在)
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II.機 構 ・職 員 ・予 算

東京国立文化財研究所は,文 化財に関する調査研究,資 料の作成およびその公

表を行 うことを目的として設立された文化庁の施設等機関である。その機構等は

次のとおりである。

1.機

所 長

構

響 工1諜暴[難

攣一一一El講1

撃一El懇 藩箋奎
化学研究室

保存科学部 物理研究室

部 長 生物研究室

主任研究官

第一修復技術研究室

修復技術部 第二修復技術研究室

部 長 第三修復技術研究室

主任研究官

讐 β一 一El欝 垂
国際文化財保存修復協力室

主任研究官
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一
機 構 ・職 員 ・予 算

員2.職

(平成7年3月30日 現在)

所 属 職 名 氏 名 専 門 分 野

所 長 所 長 西 川 杏太郎 (美術史)

庶 務 課 課 長 山 代 文 雄

国際交流主幹 貴 志 辰 夫

課 長 補 佐 篠 原 一 夫

庶 務 係 係 長 浅 見 清

係 員 宮 腰 香代子

事 務 補 佐 貝 中 村 節 子

11 武 田 知 子

11 勝 木 なほ子

11 鈴 木 紀 枝

調 査 員(非) 大 江 佐知子

会 計 係 係 長 大 堀 岳 満

主 任 日 高 信 二

係 貝 渡 邉 重 夫

事 務 補 佐 員 時 田 真 理

11 瀧 澤 桂 子

労 務 補 佐 貝 菊 地 廣 吉

美 術 部 部 長 鶴 田 武 良 (中国絵画史)

主 任 研 究 官 島 尾 新 (日本中世絵画史)

11 田 中 淳 (日本近代絵画史)

n 山 梨 絵美子 (日本近代絵画史)

11 岡 田 健 (中国彫刻史)

第 一 研 究 室 室 長 中 野 照 男 (東洋絵画史)

調 査 員(非) 佐 野 みどり (日本絵画史)

第 二 研 究 室 室 長 三 輪 英 夫 (日本近代絵画史)

芸 能 部 部 長 蒲 生 郷 昭 (日本音楽史)

演 劇 研 究 室 室 長 鎌 倉 恵 子 (日本近世演劇)

調 査 貝(非) 細 井 尚 子 (中国演劇)

音 楽 舞 踊研 究 室 室 長 羽 田 示旦 (日本中世演劇)

研 究 貝 高 桑 いつみ (日本音楽史)

調 査 員(非) 石 井 倫 子 (日本中世演劇)
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一 一 一 一

機 構 ・職 貝 ・予 算

所 属 職 名 氏 名 専 門 分 野

民 俗 芸 能 研 究 室 室 長 中 村 茂 子 (民俗芸能)

調 査 貝(非) 山 本 宏 子 (民俗音楽)

保 存 科 学 部 部 長 三 浦 定 俊 (計測工学)

主 任 研 究 官 佐 野 干 絵 (光化学)

化 学 研 究 室 室 長 平 尾 良 光 (無機化学)

物 理 研 究 室 室長事務取 扱 三 浦 定 俊 (計測工学)

研 究 員(併) 石 川 陸 郎 (光学)

生 物 研 究 室 室 長 門 倉 武 夫 (環境科学)

研 究 員 木 川 り か (生物化学)

調 査 員(非) 山 野 勝 次 (応用昆虫学)

n 新 井 英 夫 (微生物学)

修 復 技 術 部 部 長 宮 本 長二郎 (建築史)

主 任 研 究 官 川野邊 渉 (高分子化学)

第一修復技術研究室 室 長 中 里 壽 克 (漆芸技法)

第二修復技術研究室 室 長 増 田 勝 彦 (装漬技術)

研 究 貝 尾 立 和 則 (装横技術)

技 術 補 佐 貝 坂 本 雅 美

第三修復技術研究室 室 長 青 木 繁 夫 (考古学)

技 術 補 佐 貝 犬 竹 和

情 報 資 料 部 部 長 廣 井 雄 一 (日本 工芸 史)

主 任 研 究 官 井 手 誠之輔 (東洋絵画史)

// 長 岡 龍 作 (日本彫刻史)

文 献 資 料 研 究 室 室 長 米 倉 迫 夫 (日本中世絵画史)

研 究 貝 勝 木 言一郎 (中国絵画史)

写 真 資 料 研 究 室 室 長 鈴 木 廣 之 (日本近世絵画史)

専 門 職 貝 野久保 昌 良 (美術写真)

国際文化財保存修復協力室 室 長 西 浦 忠 輝 (材質改良学)

主 任 研 究 官 松 本 修 自 (建築史)

研 究 貝 朽 津 信 明 (地質学)

保 存 科 学 部 客 貝 研 究 貝 二 宮 修 治 (無機化学)

修 復 技 術 部 11 松 田 史 朗 (腐食工学)

情 報 資 料 部 11 伊與田 光 宏 (情報工学)



機構 ・職貝 ・予算

平 成6年 度 に おけ る異動 者

容内動異

入

任

任

換

任

入

換

換

用

用

用

用

用

用

任

入

用

用

任

用

任

用置置置転昇昇配昇転配配採採採採採採昇転採採昇採昇採

日動異

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

8

1

1

7

1

1

1

1

1

1

1

1

盤

雛
隠

総
㎝

総

舘

雛
侃
"

平

平

平

平

平

平

平

平

平

平

平

平

平

平

平

平

平

平

平

平

平

平

名氏

雄

夫

清

満

二

夫

夫

僻

枝

子

子

子

理

子

健

淳

子

子

螂

美

作

子文一岳信重重香紀晃桂知真桂尚倫長雅龍敏代原見堀高邉邉腰木浦田田澤田中井井本本岡晶山篠浅大日渡渡宮鈴森松武時瀧岡田細石宮坂長玉

名職官

長

佐

長

長

任

貝

貝

員

員

貝

員

員

員

員

官

官

同

同

長

貝

官

同

踊

難
灘

繋
講

騰劃

課

課

係

係

主

係

係

係

事

事

事

事

事

事

主

主

調

調

部

技

主

調

属所

課

部

部

部

部術料務術能技資復報庶美芸修情

平成6年 度における退職者等

所 属 官 職 名 氏 名 在 所 期 間 備 考

庶 務 課 主 任 日 高 信 二 平4.4.1～ 平7.3.31 転 出

事務補佐貝 望 月 紀 子 平4.7.27～ 平6.4.30 辞 職

事務補佐員 森 晃 子 平6.5.1～ 平6.7.15 辞 職

事務補佐貝 松 浦 桂 子 平6.7.18～ 平6.9.30 辞 職

事務補佐貝 山 田 文 子 平4.1.1～ 平6.9.30 辞 職
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機 構 ・職 貝 ・予 算

3.名 誉 研 究員

氏 名 退 職 時 官 職 名 在 所 期 間
名誉研究員

発令年月日

白 畑 よ し 昭5.6.30～ 昭27.8.1 53.10.18

高 田 修 美 術 部 長 昭27.12.1～ 昭44.3.31 //

登 石 健 三 保 存 科 学 部 長 昭27.10.1～ 昭50.4.1 //

岡 畏三郎 美 術 部 長 昭20.5.15～ 昭51.4.1 11

関 野 克 所 長 昭40.4.1～ 昭53.4。1 11

秋 山 光 和 美 術 部 第 一 研 究 室 長 昭16.10.1～ 昭42.2.1 54.10.18

久 野 健 情 報 資 料 部 長 昭20.5.31～ 昭57.4.1 57.10.18

川 上 浬 美 術 部 長 昭21.2.28～ 昭57.4.1 11

関 千 代 美 術 部 第 二 研 究 室 長 昭18.12.15～ 昭58.4.1 58.10.18

横 道 萬里雄 芸 能 部 長 昭28.3.16一 昭51.4.1 59.10.18

上 野 ア キ 情報資料部文献資料研究室長 昭17.11.3～ 昭59.4.1 11

江 上 繧 情報資料部主任研究官 昭38.5.18～ 昭59.3.31 11

田 村 悦 子 美 術 部 主 任 研 究 官 昭22.6.16～ 昭60.3,31 60.10.18

猪 川 和 子 情報資料部文献資料研究室長 昭22.6.27～ 昭60.3.31 //

伊 藤 延 男 所 長 昭53,4.1～ 昭62.3.31 62.10.18

柳 澤 孝 美 術 部 長 昭21.9.30～ 昭62.3.31 11

三 隅 治 雄 芸 能 部 長 昭27.10.1～ 昭63,3.31 63.10.18

樋 口 清 治 修 復 技 術 部 長 昭37.11.1～ 昭63.3.31 /1

田 實 榮 子 美 術 部 主 任 研 究 官 昭23.3.31～ 平 元.3.31 元.10.18

見 城 敏 子 保存科学部物理研究室長 昭34.4.1～ 平 元.3.31 11

濱 田 隆 所 長 昭62.4.1～ 平3.3.31 3.10.18

関 口 正 之 美 術 部 長 昭42.2.1～ 平3.3.31 11

佐 藤 道 子 芸 能 部 長 昭34.4.1～ 平4.3.31 4.4.18

馬 淵 久 夫 保 存 科 学 部 長 昭50.10.1～ 平4.3,31 11

新 井 英 夫 保 存 科 学 部 長 昭45.9.1～ 平5.3.31 5.10.18

石 川 陸 郎 保存科学部主任研究官 昭32.4.15～ 平5.3.31 //
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機構 ・職 貝 ・予 算

4.平 成6年 度 予算

()は 補正後 を表す
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機 構 ・職 貝 ・予 算

5.平 成6年 度特別 研究一 覧

(補正後)

6.平 成6年 度科学研究費補助金交付一覧

研 究 種 目 研 究 課 題 研究代表者 交付額

千円

重点領域研究 化学的 ・光学的情報を用いた遺跡探査の 三浦 定俊 9,500

(Aン 手法に関する研究

総合研究(A) 雅楽古楽器の総合的調査研究 蒲生 郷昭 2,500

総合研究(A) 古代東アジアの青銅製品鋳造に関する基 平尾 良光 5,000

礎的研究
一 般研 究(A) 文化財の修復に用いられた材料の効果に 増田 勝彦 11,000

関する追跡研究
一般研 究(A) 東アジア美術における人のかたち 鶴田 武良 2,000

一13一



一

機 構 ・職 員 ・予 算

研 究 種 目 研 究 課 題 研究代表者 交付額

千円
一般研 究(C)

中央 ア ジア ・クチ ャ地 方 におけ る 中国絵 中野 照男 1,300

画様式の移入
一般 研 究(C) エ ミシオ グラ フィに よ る象嵌 の検 出 三浦 定俊 500

一般 研 究(C) 紙の風邪引き現象の研究 増田 勝彦 2,000

一般 研 究(C) プラズマ処理による象嵌遺物の保存処理 青木 繁夫 1,100

法の開発研究

試験研究(B) 木造古建築の保存を目的とした外装塗装 西浦 忠輝 1,600

(丹色塗装)の 物性評価

国際学術研究 タイ国石造遺跡の劣化現象と保存処理に 西浦 忠輝 2,500

関する調査

国際学術研究 科学技術を利用した文化財研究法の開発 西川杏太郎 5,800

国際学術研究 中国砂漠地帯における文化財の劣化現象 宮本長二郎 2,100

に関する共同研究

国際学術研究 漆 ・ニスなど伝統的天然樹脂塗膜の劣化 三浦 定俊 6,000

と保存に関する研究

計 52,900

7.平 成6年 度受託 研究 一覧

研 究 課 題 受 入 額

円

太宰府市大字観世音寺1丁 目寺内出土の漆手箱復元に関する :11111

研究 ■

重要美術品,鉄 製狛犬及び三十入間星兜の保存修理研究 944,000

重 要文 化財 ・鶴 岡 カ トリック教 会 天主堂 擬 ステ ン ドグ ラスの 361,000

保存研究

鬼田入幡宮所蔵銅剣の保存修復研究 155,000

絹の劣化度の非破壊計測に関する研究 150,000

計 2,410,000
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部 名 課 題 名 研究代表者 期 間

美 術 部 *美 術に関する基礎資料の研究一日本 鈴木 廣之 平6.4

絵画史年紀資料集成15世紀一 ～ 平11 .3

*美 術に関する基礎資料の研究一絵画 廣井 雄一 平6.4

に見る武装資料一 ～ 平11
.3

*美 術に関する基礎資料の研究一室町 島尾 新 平6.4

時代水墨画資料一 ～ 平11 .3

*美 術に関する基礎資料の研究一明治 三輪 英夫 平6.4

後期～昭和前期美術資料一 ～ 平11 .3

*中 国仏教美術基準作品調査研究 中野 照男 平4.4
～ 平10

.3

*東 アジア美術における造形と社会 島尾 新 平6.4
～ 平11 .3

芸 能 部 *伝 統芸能における 「鬼」の実証的研 蒲生 郷昭 平4.4

究 ～ 平8 .3

*能 楽の芸能学的調査研究 羽田 飛 平2.4
～ 平7

.3

*元 禄期の浄瑠璃 ・歌舞伎の研究 鎌倉 恵子 平6.4
～ 平12 .3

*「 翁」の技法集成 羽 田 示旦 平6.4
～ 平9 .3

*日 本音楽の伝承に関する研究 蒲生 郷昭 平6.4
～ 平9 .3

*伝 統的唱歌の研究 高桑いつみ 平5.4
～ 平8 .3

*芸 能に用いられる武器の研究 中村 茂子 平5.4
～ 平8

.3

保存科学部 *文 化財施設内における保存展示条件 三浦 定俊 平 元.4

の検討 ～ 平7
.3

*有 機質文化財の光による劣化の定量 三浦 定俊 平 元.4

的評価法の確立 ～ 平7 .3

*新 しい文化財防虫防徽法の研究 門倉 武夫 平6.4
～ 平13

.3
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調査研 究

1
部 名 課 題 名 研究代表者 期 間

修復技術部 *文 化財における環境汚染の影響と修 宮本長二郎 平4.4

復技術の開発研究 ～ 平9 .3

*文 化財の伝統的修復材料の研究(第 宮本長二郎 平5.4

2期) ～ 平8 .3
●

情報資料部 *美 術 情報処 理 シ ステム の研 究一 デー 廣井 雄一 平 元.4

タの 共有化 を中心 として一 ～ 平11
.3

*検 索辞書システムの研究 米倉 迫夫 平6.4
～ 平11

.3

*デ ジ タル 画像 デー タの蓄 積 と活用 に 鈴木 廣之 平6.4

関する基礎的研究 ～ 平11 .3

国際文化財保 *世 界,特 にア ジア 諸国 にお け る文化 西浦 忠輝 平3.4

存修復協力室 財保存に関する情報の収集 ～ 平12
.3

*屋 外石造文化財の劣化 と保存修復処 西浦 忠輝 平3.4

置に関する研究 ～ 平7
.3

*文 化財 の保 存 を 目的 と した,レ ンガ 西浦 忠輝 平6.4

の劣化現象と保存対策に関する調査 ～ 平10
.3

研究
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美 術 部

1.美 術 部

(1)概 要

美術部 は 日本 ・東洋 の古 美術 並 びに 日本の近 代 ・現代 美術 とこれ らに関 連

あ る西 洋美術 につ い ての基礎 的 調査 研究 を行 い,か つ,そ の成果 を公 表す る

こ とを活動 の 目的 と して い る。 美術 部は 二室 よ り構 成 され,第 一 研究 室 は古

美術 を担 当 し,第 二研 究室 は近代 ・現代 美術 を担 当 して いる。

調 査研 究 は各時代 にわ た り,絵 画 ・彫刻 ・工 芸の 各分 野 につ いて,作 品 と

文献 資料 との 両 面か ら実証 的 に進め,と もに 基礎 とな る研 究 資料 の作 成 と整

理 とにつ とめ て い る。 その他,現 代 美術 の動 向に関 す る調査 と資料 収 集 を も

並行 して行 って い る。 また当部 では,作 品に対 す る科 学 的 な鑑 識 法 を早 くか

ら積極 的に活 用 して きた。 これ も当 部の研 究活動 の特 色 であ る。 なお情 報 資

料部 貝 との間 では,研 究 や調 査の 面に お いて緊密 な協 力体 制が とられて い る。

その ほか 他機 関 との 共同研 究 に よ る広 領 域の研 究 に も参 加 して い る。なお,

研 究 貝 それ ぞれの研 究 課題 と内容 は(2)の各論 の項 に示 す とお りで あ る。

調査 研究 の成 果 は,機 関 誌 『美術 研究 」(昭 和7年 創 刊)や その他 の学 会誌

に発 表 し,単 行 の研 究報 告 も随時 刊行 して い る。 さらに,研 究 成果 の一 部 を

広 く一 般 の理解 に 資す るため に,情 報 資料部 と共 同 で毎年 一 回公開 学術 講座

を開催 してい る。 また毎 年r日 本 美術年 鑑」(昭 和11年 創 刊)を 発行 して い る。

なお美術 部 は黒 田清輝 の遺産 に基づ いて創 立 され た美術研 究所 を前 身 とす

る。現 在 も黒 田清輝 の作 品 その他 関係資 料 を保 管 し,毎 週一 回木曜 の午 後 に

は その 多 くを陳 列す る黒 田記 念室 を公開 してい る。

第一研究室

江戸時代までの日本美術及び束アジア地域の美術に関する調査研究並びに

資料収集,公 表を主務 とする。また,『美術研究』の編集を担当している。
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調査研 究

第二研究室

明治以降の日本近代美術に関する調査研究と,こ れに関連する西洋美術及

び日本近世の洋風美術の調査研究,並 びに現代美術の動向に関する資料の収

集と調査とを行っている。とくに現代美術に関する調査研究においては,そ

の年度に収集した資料を整理し,そ の成果を 『日本美術年鑑」として毎年刊

行している。平成6年 度は,平 成5年 の内容をもった平成6年 版を刊行し,

引続き平成7年 版の編集に着手した。

また,昭 和52年度以来実施してきた黒田清輝巡回展は当研究室が中心と

なって行っており,平 成6年 度は飯田市美術博物館で開催した。

(2)各 論

1.美 術 に関 す る基礎 資料 の研 究

(1)近 代 美術 資料(明 治後期 ～昭和 前期 美術 資料)

1)明 治期 美術 展覧 会資料 の研 究成 果 として 「明 治期 美術 展覧会 出品 目

録 」(東 京国 立文化 財研 究所 編集,中 央公 論美術 出 版刊)を 刊行 した。

2)シ カ ゴ万 国博覧 会(1893年),パ リ万 国博 覧 会(1900年),セ ン トル

イス万 国博覧 会(1904年)の 出品 目録 をデー タベー ス化 した。 また,

前 年度撮 影 した 「温知 図録 」(東 京国 立博 物館蔵)の 内容 に関 す る調 査

を継続 した。

3)大 正期 の 美術 団体 であ る ヒューザ ン会,草 土社,紅 児会,再 興 院展

の出 品 目録 を収集 整理 した。 〈三 輪,山 梨,田 中〉

(2)室 町時代 水 墨画 資料

1)下 記の 美術 館 ・博物 館 に於 て,室 町水 墨画 及 び関連作 品 の調査 を実

施 した。

初 期水墨 画 奈 良県 立博 物館

館 蔵 室町 水 墨画 栃 木県 立博物 館

雪舟 の作 品 大和 文 華館

2)13世 紀 よ り16世 紀 までの水 墨画 家(約60名)に 関す る基礎 資料 の収

集 と研究 史の 整理 につ いては,下 記の ように研 究会 を行 った。
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美 術 部

ボ ス トン美術館 所蔵 の水 墨画(1994年7月,島 尾)

東京 国立博 物館所 蔵 の水 墨画(1994年8月,救 仁 郷)

3)収 集資料 につ い ては,逐 次,整 理 を行 い,併 せ て デー タベー ス化 を

進め た。 〈島尾,(情)井 手,(研 究協 力)河 合 正 朝,横 田忠司,相 沢 正

彦,大 石利 雄,山 下 裕二,小 川知 二,大 西 薫,救 仁郷 秀 明〉

(3)日 本 絵画 史年紀 資料 集成15世 紀

一昨年 度 まで に源豊 宗編r日 本 美術 年 表」・集英社 版 『原色 日本 美術 年

表」に掲 出 された15世 紀 の 記事 の なか か ら絵画 に関 す る項 目約140件 を抜

粋 した。 今年 度 は考古 学会編r造 像銘 記(改 訂版)』 ・久野健 『造像 銘 記

集 成」を参照 して 改訂増 補 をほ どこ し,絵 画219件 のほ か,関 連 史料 とし

て彫 刻156件,工 芸56件,書 跡14件(合 計445件)か らな る 『15世紀絵 画

史料 年 表改訂 第1稿 」 を作成 した。 ま た昨年 度に ひ きつづ き,1項 目ご

とにつ いて論 文 ・論説 ・紹介 な どの参 考文 献 の収集 と銘文 解釈 の作 業 を

行 った。 〈(情)鈴 木〉

(4)絵 画 に見 る武装 資料

1)下 記の寺 院 に於 て関係 資料 の調査 を実施 した。

広 島 県厳 島神 社 兵庫 鎖 太刀,長 覆輪太 刀等

愛 知 県猿 投神 社 蛭巻 太 刀,黒 漆 太刀等

岩 手 県中尊寺 藤 原三 代関 係 遺品

2)伴 大納 言絵詞,平 治物語 絵詞 か ら武装 に 関す る部 分 を抜粋 し,併 せ

て兵 範記,中 右 記,明 月記 等か ら関 係 記事 を収 集 した。<(情)廣 井>

2.東 ア ジア美術 に おけ る造 形 と社会(5年 計 画 の第1年 次)

(1)制 作 と享受 の場 につ いて の研究

1)古 代 的 空間 意識 と彫 像 の機能

9世 紀 に整備 され る各寺 院 の配 置及 びそ の場 での法会 と,彫 像 との

関係 につ いて 基本的 な問題 の洗 い 出 しに努め た。今 年度 は,神 護 寺 薬

師如 来像 に続 き,神 宮寺所 在像 ・神像 に考察 対象 を広 げ た。

2)寧 波 ・杭 州 におけ る寺院 信仰 と絵 画

寧 波 の天 台寺 院延 慶 寺 に おけ る浄 土信 仰 と関 連 す る絵 画 作 品 の ほ

か,杭 州 の上天 竺寺 と千 手観音 信仰,妙 行 寺 と祖 師像 の関係 につい て,
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調 査 研 究

資料 を収 集 した。

(2)流 通 と交流 につ い ての研 究

1)15・6世 紀の唐 絵 とや まと絵

日明 間の 交渉 を示 す作例 と史料 に注 目し,当 時 の唐 絵が 果 た した役

割 につ い て考察 した。 成 果の一 部 は美術研 究 に公 表 した(361号)。

2)室 町 時代 に おけ る美術 の流 通 と価 値観 の形 成

三 阿弥関 係 の資料 及 び 「北 山殿行 幸記 」「室町殿行 幸御 餅 記」な ど を

総 合 して,唐 物 を中心 とす る美術 品の価 値観 の形 成 の場,お よび流通

につ いて考 察 を加 えた。

3)唐 本 ・宋 本 画像 の意味 と機 能

唐本 ・宋 本 として請 来 され た高 麗の 阿弥 陀画像 と,そ の高麗 にお け

る信仰 につ いて,華 厳思 想 との関係 を考 察 し,日 本 の来迎 図 との差 異

を明 らか に した。 成果 の一部 は美術 研 究に公 表 した(362号)。

(3)技 術 と素 材 につ いての 史的研 究

1)中 国 ・日本 の仏像 霊験 諌(『 法苑珠 林』 『集 神州 三宝 感通録 』r日 本霊

異記 』等)か ら素 材 に関わ る資料 を収 集 した。

2)黒 川道 祐r雍 州 府志 』土産 門か ら専 門技術 に 関す る資料 を抽 出 し,

様 々な技術 に対す る当時の分 類意 識 を探 った。<島 尾,中 野,(情)鈴

木,(情)井 手,(情)長 岡,(調)佐 野>

3.中 国仏 教美 術基 準作 品調 査研 究(6年 計 画の 第3年 次)

本 研究 は,中 国仏教 美術 作 品の うち,銘 記,落 款,印 章,賛 文 等に よ っ

て,制 作 年,制 作 地,作 者,発 願 者 な どが 明 らか な もの を 「基準作 品」 と

して調査 し,基 本 的 なデー タや 詳細 な写真 を整備 す るこ とに よ って,中 国

仏教 美術 の体 系 を見 直 し,そ の特 質 を明 らか にす るため の 「もの さし」 を

作 ろ うとす る もので あ る。

(1)研 究 会(研 究協 力者会 議)の 開催

国内所在 の 中国仏 教 美術,中 国 ・日本 と も深 く関わ りの あ る朝鮮半 島

の仏教 美術,ま た 日本 にお け る中国仏教 美術 の受容 の 諸相 につ いて研 究

を重 ねて きた研 究者 を招 き,各 自が もつ デー タを持 ち寄 り,問 題 の所 在

を明 らか にす る とともに,今 後 の調 査研 究 の方法 等に つ いて討議 した。
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美 術 部

発表 の一 部 は,『 美術研 究』 で公 表 した(362号)。

本 年度 の研 究発 表者 は次 の5名 であ る。

松 田誠一 郎(京 都 市立芸 術 大学)

宮崎 法 子(三 重大 学)

加 須屋 誠(帝 塚 山学院 大学)

山本 泰一(徳 川 美術館)

井 手誠之 輔(情 報 資 料部)

(2)現 ∫也調査

年紀 を有 す る中国仏 教 美術 作品 を中心 に 調査 し,写 真撮 影 を行 なっ た。

本 年度 は,関 西 方面(東 寺,奈 良 国立博 物館 等)で 調査 を実施 した。

(3)基 礎 資料 の収集

既 に国 内の各機 関,個 人等 に分散 して蓄積 され て い る中国仏教 美術 作

品の デー タ,写 真 等 を借覧 し,必 要 に応 じてその複 製 を作成 す る な ど し

て,基 礎 資料 の収 集 を行 な った。本 年度 は,主 として米国所 在の 中国仏

教 美術作 品 の写真 約6,000枚 を整理 した。

(4)デ ー タベー スの 作成

中国仏 教美 術研 究の ため の基礎 史料 として,本 年 度 は,大 正 新 脩大蔵

経収 載の 請来 目録 類,宋 高僧 伝(中 華書局 刊)等 を入力 した。

<中野,島 尾,岡 田,(情)米 倉,井 手,長 岡,勝 木>

4近 百 年中 国絵 画史研 究

20世 紀初 期の 中国 にお け る西 洋画 の受 容 を中心 に研 究 を行 い,「近 百年 来

中国 美術 年 表」 の作 成 を継続 した。5月 に は北京,香 港 で現代 中国絵 画 の

調 査 を,ま た12月 に は中 国美術館 で第8回 全 国美術 展 の調査 を行 った。〈鶴

田〉
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調査研 究

2.芸 能 部

(1)概 要

芸 能部 は,日 本 の伝 統芸 能 に資す るため に必要 な基礎 研 究 を行 うこ とを 目

的 と し,演 劇 研 究室 ・音楽 舞 踊研 究室 ・民俗 芸能研 究 室の 三室 に よって構 成

され てい る。 芸 能部 の研 究 目標 として は,諸 芸能 の理 念 ・構 造 ・技 法お よび

その継 承保 存 に関す る研 究 な どが あ り,そ の研 究 に必 要 な資料 の収 集 ・整備,

お よび記録 の作 成 のため の撮 影 ・録 音 ・録 画 な どの作 業 を行 う。研 究 の成果

は,刊 行 ・夏期 学術 講座 ・公 開学術 講座 な どに よ って公 表す る。

平成6年 度 は,特 別研 究 「伝 統芸 能 にお け る 『鬼 』の実 証的研 究 」(4年 計

画)の 第3年 次に あ た り,資 料収 集,記 録 作成,実 地 調査 を行 い,研 究会 を

開催 した。 また一般 研究 「能 楽 の芸能 学 的調査研 究」 は,そ の第5年 次 にあ

た り,成 果 を 「芸 能の科 学」23な どで公表 した。

一

演劇研 究室

日本古典演劇について芸能学的に調査 ・研究を行い,ま た,こ れら諸芸能

の周辺にあって,伝 統芸能の成立に深い関係をもつ諸分野についても調査研

究を進めている。

平成6年 度は,個 人研究として 「元禄期の浄瑠璃・歌舞伎の研究」「中国演

劇の研究」,共同研究として 「能楽の芸能学的調査研究」を行い,ま た共同研

究 「伝統芸能における 『鬼』の実証的研究」に参加した。

音楽舞踊研究室

日本の音楽について,芸 能学的 ・音楽学的な調査研究を行い,こ れら伝統

音楽の成立に深い関係をもつ周辺分野についても,調 査研究を進めている。

平成6年 度は,個 人研究として,「日本音楽の伝承における研究」「伝統的

唱歌の研究」「能における宗教儀礼摂取の研究」を行ったほか,共 同研究「能

楽の芸能学的調査研究」「伝統芸能における 『鬼』の実証的研究」に参加し,
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新 たに共 同研究 「『翁』 の技法 集 成」 を開始 した。

芸 能 部

民俗芸能研 究室

全国各地に分布伝承される民俗芸能を対象とし,そ れらの保存 ・継承に資

するために必要な研究を行っている。

平成6年 度は,個 人研究として「芸能に用いられる武器の研究」「民俗芸能

における水とメンタリティの研究」を行ったほか,共 同研究 「能楽の芸能学

的調査研究」「伝統芸能におけるr鬼 』の実証的研究」に参加した。

(2)各 論

1,伝 統 芸能 に おけ る 「鬼」 の 実証 的研 究(4年 計画 の第3年 次)

日本 の民俗 行事 や 宗教行 事,能 ・狂言 ・歌舞伎 な どの伝 統芸 能 には,「 鬼 」

がい ろい ろに形や 性格 を変 え て登場 す る。本研 究 は,「鬼 」の 多面 的 な性 格,

芸能 的表 現の 多様 性,歴 史的変遷 を総 合的 に把 握 し,解 明す るこ とを 目的

とす る。 本年 度 はそ の3年 次 で,下 記 の調 査 ・研 究 を行 った。

(1)研 究 会開 催;毎 月1回 実施 した。 その うち2回 は椎 葉民俗 芸 能博物 館

建 設 準備 室 主任 学芸 貝 の 永 松敦 氏,お よび 折 か ら来 日中 の 中 国の 演 出

家 ・蘇 彦破 氏 を招 いて講 話 を聞 き,質 疑 応答 を行 った。

(2)実 地 調査;奈 良県五 條市 念仏 寺の 鬼走 り,福 井 県今 立郡 池 田町水 海 の

田楽能 舞 を調査 し,記 録 した。

2.能 楽の芸 能学 的調 査研 究(5年 計画 の鯖5年 次)

舞 台芸術 と して の能楽 の技 法 を多角 的 に捉 え るこ とを 目的 とし,芸 能部

全貝 で取 り組 む総合研 究 で あ る。今年 度 は下 記の調 査研 究 を行 い,成 果 を

「芸能 の科学 」23な どで公 表 した。

(1)能 ・狂 言の技 法 ・演 出;狂 言の 舞事の 中,〔 楽〕 〔神楽 〕 〔褐鼓 〕 の用法

につ いて,個 々の演 目の演 出史 を検 討 し,能 とは様 相 を異 に しなが らも,

これ らの狂 言 に囎 子事(舞 事)が 用 い られ る必然性 を証 明 した。 〈羽 田〉

(2)近 世 邦楽 に及 ぼ した影響;地 歌の 詞章 に見 られ る能 詞章摂 取 の様相 を

さ ぐり,摂 取 した演 目,部 分,方 法 な どにつ いて考 察 した。 〈蒲 生〉
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(3)能 の 鼓胴 の研 究;科 学研 究 費の交 付 を受 け て行 って い る 「雅楽 古楽 器

の総合 的調査 研 究」 にお いて,能 の大鼓 に酷 似 した鼓 胴 を他 の分 担者 と

ともに調査 し,絵 画 資料や 文 献 を参 照 しなが ら能 の鼓 胴(大 鼓)の 派生

過 程 につ いて考 察 した。 〈高桑 〉

(4)近 世 演劇 と能 の関 係;江 戸 歌舞 伎 の能摂 取の様 相 を,初 代 市 川 団十郎

を中心 に調 査 した。 〈鎌 倉〉

(5)民 俗 芸 能 にみ る狂言様 式 の研究;狂 言 の 「児流鏑 馬」 に関連 して,中

世 か ら近世 の地方郷 村 の祭礼 に おけ る流鏑 馬 の意義 につ いて考 察 した。

〈中村>

3.元 禄期 の浄瑠 璃 ・歌 舞伎 の研 究(6年 計 画の 第1年 次)

元禄期 の上 方歌 舞伎 の趣 向につ い て,能 を摂取 した場 を調 査 した。<鎌倉>

4.「 翁」 の技 法集 成(3年 計 画 の第1年 次)

本年度 は,シ テ方五 流の うち,宝 生 ・金 春 ・金剛 ・喜 多四 流の翁(お き

な)と 千歳(せ ん ざい)の 型付 ケ を収 集 し,あ わせ て実 技者 の型 を撮影 収

録 す ると ともに 技法 に関す る聞 き取 り調査 を行 った。 なお,観 世 流につ い

て は公刊 され た型付 ケが あ るので,当 面 は それ と今 回収 集 した 型付 ケ との

比較分 析 を行 う。<羽 田 ・高 桑 ・石 井>

5.日 本音 楽の伝 承 に関 する研 究(3年 計 画 の第1年 次)

地 歌の 詞章 に見 られ る能詞 章摂 取の様 相 をさ ぐ り,摂 取 した 演 目,部 分,

方 法 な どにつ いて考 察 した。 また 『教 訓抄』語彙 索引作 成 を継続 し,「 書名

編 」 を完 成 した。<蒲 生>

6.伝 統 的唱歌 の研 究(3年 計 画 の第2年 次)

室町 末期か ら江 戸初期 に 書か れた能 の伝 書や 楽譜 の唱歌 を解 読 し,謡 を

謡 う際打 って いた扇拍 子の リズムの変 遷 をた ど り,拍 子 に対す る意 識の変

化 に つい て考 察 した。<高 桑>

7,雅 楽古楽 器の総 合 的調査 研究

伝 存す る雅楽 古楽 器,と くに鼓胴 につ い て,総 合 的 な調査研 究 を行 い,

報告 書 を刊 行 した。 美術工 芸 史の専 攻者 を含 む15名 の共 同研 究 で,科 学 研

究 費の交付 を受 け て実施 す る総 合研 究(A)で あ るが,研 究代 表者 と分担 者

の1名 は,当 芸能部 員 であ る。 〈蒲 生 ・高桑〉
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8.芸 能 に用い られ る武器 の研 究(3年 計 画 の第2年 次)

弓矢 につ い て調査,研 究 を行 い,と くに 中央 の祭礼 に おけ る流鏑 馬の 歴

史的変 遷 と地 方 の 祭礼 にお け る稚 児流鏑 馬の 意義 に つ いて考 察 した。 〈中

村>

9.中 国 演劇 の研 究

古典 演劇,〈 昆曲〉 〈京劇 〉 〈川劇 〉に共 通す る作 品 を取 り上 げ,台 本 の相

違 を調査 して,そ れ ぞれの 演劇 の特 色 を考 察 した。<細 井>

10.能 にお ける宗教 儀礼 摂取 の研 究

番 外 曲 「家 持」 「泣 不動 」 を中心 に,陰 陽道 ・修験 道 が能 の風 流的素 材 と

して受容 され た ケー ス を考 察 した。<石 井>

11.民 俗 芸能 にみ る水 とメン タ リテ ィーの 関係 の研究

筑 後 川流域 の河 童 に まつ わ る民俗芸 能 をと りあ げ,由 来記 と説 話 に表 わ

れ る河童 の様相 を比較 考察 した。 〈山本〉

3.保 存科 学部

(1)概 要

文化財の材質 ・構造 ・技法および劣化機構の科学的研究ならびに文化財の

おかれている保存環境の科学的研究を行い,こ れらを基礎 として文化財保存

技術開発に関する研究を行っている。言い換えれば,文 化財の自然科学的研

究,文 化財を資料とする科学技術史的研究,文 化財保存のための科学技術の

応用研究の3方 面である。研究組織は化学研究室,物 理研究室,生 物研究室

の三室からなり,研 究成果は修復技術部と共同編築の機関誌 「保存科学」な

どに公表され,文 化財の指定 ・保存対策 ・修復処置の基礎資料として役立て

られている。

化学研 究室

化学研究室では文化財の材質ならびに保存環境に関する問題点を化学的手
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法を用いて調査 ・研究している。X線 分析法,質 量分析法などを用い,主 と

して金属文化財に関する劣化,保 存対策,材 料産地の推定などの研究を進め

ている。また,文 化財を取 り巻く環境からの大気汚染,酸 性雨などの影響に

ついて汚染度の測定,影 響評価法の研究を行っている。

物理研 究室

物理研究室では文化財の材質ならびに保存環境に関する問題点を物理的手

法を用いて調査・研究している。文化財の材質,構 造の調査方法として γ線・

X線 ・赤外線などを用いている。また展示,収 蔵,梱 包などの文化財を保存

する環境の評価と劣化防止の方法について研究を行っている。

生物研究室

生物研究室では文化財の保存に関する問題点を生物学的な見地から調査 ・

研究している。文化財の生物による劣化,す なわち微生物や昆虫などによる

被害の実態を調査して,こ れらの加害生物がおよぼす劣化の原因と機構を明

らかにし,加 害生物の防除法の研究と開発を行っている。

(2)各 論

1.文 化 財 にお ける環境 汚染 の影響 と修 復 技術 の開発 研 究(5年 計 画 の第4

年 次;修 復 技術部 と共 同)

(1)気 象 お よび酸性 雨 な どの観 測 と影 響 評価 法の研 究

鎌 倉市 内4地 区 にお いて観 測 と調査 を引 き続 き行 って い る。 また,奈

良 市東 大寺 にお いて も新 た に観 測 と調査 を開 始 した。 測定 項 目は温 湿

度 ・日照 ・風 向 ・風速 ・雨 量 ・雨 水 ・ミス トお よび大気 中の酸 性 汚染 物

質 な どで,影 響 評価 に は大理 石 とブ ロ ンズの テス トピー ス を用 い てい る。

<門倉>

2.文 化 財施 設 内 にお ける保 存 展示 条件 の検 討(8年 計 画の 第6年 次)

今年 度 の研 究 と して,室 内外に おけ る空 気汚染 物質 に関 す る検 討 お よび

新 設館 の保 存環:境に関す る調 査項 目の 整理 を目的 と した。
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(1)空 気汚染物質に関する検討

1)室 内に発生源がある場合

展示 ・収蔵資料に温湿度変動を与えないように,極 度に換気効率を

落とした収蔵庫等ではわずかな汚染物質でも室内に長く滞留し,資 料

へ被害を与える。今年度は特にベニヤ合板から供給されるホルムアル

デヒドと段ボールなどののりから発生する酢酸ビニルなど,直 接 ・間

接的に収蔵庫を酸性環境に汚染する物質について検討を行った。今年

度は定性的な検出にとどまったが,今 後,遠 隔に調査地がある場合の

簡易定量法やその除去法などの検討を要する。また,内 装工事や特に

工事後や通常の運営中に持ち込まれる収納棚や収納箱などの材料に注

意することが必要であることがわかった。

2)屋 外に発生源がある場合

静置型NOxモ ニター(暴 露期間:1日)を 用い,館 内外のNOx濃

度の分布を調査した。対象施設は以下の通りである。

①臨海部に存在し,交 通量の大きな地区にある新設美術館(機 械空調

あり,搬 出入口付近～館内)

②都市部の交通量の大きな地区にある,資 料保存倉庫(機械空調あり,

搬出入口付近～館内)

③郊外の土蔵を改良した資料館,機 械空調なし(観 客入口～展示室)

④郊外(都 内)の 開放型の展示施設(機 械空調なし,観 客入口～展示

室,観 客多数)

検討の結果,特 に搬入口には換気設備が必要であること,展 示室入

口の風除室を有効に活用することが重要であることが明らかとなっ

た。

(2)新 設館の保存環境に関する調査項目の整理

平成5年 度の調査結果についての解析を行った。特に,デ ータの完備

した環境調査報告書送付館21館について検討したところ,延 べ床面積の

大きな施設ほど時間をかけて調査し適宜環境改善を図っていること,ま

た,ア ルカリ性物質の放出が落ちつ くまでには,床 面積によらずにコン

クリー ト打設終了から約20カ月,す なわち 「二夏」を要していることが
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明 らか とな った。 〈三 浦 ・佐 野>

3.有 機 質文化 財 の光 に よる劣化 の定 量的評 価 法の確 立(6年 計画 の 第6年

次)

今年 度 の研 究 と して,絹 の保 存環 境 の見 直 し と絹の保 存修 復 時期 の検討

法の 開発 につ いての研 究 を行 った。

昨年 度 まで は主 として修 復 工房 の現場 での劣化促 進 試験 を行 ったが,修

理 に使 用 で き る状態 に な るまで に要 す る劣化 時 間が,試 験 ご とに 異な る問

題が あ った。 その ため 温湿度 測定 用 デー タ ロガ ー を用 い て,照 射実 験 中の

環境 条件 を詳 細に検 討 した。 冬期 は下 方 で夜間 の結 露 ・高湿 度環境 とな っ

て お り,照 射 中の昼 間で も比較 的温度 は低 か った。 これ に対 して,夏 期の

劣化 実験 中 は非点 灯時 の夜 間 も温度 が下 が らず,上 方 での温 度は 点灯 中に

80℃ 超,湿 度 も比 較 的高 い状態 で あ り,実 験 中に絹 が「練 れ た」状 態に なっ

てい るこ とが明 らか となった。 比較 の ため,恒 温 恒湿室 内 で,同 じ劣 化促

進 装 置 に よ る照 射 実験 を行 った。連 続照 射 と昼 間 の み の断 続 的 な照 射 を

行 った。恒 温恒 湿 の安 定 した条 件下 での 劣化促 進 では,前 記 の通 常の 室 内

での劣 化促 進 に比べ て劣化 が遅 いこ とが 明 らか とな った。

劣化 が 目に 見えて 現 れ る条件 と して,強 度 の低下,表 面顔料 層 等の 亀裂,

変色 等が あ る。 本研 究 では,こ の6年 の研究期 間 の 中で,特 に全 面的 に強

度が低 下す る形での 劣化 とesrで 検 出 され る有機 ラジカル の シ グナ ル量 と

の相 関 につ いて明 らか に した。 また,将 来 にわ た って ラジカ ルは劣化 の始

点 とな る こ とか ら,将 来起 こ り得 る劣化 につ い て も推 定で きる可 能性 が あ

るこ と等 を解 明 で きた。 しか し,そ の他 の 劣化パ ター ンに つ いて は,直 接

結 びつ いた科 学的情 報 を得 るに は至 らず,今 後 の課題 と して残 っ た。また,

真 の意 味での 非破壊 での劣化 の定 量 につ いて も,長 期 の課 題 として検 討 を

続 け る予 定 であ る。

平成 元年度 ～2年 度 に測 定方 法の確 立 を行 い,3年 度 ～6年 度 に劣化 の

定 量的 評価法 につ い て検討 し,実 資料 に 関 しては,染 料や 媒染 剤 の影響 が

大 き く,単 一 の定 量法 の適 用 は困難 で あ るこ とが,こ れ まで の研 究で 明か

となった。しか し,esr法 で得 られ る信 号 の質や 量,ま た化 学 発光 量が の劣

化 度 と相関 関係 を持 つ こ と,湿 度が 劣化 の進行 に大 きな影 響 を与 え る こと
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な ど,6年 にわ た る研 究の 中 で大 き な成 果が 得 られ た。 〈佐 野>

4.新 しい文化財 防 虫防徴 法 の研 究(7年 計画 の第1年 次)

(1)燥 蒸 お よび防 虫防徽 法 に関 す る現状 調査

昨年 と同様,保 存 担 当学 芸 貝研修 に お いて,全 国 の美術 館,博 物 館,

資料 館 の学芸 貝 を対 象に燥 蒸 方法 に関 す るア ンケー ト調査 を実 施 した。

その結 果,1～2週 間程 度 の処理 期 間 で も対 応 で きる と考 え た担 当者 が,

当初 こち らが 予 想 してい た以上 に い るこ とがわか り,低 酸素 濃 度殺 虫法

も導入 され うる余 地 があ る こ とが わか った。 また,極 め て例 外 的 では あ

るが,煉 蒸剤 に よ って処理 した材質 に 悪臭 等の被 害 を経験 した例 もあ る

こ とか ら,年1回 の定 期的 漁蒸 が 必要 か ど うか も考 え る時期 に きてい る

とい える。定 期 的 な清 掃 と生物 被 害の点検 作 業 を行 うこ とで,燥 蒸 の頻

度 を減 らせ る可能 性 があ る こ とな ど,学 芸貝研 修 な ど を通 して知 らせ て

い く必要 が あ る。 〈木 川〉

(2)新 しい虫害 防 除法 に関す る基礎 研 究

文 化財 の燃 蒸 ガ ス として長 ら く使 用 され て きたエ キボ ン(臭 化 メチル

と酸 化 エチ レ ンの混合 ガ ス)が,ハ ロンの使 用撤廃 の ため に,数 年 内に

使 用 で きな くな るため,代 替策 の導 入が 緊急 の課題 で あ る。 そ の一環 と

して,欧 米 で検討 され始め た低酸 素 濃度殺 虫 法が,実 際の 防除法 と して

使 え るか ど うか,コ クゾ ウ虫や 日本 の主 な文化 財害 虫 につ いて基 礎実 験

を進 め てい る。 虫の種 類 に よって は,か な り短 期 間に効 果が 認め られ,

有望 であ るこ とが わか った。 しか し,長 期 間 を要す る虫 もあ り,期 間 を

短縮 す るため の実 験 を行 って い る。<木 川>

5文 化 財 の材質 ・構造 ・技 法 に関 す る研 究

(1)鉛 同位体 比 を利 用 した銅 製 品,青 銅 製 品の材 料産 地推 定

文 化庁,東 京 国立博物 館,県 や 市町 村 の教育 委員 会 ・発掘事 務 所 ・埋

蔵文 化財 セ ン ター な どが所 有す る約200点 の銅 製品,発 掘 品 な どに 関 して

鉛 同位体 比の 測定 を行 っ た。 〈平 尾〉

(2)蛍 光X線 分析 法 を利用 した研 究

文 化庁,東 京 国立博物 館,県 や 市町 村の 教育委 員会 ・発掘事 務 所 ・埋

蔵文 化財 セ ン ター な どが所 有す る約150点 の銅 製品,発 掘 品 な どに 関 して
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調 査 研 究

蛍 光X線 分析 法 に よ る化学 組成 の 測定 を行 った。 〈平尾 〉

(3)X線 回折法 を利 用 した研 究

文化庁 お よび島根 県の 教育 委貝 会か ら,平 成5年 度か ら6年 度 にか け

て,荒 神 谷遺 跡出土 青銅 製遺 物 に発生 してい る錆の 結晶 組成 測定 の依頼

を受 け,約400点 を測定 した。 殆 どが 孔雀石(マ ラカ イ ト)で あ るが,少

量の 資料 に関 して は藍銅 鉱(ア ズ ライ ト),白 鉛 鉱(セ ルー サ イ ト)が 検

出 された。 〈平 尾〉

(4)ICP発 光 分光分 析 法 を利 用 した研 究

文化 庁 お よび島根 県 の教 育委 貝会 か ら,平 成5年 度か ら6年 度 にか け

て荒神 谷 遺跡 出土青 銅 製遺物 に つ いて,内 部金 属の 化学 組成 を測 定す る

依 頼 を受 けた 。今年 度 は銅 剣50本,銅 鐸3種,銅 矛16本 につ いて 測定 し

た。 〈平尾 〉

⑤X線 マ イ クロアナ ライザー を利 用 した研 究

島根 県 の古 墳の 彩 色壁 画 の顔 料 の材 質 をエ ネル ギー分 散 型X線 マ イ

クロアナ ライザー で調査 した と ころ,赤 色 粘土 の使用 とわか った。〈佐野 〉

⑥ 赤 外線,エ ミシ オグラ フ ィお よびX線 透視 撮 影に よる調 査

下 記の 作 品のX線 透視 撮影 と調 査 を行 った。 〈三浦 〉

作品名

彫刻 天部座像

金銅観音菩薩像

明王座像

工芸品 人 形

6.材 質の劣化に関する調査研究

(1)絵 画

所蔵者(依 頼者)

森田一善堂蔵(文 化庁)

法隆寺

個人蔵(文 化庁)

個人蔵(国 立科学博物館)

あ る県立 美術館 にお い て,気 密性 の 高い展示 ケー ス中に展 示 して い る

近代 日本 画 の画面 上 に生 じた黒 変 の発生 原 因につ いて調 査 した。 温湿度

等 環境 条 件 は特 に問 題 な く,特 にめ だった 空 気 汚染 因 子 も検 出 され な

か った。 特定 の 色 にのみ発 生す る傾 向 があ り,原 因 を調 査 中で あ る。

〈佐 野 ・三浦 〉

(2)そ の他
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東 京国立 博物 館所 蔵の エ ジプ ト出土 の ミイラの保 存状 態の 調査 を行 っ

た。棺 全体 にか か って い る黒い皮 膜の 厚み は薄 く,ま た表 層部 のみ黒 い

こ とが 明 ちか とな り,経 年変 化 で黒変 して棺 の 表面 が読め な くな った も

の と推 定 され た。原 因 とそ の材質,除 去法 につ い ては検討 中で あ る。 ま

た カビの調査 を行 った結 果,い ず れの 試料 か ら も生菌 は検 出 されなか っ

た。 カ ビの よ うにみ えた頭部 の試 料 を拡 大観 察 す る と,結 晶状 の物 質 で

あ るこ とが 判明 した。〈三 浦 ・佐野 ・木 川 ・川野 邊>

7.環 境 に関 す る調 査研 究

(1)温 度 ・湿 度 ・水分

次の 地点 で,温 度 ・湿度 な どの気 象観 測 を継続 して行 って い る。〈三浦 〉

史跡 等の 名称 観 測項 目 観 測 開始 時期

小 高町 薬師 堂石 仏 温湿 度 ・表面 温度1985年12月

中尊寺 金色 堂 温湿度 ・変位 ・含水 率1986年3月

鎌 倉市 内4地 点 温湿 度 ・表面 温度 ・日照1992年12月

(高徳 院大仏 等)風 向 ・風 速

② 収蔵 環境 に関 す る研 究

法隆 寺焼 損金 堂壁 画の特 別 公開(平 成6年11月1日 ～23日)に 伴 い,

収 蔵庫 内の 環境 条件 の計 測 を行 った。 現 在 の収蔵 庫の 湿度 調整 能 力が 比

較 的高 い ため,公 開 前の状 況 と同 じ条件 に な るこ とを 目指 して,公 開 中

も適切 な換 気等 の処 置 をほ どこ した。 温湿度 等,気 象 観測 は継 続 中 であ

る。

また会期 中,収 蔵庫 内 に1日 約500名 ずつ,計 約1万 名の 見学 者 が入室

した こ とか ら,会 期 終了 後,糸 状 菌(カ ビ)の 調 査 を実施 した。現 在 活

動 中 の カビの集 落は 見あ た らなか った が,壁 画周 縁部 の い くつ か の観測

点 か ら生菌 の胞 子が検 出 され た。生 きた カビの胞 子が検 出 され たのは,

各 展示 室の 入 口部 で観覧 者の 流れ が停 滞 してい た箇所,お よび小壁 の壁

画 周縁 部 の埃の 試料 であ っ た。 現在,直 ちに問題 に な るこ とは ないが,

気候 が暖か くな る とカ ビが活動 す る可能 性 も高 くな るので,経 過 を観察

す る必 要が あ る。 また,埃 は カ ビな どの胞子 が付 着 して増 殖 しや す い環

境 に な るため,適 当な方 法 で除去す るこ とを勧 め た。 これ らの 調査 結果
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につ いて は,「 保 存科 学」 第34号 に報告 した。 〈三 浦 ・佐 野 ・木 川 〉

(3)古 墳 内環 境 に関す る研 究

1)虎 塚 古墳保 存環 境 に関す る調査 研 究

前 年 度に 引 き続 き壁 画古 墳 の公 開 に伴 う石 室壁 画の 点検,計 器類 の

調整 を行 った。本 年度 の公 開 は春 期 が平成5年3月30日 か ら4月11日

までの 内の8日 間お よび秋期 の10月28日 か ら11月7日 までの間 の8日

間,計16日 間行 われ た。 見学者 は春期 は約2,500人,秋 期 が2,000人 で

あっ たが,公 開 期 間 中石 室 内の 温 湿度 に ほ とん ど変化 は認 め られ な

か っ た。<門 倉>

2)久 里 双水 古墳発 掘時 の 内部環境 調 査

佐 賀県唐津 市久 里双 水 古墳発掘 に伴 い未開 口石 室 内の温 湿度 の測 定

お よび石室 内部調 査後 の 閉塞 にお け る保 存科 学上 の処 置 を行 った。 す

なわ ち,発 掘 前 の測定 で は外気 の二 酸化炭 素 濃度,温 度,湿 度 がそ れ

ぞれ0.035%,22℃,50%RHで あ るの に対 し,石 室 内の それは0.52%,

17℃,99%で あっ た。 石 室開 口時 は特 に温湿 度 に関 して石 室内 の数値

を維 持 す る よ うに指示 した。調査 終 了後 の埋 め戻 しには,後 内 部に 通

じる殺 菌処 置 したパ イプ を埋 設 し,閉 塞 後 も内部 の状 況が観 測 で き る

よ うに した。 〈門倉>

3)高 松 塚古 墳 内の糸状 菌 のモ ニ タ リン グ

本年 度 も高松塚 古墳 の 定期 点検 の 一 環 と して糸 状 菌 の 調査 を行 っ

た。 目視 では壁 画面 に特 に被 害は み られなか ったが,観 測定 点 の抜 き

取 り検 査の 結果,Penicilliumsp.,Fusariumsp.な ど昨 年度 とほ ぼ同様

の糸状 菌相 が検 出 され,こ れ らが現 在 の常 駐 菌 であ る と推 測 された 。

また,パ ラホル ムア ルデ ヒ ド煉蒸 の 前後 で糸状 菌 の採取 を行 った結果,

煉 蒸 ダ ク トか ら燥蒸 剤が 届 きに くい方 向に あ る壁 面 では,糸 状 菌胞 子

が生 き残 る こ とが分 か った。今 後有 効 な対 処 法 につ いて検討 を進め た

い。 〈木川 ・増 田 ・尾 立〉

(4)大 気 汚染が 文化 財 に与 え る影響 の研 究

1)大 理 石 テ ス トピー スの 暴露 試験

前年 度 に引 き続 き環 境 汚染 が文化 財 にお よぼす 影響 につ いて,大 理
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石 テ ス トピー スの 暴露 に よる影響 度 の モニ タ リン グを実施 して い る。

試験 地域 は鎌 倉(4地 点),東 大 寺,東 京 国立 博物 館(5地 点),京 都

国立 博物 館 の他 に小 金井 市 東京 学芸 大学(郊 外),国 分 寺市(郊 外),

東 京都環 境科 学研 究所(準 工 業地),大 阪 府公 害セ ンター(商 業 地)に

お いて も同様 な手 法 でデー タ を収集 し,信 頼性 につ いて検討 を行 い継

続 中 であ る。 な お大理石 テス トピー ス は韓 国の国 立文化 財研 究所 お よ

び湖 巌美 術館 に おい て も暴 露実 験 を開始 した。

現 在,こ の手法 は信 頼性 を確 認す るため 同一地 点 で降雨,ミ ス トお

よび大気 中 の酸性 汚染物 質(SO2,NO2,C1-,NO3,SO42-)を 測 定 し

て酸 性物 質 濃度 と大理石 テス トピー スの 重量 変化 量 との相 関性 を確 認

して い る。<門 倉>

2)銅 板 テ ス トピー スの 暴露 試験

銅板葺 き屋根板(表 慶館屋 根,明 治43年 に造 られ,昭 和50年 に葺 き

替 え られた)を 暴露 し,銅 板 表 面 を洗 って流 れ た雨水 か ら銅 イオ ン を

測 定 し,同 時 に採 取 した雨水 中のC1-,NO3-,SO42一 濃度 と比較 し,酸

性 雨が 銅錆 にお よぼす 影響 と大 理石 テ ス トピー スの重 量変化 量 との相

関 性 につい て検討 した。

9カ 月間 の実験 でCuイ オ ンは約30mg(100cm2当 た り)が 溶 出 し,

溶 出割 合は 降雨 中の 陰 イオ ン総 量 と一致 してい る。 〈門倉〉

(5)室 内 汚染が 文化財 に 与 え る影響 の研 究

1)火 災時に 使用 す る消 火剤 の文 化財 材質 への 影響 の検 討 を継続 して い

る。今 年度 は特 に,粉 末消 火剤 や消 火栓 で対 応す る美 術館 等の 増加 を

考 慮 し,そ の影響 に つい て,消 防庁 消防 研究 所等 との 交流 を通 して 情

報 を収 集 した。 また,認 可 の動 きのあ る新消 火設備 に関 しての検 討 を

行 って いる。<佐 野 ・三浦>

2)展 示 施設 内 で使 用 され る各種 材料 につ いての情 報 を収集 して い る。

今 年度 は特 に,ク ロス等 を貼 る合成樹 脂 の りにつ い て検 討 した。<佐野>

3)環 境 改善 の ために使 用 可能 な各種 吸着 剤や その 使用 方法 につ いて,

情 報収 集 と検討 を行 って い る。 〈佐 野〉

(6)美 術館 ・博 物館 等館 内環 境調査
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国宝 ・重要文化財などの指定品および東京国立博物収蔵資料の借用展

示に関して館内環境調査を行い,報 告書を作成提出した。〈三浦 ・佐野〉

宮城

秋田

茨城

群馬

埼玉

千葉

東京

新潟

富山

石川

長野

愛知

三重

京都

大阪

東北陶磁文化館

秋田県立近代美術館

古河歴史博物館

玉村町歴史資料館

戸田市立郷土博物館

入間市博物館

戸定歴史館

成田山書道美術館

東京美術倶楽部

目黒区立美術館

板橋区立郷土資料館

足立区立郷土博物館

静嘉堂文庫美術館

新潟県立近代美術館

高岡市美術館

福岡町立歴史民俗資料館

石川県輪島漆芸美術館

長野県立歴史館

おぶせ ミュージアム

真田宝物館 ・象山記念館

サンリツ服部美術館

愛知県陶磁資料館

春日井市道風記念館

高浜市やきものの里かわら美術館

式年遷宮記念神宮美術館

丹後町古代の里資料館

国立民族学博物館

孝恩寺収蔵庫

一34一

一 1



L

奈良

和歌山

島根

香川

福岡

佐賀

熊本

現 地調査 は愛 知 県陶磁 資料 館,

高野 山霊 宝館,

術 館,法 隆寺,

ジアム[天 保 山],サ ン リツ服部 美術館,瑞 厳寺 宝物 館 の14館 。

また,全 国144館 の新 設既 設美術 館 ・博物館 等 文化財 展示 収蔵 施 設 に対 して

環境 改善 に関 す る相 談 を受 け,助 言 を行 った。

岩手

宮城

秋田

山形

福島

茨城

栃木

群馬

埼玉

保存科学部

サントリーミュージアム[天 保山]

市立五條文化博物館

和歌山県立博物館

島根県立埋蔵文化財センター

高松市歴史資料館

八女市岩戸山歴史資料館

佐賀県立名護屋城博物館

熊本県立美術館

市立五條文化博物館,和 歌山県立博物館,

目黒区立美術館,愛 媛県立美術館,七 尾市美術館,高 岡市美

徳山市立美術博物館,横 浜市歴史博物館,サ ントリー ミュー

萬鉄五郎記念美術館

村田町歴史みらい館 一関市教育委貝会

涌谷町教育委員会 東北陶磁文化館

瑞厳寺宝物館

秋田県立近代美術館

山寺芭蕉記念館 酒田市民美術館

原町市野馬追の里歴史民俗資料館

古河市歴史博物館 茨城県立自然博物館

下妻市ふるさと博物館 国土地理院地図管理部

県立五浦記念美術館

ミュージアム氏家 宇都宮市教育委貝会

高崎市教育委員会 西毛考古資料館 玉村町歴史資料館

富岡市美術博物館準備室 竹久夢二伊香保記念館

太田市高山彦九郎記念館 群馬県立近代美術館

戸田市立郷土博物館 入間市郷土博物館 久喜市公文書館
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千葉

東京

神奈川

新潟

富山

石川

福井

山梨

長野

岐阜

静岡

愛知

三重

滋賀

戸定歴史館 袖ヶ浦市郷土博物館 佐倉市教育委員会

流山市博物館 干潟町教育委員会 成田山書道美術館

千葉市美術館

東京美術倶楽部 目黒区立美術館 国立国会図書館

真如苑 藤田トイミュージアム 江戸東京博物館たてもの

園 東京都現代美術館 日本刀装具研究所付属美術館

宮内庁三の丸尚蔵館 大倉集古館 板橋区立郷土資料館

足立区立郷土博物館 松濤美術館 一橋大学付属図書館

日本大学総合芸術情報センター 江戸川区郷土資料館

静嘉堂文庫美術館 荒川区教育委貝会 相撲博物館

相模原市立博物館準備室

新潟県立近代美術館

福岡町立歴史民俗資料館

石川県輪島漆芸美術館

金沢市立中村記念美術館

福井県教育委員会

櫛形町春仙美術館

伊那文化館

おぶせ ミュージアム

真田宝物館

岐阜県立博物館

三島大社宝物館

愛知県陶磁資料館

春日井市立道風記念館

岡崎市美術博物館

式年遷宮記念神宮美術館

MIHO美 術館

琵琶湖博物館開設準備室

横浜市立歴史博物館

高岡市美術館

七尾市美術館

福井市教育委貝会 武生市立美術館

サンリツ服部美術館 長野県立歴史館

マリーローランサン美術館

下諏訪町立諏訪湖博物館 ・島木赤彦記念館

岐阜県陶磁資料館 古代歴史記念美術館

静岡県立美術館 久能山東照宮博物館

田原町博物館 豊田市美術館

高浜市やきものの里かわら美術館

松浦武四郎記念館

滋賀大学経済学部附属資料館
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京都

大阪

兵庫

奈良

和歌山

島根

岡山

広島

山 口

徳島

香川

愛媛

高知

福岡

佐賀

長崎

熊本

大分

宮崎

保存科学部

勝龍寺城公園管理棟展示室 丹後町古代の里資料館

大山崎町歴史資料館 舞鶴市教育委貝会

城陽市教育委貝会

サントリー ミュージアム[天 保山]国 立民族学博物館

孝恩寺収蔵庫 大阪市立中央図書館 泉佐野市郷土博物館

貝塚市教育委貝会 大阪府立近つ飛鳥博物館

小野市立好古館 龍野市歴史文化資料館 小磯記念美術館

神戸市埋蔵文化財センター 白鶴美術館

市立五條文化博物館 松伯美術館 奈良県立美術館

法隆寺

和歌山県立博物館 高野山霊宝館 田辺市立美術館

島根県埋蔵文化財センター

成羽町美術館

宮島町立歴史民俗資料館 頼山陽史跡資料館 王舎城美術

館 千代田町伝承館 甲山町歴史民俗資料館

下関市教育委貝会 徳山市立美術博物館 吉川報敷会史料

館

徳島市立徳島城博物館 徳島県教育委員会

牟礼町石の民俗資料館 香川県立歴史博物館準備室

愛媛県立歴史文化館 愛媛県立美術館

高知県立美術館

春 日市生涯学習センター 石橋美術館 王塚装飾古墳館

聖福寺 太宰府市文化ふれあい館 八女市岩戸山歴史資料

館

佐賀県立名護屋城博物館

館

ハウステンボス美術館

熊本県立美術館

耶馬渓風物館

宮崎県立美術館
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胴 査 研 究

沖縄 県立芸 術 大学 附属 図書館 ・芸 術 資料 館

8.生 物劣 化 に関 す る調査 ・研究

(1)出 土木 材 の保 存処 理 に用 い られ る合 成樹 脂(PEG)を 分 解 す るバ クテ

リア

昨年度 は,静 岡県埋蔵 文化 財 調査研 究所 に おけ る出土 木 材のPEG(ポ

リエチ レング リコール)含 浸処理 中にみ られ る微 生物被 害 を調査 し,あ

る処 理槽 で は,PEG400を 分解 す るバ クテ リア が発 生 して い る こ とが 判

明 した。 この こ とよ り,出 土木 材の処 置に使 用 され るPEGの 劣化 に は,

化 学的要 因 以外 に も生 物的 要 因が関 与 して い る とい う知 見 が得 られ た。

〈木 川〉

(2)千 代 田町伝 承館 ・千 手観 音立 像 の糸状 菌の 調査

重要文 化 財,千 代 田町伝 承館 ・木造千 手観 音立像 には,修 理後,た び

たび カ ビが 発生 してい る。 今 回検 出 され たカ ビ も,以 前の 調査 と種 類は

異 なるが,好 乾性 の カ ビで あっ た。カ ビの 発生 前 の収蔵庫 は,湿 度 が80%

以 上 に な る期 間が 多か ったの で,カ ビの発生 に好 適 であ った と推 測 され

る。しか し,作 品に よって カビの発 生 しや す さに差 がみ られ るこ とか ら,

修 理工 程 と関連づ けて対 策 を立て る必要 が あ る こ とがわか った。<木 川>

9.そ の他

(1)採 取時期 に よ り生 漆 の成分や 活性 度 が どの よ うに変 化す るのか等,漆

の科 学的研 究 を行 って い るグルー プの研 究会 に参 加 し,研 究 の進展状 況

等 を把握 した。 〈佐 野〉

(2)文 化財 施設 の保 存(収 蔵 展 示)環 境 につ い ての情 報 と研 究 の方 向 を探

るため に,美 術 館 等の学 芸貝 を招 き研 究会 を催 した。 〈三 浦〉

(3)国 指定 文化 財公 開の ため の施設 設計 の指針 を文 化庁 文化 財保護 部 とし

て平 成6年 度 に作成 す るこ ととな り,そ のため の検 討協 力者会 議 に委 員

と して参 加す る とともに,ワ ー キ ング グルー プにお け る作 業 を行 った。

〈三 浦 ・佐 野〉
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修復技術部

4.修 復技 術部

(1)概 要

文化財の修復に関する調査研究,科 学的修復方法の開発研究,応 用および

その公表を主務 としている。研究の対象は美術工芸品,建 造物,考 古資料,

民俗資料等の有形文化財をはじめとした,文 化財すべてを含んでいる。

組織としては,文 化財を構成する主材料に合わせて三室からなっている。

第一修復技 術研 究室

工芸品,建 造物など木材および漆を主な材質とする文化財の修復に関する

科学的,技 術的研究を行い,そ の成果の公表を行っている。

第二修 復技術研究室

紙と布を素材とする文化財の修復技術を研究している。

絵画 ・文書類の素材として,和 紙,絹 布,麻 布,木 綿布 とそれらの繊維,

顔料,染 料,接 着剤(膠,糊 など)を 対象とする。繊維の強度変化 ・変色な

どについての基礎的研究と,紙 ・布としての劣化要因探求により,修 復技術

開発に資する。現代の修復技術に不可欠な合成樹脂その他の新素材も,文 化

財修復の観点から検討する。平成元年度から始まった 「在外日本美術品の修

復協力」には,修 復技術専門家の立場から修復全般に関わると同時に,平 成

4年度からは,「紙の保存修復」国際研修も担当している。

第三修復技術研 究室

建造物,考 古資料,美 術工芸品など金属,石 材,そ の他無機材質を主材料

とする文化財の修復に関する科学的,技 術的研究とその成果の公表を行って

いる。

環境汚染物質によって無機材質で造られた文化財の劣化が進行して大きな

社会問題になっているが,ど んな修復保存処置が施せるのかの研究を行って

一39一



「
醐査研 究

いる。また 「近代の文化遺産」の重要文化財指定が本格化するに伴って従来

の修復方法では対応出来ない文化財が多くなっているため,「近代の文化遺

産」の修復研究機能の充実をはかっている。

(2)各 論

1,文 化財 にお ける環境 汚染 の影 響 と修 復 技術 の開発 研 究(保 存科 学部 と共

同)

鎌 倉市 に4ヶ 所 の 観測 ス テー シ ョン を設 置 して環 境 汚染 物 質 の 測 定 を

行 っ てい る。 本年 度 は,鎌 倉 大仏 調査 の基本 に な る写 真測 量図 面 を作 成 し

た。 また大 仏 に対 す る風 の影響 を調査 す るため に風 洞実験 を行 う予 定 でい

るが,そ の基礎 資料 を得 るために 風向,風 速の観 測 を行 って い る。

国 宝東大 寺金 銅八 角燈 籠に 腐蝕 が 目立つ ため に,文 化庁 の要 請 もあ り,

本年 度か ら東 大寺境 内 で環境 汚染 物質 の観 測 を開始 した。酸 性 雨測 定に は,

初期 降雨 中の イ オンが大 きな影響 を与 え てい るので は ないか との認 識か ら

雨 中の イオ ンを 自動 測定 で きる装 置 を設 置 して観 測 を開始 した。〈青 木,川

野邊,三 浦,門 倉>

2,文 化財 の伝統 的修 復 材料の 研究(第2期3年 計 画 の第2年 次)

(1)焼 付 漆の研 究

鉄や 銅の 上に 漆 を焼付 け て箔貼 りや装 飾 を行 うこ とは,「 延 喜式」に既

に記録 が あ り,更 に古墳時 代 の遺 品の 内に漆 を焼付 けた と思 われ る もの

もあって,古 い技法 で あ るこ とが知 られて い る。 そ の伝 統 は現代 まで続

いて お り,主 に建 築 金具 な どに応用 されて い る。

しか し,そ の技法 は,個 人的技 法 として,正 確 性 に欠け る所 が あ るた

め に,そ の効果 の有 効性 と技 法の確 立 を 目的 と して実験 を行 った。

今年 度 は予備 的実 験 として生漆,加 工 生漆,精 製 漆,ウ ル シ オー ル,

カ シュー,化 学塗料 を鉄,銅 に150℃,170℃,190℃ で焼付 け,曲 げ,煮

沸,引 きはが しの 試験 を行 った。

塗料,金 属,焼 付 け温 度の 条件 の違 いに よ る有為 な差 は見 出 され なか っ

た ので,本 試 験 におい ては,そ の点考 慮す る必要 が あ る。 〈中里,青 木〉
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修復技術部

3文 化財の材質 ・構造 ・技法に関する研究

(1)漆 文化財の技法

8世 紀から塑形材として用いられる漆木尿の実証的研究として,古 代

に用いられた可能性のある混和剤(朽 木粉,鋸 屑,た ぷこ等)を 選び,

古代漆木尿の再現を試みた。〈中里〉

京都島原の角屋にある 「螺釧の間」を調査し,江 戸時代螺鋼の特殊な

装飾法について知見を得た。<中里>

4材 質の劣化に関する研究

(1)厳 島神社 ・高舞台の修復材料の検討

高舞台の漆塗り塗装の劣化速度を減少させるための塗装方法および材

料の検討を行った。〈川野邊〉

(2)紫 外線による人工劣化絹の開発

補絹用の絹を紫外線を用いて人工劣化を行い,劣 化条件と劣化絹の物

性との相関および実際の修復材料としての評価などの研究を開始した。

〈川野邊〉

(3)装 横技術への酵素利用法の開発

装横技術において劣化した糊の効果的な除去,修 復中に用いる材料の

処理などに酵素を使用するより安全・迅速な処理方法の開発を開始した。

<川野邊>

5文 化財修復技術

(1)漆 文化財

歴史民俗博物館所蔵のいわゆる長崎螺鋼,十 六世紀輸出漆器約20点 を

調査 した。海外における日本漆器,日 本漆器模倣品の調査をドイツのケ

ルンとドレスデンで行った。〈中里〉

(2)金 属文化財の保存修復

プラズマを使用した出土金属製品の保存処理研究は,昨 年に引き続き

行っている。本年度は鍍金製品上の緑青錆をレーザーでクリーニングす

ることが可能かどうかの実験を行った。有効な方法であるとの結果が得

られたので,今 後処理条件設定等の実験を積極的に行いたい。〈青木,犬

竹〉



調 査 研 究

(3)遺 跡 ・遺 構の保 存修 復

a.岐 阜 県古 川町杉 崎廃 寺(7世 紀頃)の 発掘 遺構 を整 備 して露 出保 存す

る計画 が あ り,保 存計 画作 成 に必要 な土壌 調査 や樹 脂擬 土耐 候試 験 な

ど を行 っ た。 ソイル セ メン トや エ ポ キシ樹脂擬 土 に比べ ポ リシロ キサ

ン樹脂 を使用 した擬 土の方 が透 水性 や耐 久性 に優 れ てい るこ とが 判明

した。 〈青 木,犬 竹 〉

(4)石 造文 化財 の保 存修復

石 造文 化財 の外 壁 は,表 面の 層状剥 離 が著 しい こ とが 多 い。 この よ う

な場 合剥 離部分 を シー ル して樹 脂 を注入 しなけれ ば な らな いが,従 来 の

シー ル材 で は壁面 を注入 した樹 脂 で汚す な ど問題 が 多か った。 膠 を変成

して柔 軟に した シー ル材 を開発 した。 その結 果壁面 を汚す こ とな く樹脂

注 入施工 が 可能 にな っ た。 シー ル 材の膠 は樹脂 硬化 後 温水 で洗 い流す こ

とに よ って簡単 に除 去す るこ とが 出来 る。

石 の ク リーニ ングは,化 学薬 品 や温水 洗 浄 な どに よ って行 わ れて きた

が,非 常 に 劣化 した石 で は崩壊 の 危険が あ り,ク リー ニ ングが行 えな かっ

た。 レーザ を使 用 した場合 あ ま りダメー ジ を与 えず に ク リーニ ングす る

こ とが出来 るこ とが 分か ったの で,さ らに実 験 を進め て い く予定 で あ る。

<青木,犬 竹>

6.調 査 指導

(1)正 倉院 伎楽面 の修 理

本 年度 は木彫 第48号(毘 嵩)と 木彫 第47号(酔 胡 王)が 修理 対象 とな

り,正 倉 院事務 所 の手 で修理 が行 われたが,同 所 の依 頼 に よ り,西 川所

長 と共 に これ らに対 して技術 的検 討 と指導 を行 った。 〈中里>

7.受 託 研 究

(1)高 知 県兎 田八幡 宮所蔵 銅剣 の保 存修 復研 究

シカな どの動物 文様 を陽鋳 した細 形銅剣 は銅 剣 としては現在 までに こ

の1例 しか発 見 され てい ない貴 重 な遺物 で ある。

蛍光X線 分析 に よる材質分析 と鉛 同位 体分 析 を行 った。材 質 は銅,錫,

鉛 を主 成分 とした青銅 で あ るこ とな どが分 か っ た。修復 に つ いてはX線

撮 影後,ベ ンゾ トリアゾー ル処理 を行 い,ア ク リル 樹脂 を減圧 含 浸 した。
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情報資料部

(2)重 要美術品鉄製狛犬および三十八間星兜の保存修復研究

「建治三年」(1277年)の 銘文がある狛犬で,三 十八間星兜とともに宇

都宮市二荒山神社に伝世 してきた。近年腐食が進行して,銘 文が失われ

る危険が生じてきたので保存修復を行 うことになった。

保存処理は,文 化財に対して応用研究を進めてきたタンニン系防錆剤

を使用して錆の安定化処理を行った。また欠失 している右前足を木製で

補った。

(3)太 宰府市大字観世音寺内出土の漆手箱復元に関する研究

この漆塗箱は十二世紀頃のもので,そ の外形から手箱と考えられ,中

国製の白磁や深皿,銅 鏡などが納められたまま出土した。木胎は完全に

腐朽し漆膜のみが遺存し,そ れが土圧で押しつぶされていた。昨年度の

事業は漆膜の周囲の土を除去し,箱 の姿を露出する所まで行ったが,今

年度は漆膜の正確な位置を記録しながら表面の二層の漆膜(蓋 の外面と

内面)を 取り上げ,別 途保存した。

この処置によって新たに墨一丁,筆 と思われるもの,雲 母引きの料紙

の残欠と思われるものが出土した。

5.情 報資料部

(1)概 要

情報資料部は,従 来美術部資料室の行ってきた美術に関する研究資料の作

成,収 集,整 理,保 管,閲 覧等の業務を充実発展させ,さ らに当研究所各部

所掌の研究資料に関する情報の統合化をはかることを目的とする。

当部所管の諸資料は美術部創設以来内外の研究者の利用に供され,文 化財

に関する研究資料センターの役割を果たしている。この機能をより充実させ,

学術情報の増加と多様化に対応した所蔵研究資料の効果的利用を図るため,

データの共有化を中心とする美術情報処理システムの研究,画 像処理技術の

応用,文 献データベースの開発などを行っている。
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調査研 究

当部研究貝は,上 記業務を行 うとともに日本 ・東洋美術史各分野で研究活

動を行っている。調査研究活動の成果は 「美術研究」ほか学会誌,美 術部と

共催の公開学術講座等で発表されている。

当部は,文 献資料研究室と写真資料研究室の二室をもって構成される。

文 献 資 料 研 究 室

美術 史関係 を中心 とした図書 ・雑 誌,調 査研 究 活動 に よって収 集 され た各

種研 究 資料 の整理 ・保 管 ・閲覧 を行 って い る。 また,日 本 ・東洋 古美術 関係

の 文献 目録 の作 成 と ともに文献 デー タベ ー スの開 発 を行 ってい る。各年 分 の

文 献 目録 は 『日本 美術 年鑑 」に掲 載 し,一 定期 間 ご とに総 合 ・増補 し 『日本 ・

東 洋古 美術文 献 目録』 として刊行 して い る。 現在,昭 和41年 ～60年 分 につ い

て編纂 作業 をす すめ て いる。

写真資料研究室

研究用写真資料の作成,収 集,整 理,保 管,閲 覧を行 うとともに,各 研究

者の調査研究活動に協力して研究資料を撮影し,資料の充実につとめている。

また,こ れに併行して,美 術史研究へのデジタル画像処理技術の応用及び,

美術研究所創立以来蓄積してきた写真原板のデータベース化に関する研究を

行っている。

(2)各 論

1,美 術 惰 報処 理 シ ステ ムの 研究 一 デー タの共 有 化 を 中心 と して一(10年 計

画 の 第6年 次)

(1)共 有 デー タの生産 ・蓄 積

1)文 献 ・図書デ ー タ

定期 刊行 物所 載文 献 ・所蔵 図書 デー タの入 力 を継続 した。

2)美 術 史研 究 資料

当研 究所 お よび東 京国 立博物館 ・東京芸 術 大学所 蔵 の 「売 立 目録 」

のデー タ化 を行 な った。 その成 果 は 『美術 研 究』 第360・361号 に公 刊

II
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情報資料部

した。

3)画 像 デー タ

アナ ログ画像約4,000件 を入力 し,あ わせ て"∫真資料 関連 文字 デ ー タ

の 入 力 を継 続 した。

(2)パ イロ ッ トシステム の構 築

1)定 期刊 行 物所 載文献 デ ー タベ ー ス及 び所蔵 図 井デー タベ ー ス検索 シ

ステ ムの運 用 ・評 価

Ii常 的に1順調 に稼働 中。

2)画 像 デー タベー ス構 築 のため の 基礎 実 験

PHOTOCDを 中心 に,デ ジ タル画像 の 入力 方法,画 質,容 最等に

つ い て,諸 条件 を検 討 した。

3)ロ ー カルエ リア ネ ッ トワー クシス テムの 整備 ・運用 ・評価

ソフ トウエア のバー ジ ョンア ップ,メ モ リー の増 設 をお こない,シ

ステ ムの高 度化 を図 った。

4)検 索 辞 蒔 システム の研 究

1礎 的 な諸条件 につ い て調査 ・検 討 した。

(3)「 共有 化」 環境 の検 討

1)「 」有化 」環境 をめ ぐる諸問 題 につ いて の研 究会 の開催

特別研 究 「有 形 ・無1匠多文 化財 デー タベ ー ス システ ムの構築 に関す る

研 究1の 一環 と して,関 連 す る研 究分 野の 研究 者 を招 聰 し協 議 を行 な っ

た。 協議の 内容 は以下 の通 り。

1.「 『隔 二.記』全 文 デー タベ ー ス構 築の 諸問題 」(12/5～12/9)

2.「 り」治期 美術 展 出tine録 デ ー タベ ー ス作成 に関 す る協議 」(2/8～2/

10,2/12--2/17)

2)文 化庁 を中心 とす る文化財 情 報 ネ ッ トワー クシス テムへ の対 応

LANの 拡 充 を図 り,所 内シ ステム の環境 を整 備 した。

3)オ フ ライ ンに よ るデー タ共有 シス テムの拡 充

「共有 化」 環境 をめ ぐる研 究会 の開催 の ほか,当 部の作 成 したデー タ

ベー スにつ いて,そ の運 川 評価 を各 モニ ター機 関に依 頼 した。

4)オ ン ライ ンデー タ通 信 の有効 利用
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鯛 査 研 究

学術 情 報 セ ンター ・国文 学研 究資料 館 の雑 誌記事 索 引デー タベ ー ス を

利用 し,将 来 のデー タベ ー ス公開 に 向け た諸条 件 を検 討 し,ま た イ ンター

ネ ッ ト参 入 に向け た準備 を開始 した。

2.美 術 史研 究 にお け る語 彙 の研 究(検 索 辞書 シ ステ ムの研 究)(5年 計画 の

第1年 次)

(1)既 存検 索 シス テム の調査

1)学 術 情報 セ ン ター,国 文学研 究 資料 セ ン ター の文献 検 索デー タベ ー

スの利 用 を通 して検 索 シ ステムの検 討 を行 っ た。 これ らの検 索用語 彙

は図書 館 の件名 索 引に近 似 し,一 般 的 語彙 か ら さらに深 い語 彙 レペ ル

へ の道 は用 意 され てい ない。

2)こ れに対 して新 聞記事 デー タペ ー スの場合 は 記事全 文 を対 象 と して

検 索 語 彙が 生成 され る シス テ ム で あ り,か な り汎 用 性 の 高 い もの と

な って い るよ うで あ る。

② 語 彙 の収集

1)既 に作成 して してい る古 美術研 究文 献デ ー タペ ー スの 各デー タに付

され た キ イワー ド(複 数)を 切 り取 り,サ ンプ ル用 の美術 語 彙デ ー タ

ベ ー ス を作 成 した。

2)ま た全文 デー タベ ー スか ら主要 語彙 を切 り取 り同 じよ うに 語彙 デー

タベ ー ス を作成 した。

③ 収 集 語彙 の特性 分析 と辞 書機 能 の検 討

1)当 部 に おけ る既 存デー タベ ー スの領域 は 古美術 か ち近代 現代 美術 に

い た るまで広範 囲 にわ た る。

2)サ ンプ ル と して抽 出 した語 彙 は主 として 古美術 研 究文献 か ら採 られ

た もの であ る。 これ らの語彙 の特性 は人名,作 品名(主 題 名),技 術 用

語 な ど典拠 管理 が可 能 な ものが圧倒 的 に 多数 を しめ てい る。 それ に対

して典 拠管 理 の 困難な概 念語 は意外 に少 ない。 これ らの語 彙特 性 をふ

まえ るこ とに よ って広 が りを もたな い閉 じられ たデー タベ ー ス を対 象

と した検 索語彙 辞 書 を作 成 す るこ とは比較 的容易 で あ ろ うとい う感 触

は得 られ た。 た だ し近代 現代 美術 を対 象 とした語 彙 の収集分 析 は本 年

はお こ なって い ない。

1,



情報資料部

3)デ ー タベ ー ス と辞書 の 関係 づ け につ い て は上 記 特 性 の さ らな る分

析,語 彙収 集範 囲 の拡大 を 目指 す 必要 が あ るが,本 年 度 は1語 彙 と1

文 献 の対応 を とった検 索 システ ム をLAN上 で 利用 で き るよ うな環 境

を整 え た。

3デ ジ タル画像 デ ー タの蓄積 と活 用 に関 す る基礎 的研 究(5年 計画 の 第1

年次)

(1)ア ナ ロ グ画像

科 学研 究 費デー タベ ー ス刊行 費 によ る「有形 文化財 デ ー タベ ー ス」(代

表 者:高 見沢 明雄)に よ り,前 年 度 に引 き続 き,所 蔵 ガ ラス原板(キ ャ

ビネ判)を アナ ロ グ画像 デ ー タ と して レーザー デ ィス クに記録 し,デ ー

タベ ー ス化 した。今 年 度 は4,000コ マ の入 力 を行 な った。

(2)デ ジタル画像 の記憶媒 体

コンパ ク ト・デ ィス クを中心 に考 え る と,現 在 検 討 で きる標 準 的 な形

式 には,① フォ トCD方 式(コ ダ ック社 開発)と ②TIFFな どの ビ ッ ト

マ ップ方 式が あ り,ま た記憶容 量 を節約 す る,③J-PEG等 の画 像圧縮

の方 式 が検 討 対 象 とな る。

① につ い ては テス ト ・デー タ を作成 し,② につ いて は既成 のCDを 用

い,精 度 ・容 量 ・再 生 速度 な どの点か ら比較検 討 を行 ない なが ら,将 来

の 画像 デー タ ・べ 一 ス を念 頭 にお いた場合 に予 測 され る問題 点 を検討 し

た。

(3)ハ ー ド ・ウエ ア

現 有 の汎用 コン ピュー タ(マ ッキン トッシュ ・クワ ドラ)に メモ リー

とハ ー ドデ ィス ク(1GB)を 増 設 して性 能 の 向上 をはか り,次 年 度 の実

験 に備 えた。

4日 本 武装 史研 究

刀剣 ・甲 冑 ・馬具 ・弓箭具 な どの武 装研 究 は,有 職 故 実 と作 品研 究 が別 々

に行 われ てい るが,こ れ を作 品 ・故 実 ・文 献 資料 をあわせ て行 うもの であ

る。本 年 は厳 島神 社 所蔵 の鎌 倉将 軍 か ら寄進 の刀 剣 お よび文 書 の 調 査 を

行 った。今 後 は絵 画 資料 の収 集 も含 め てすす め てい く。<廣 井>

5古 代 仏教彫 刻 史研 究
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調査 研究

平安時代初期木彫像研究を継続し,大 阪獅子窟寺薬師如来坐像,東 大寺

八角灯籠他,関 連諸作品を調査するとともに,史 料の収集・検討を通して,

彫像の表現と機能の問題を,古 代的空間意識,堂 内空間,儀 礼などが構成

する「場」との関わりの中で考察 した。その成果は,「平安初期彫像の基礎

的問題一彫像の 「場」をめ ぐって」として,『科学研究費一般研究(A)「 東

アジア美術における人のかたち」報告書』において発表した。〈長岡>

6.鎌 倉時代絵画史の研究

肖像画と伝記絵の調査を継続した。伝記絵は当麻奥院蔵「法然上人伝絵」

全巻の調査を行った。当本は知恩院本の副本とされ図もほとんど同一 とす

る解説が多いためか調査の手が及んでいないが,実 際には相違する部分も

あり,制 作時期も改めて検討されなければならないなど問題を抱えている

作品であることが判明した。法然伝絵の成立の話題同様,知 恩院本でたか

まりをみせ,伝 絵が流布する様態を考える上で貴重な資料である。

肖像画については鎌倉期の作品はもとより,後 代に至るまでの作品を調

査 しえたが,対 象とした像主も武将から神像まで多様であった。これらの

調査を通じて得た知見や課題のいくつかをあげれば(1凍帯姿の俗人画像群

からは,か たちの規範性やその広がりの問題,さ らには人と神のはざまを

も見すえる必要があること。(2)「釈奥図」(岩瀬文庫)や 仏教儀礼指図の検

討からは肖像画の儀礼空間をさらに究明する必要があること(上 述の人の

物語の形成と定着の問題や,画 像の機能の問題へと広がる)。(3)中世期肖像

画の痕跡を留める近世期の肖像画摸本類の調査からは,継 承されるかたち

とともに,後 代に形成された新たな文脈で付加され,変 容する姿かたちの

問題があること。(4)いわゆる 「やまと絵」系の画像と大陸からの画像やそ

の影響下に成った画像の比較検討からは,後 者の流入とそのあとづけ,そ

してわが国において受入れられた要素とすてさられた要素の分析,さ らに

画像制作の実態の比較検討がさらに必要なこと。(5)肖像画の名づけの検討

からは,特 定の画像が歴史社会的な文脈の中で忘却され,ま たは浮上 して

ゆく局面が存在すること,な どであろうか。

前年度同様,調 査研究の過程で収録した資料記録はできるかぎりデータ

化し,研 究資料の共有化への準備を進めている。〈米倉〉
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國際 文化財保存修 復協 力室

7.請 来仏 画研 究

高 麗仏 画の 調査 を継 続 し,基 礎 デー タの 収集 と写 真撮影 を行 った(日 本

銀行 「至 元23年 銘 阿弥 陀如 来 図」,滋 賀 ・石 馬 寺 「釈 迦如 来 図」,愛 知 ・隣

松 寺 「観経 十六観 変 相 図」,愛 知 ・養 寿寺 「楊 柳 観音 図」,同 「地 蔵 菩薩 図」,

愛知 ・大恩 寺 「観経 変相 図」 等)。 また高麗 の阿 弥陀 画像 と華厳 思 想の関 係

につ い て考 察 し,そ の成 果 を 口頭 発表 す る とと もに 『美術 研究 』362号 誌 上

に ま とめ た。 〈井 手>

8.中 国 にお ける石 窟美術 の研 究

中国 の河北 省 ・河南 省 ・廿 粛 省の石 窟寺 院 をたず ね,阿 弥 陀図像 を中心

に調査 を行 った。 その研 究対 象 は壁画 を主 としたが,彫 塑 につ いて も考 察

の範 囲 に加 えた。

敦 煙 国際学術 シ ンポジ ウムや 日中共 同研 究 「敦 煙文 化財 の保 存修 復 に関

す る調査研 究 」 を通 じて,敦 煙莫 高 窟の壁 画に対 す る調査 をす す め た。 初

唐 ・盛唐 期 におけ る阿 弥陀 浄土変 相や 観経 変相 の図像 研 究 を継 続 し,と く

に観 経変 相 中の 日想 観 図 にみ え る山水 表現 につ いて,阿 弥陀 浄土思 想 お よ

び中国 におけ る山水 観 の 両側 面か ら考 察 を加 えた。

河 北 省元 氏県 の封 龍 山石 窟,祁 郡 の南響 覚 山石 窟 ・北響 堂 山石 窟,河 南

省安 陽 県の小 南海石 窟 ・霊泉 寺石 窟,林 県 の洪 谷寺石 窟,溶 県の 千仏寺 石

窟 な ど,い ずれ も中 原地方,す なわ ち中国 の 中央部 に位 置 し,か つ 南北 朝

後期 か ら階 ・初 麿 期 にかけ てつ くられ た石 窟寺 院 を対 象 に,フ ィー ル ドワー

クを行 っ た。 と くに北斉 期 につ くられた小 南海石 窟 中窟西 壁 の九 品往生 図

浮彫 に つ いて,阿 弥陀 浄土変 相 の初期 的展 開 とい う視 点 か ら調 査研 究 を継

続 した。 〈勝 木〉

6.国 際文化財保存修復協力室

(1)概 要

人類共通の遺産である文化財の保纏のためには,国 際的に交流や協力をは
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か るこ とが必要 で あ る。その ため には,各 国 の実 状 につ いての理 解 が重要 で,

情報 の収集 が大 切 であ る。 また,国 際協 力 と して最 も大切 なこ とは人材 の養

成 で,研 修 事業 が きわめ て重 要 であ る。 文化 財保 存修 復 技術 の向上 の ための

研究 を推 進 して行 くため の国 際共 同研 究 も重 要 な事業 であ る。 そこで,国 際

貢献 の一環 として,わ が 国に 文化財 の保 存,修 復 に 関わ る情報,研 修,研 究

の国 際協 力 セン ター を設 立す べ き との 声が 高 まって い る。

国 際文化 財保 存修 復協 力室 は,セ ンター 設立 に向 けて,従 来 の ア ジア文 化

財保 存研 究室 を拡 充 し平 成5年4月 に 発足 した。現在,協 力室 では世 界各 国,

各地域 の文 化財 とその保 存に 関す る資料 の収 集,整 理,デ ー タベー スの作 成

を行 ってお り,ま た,国 際共 同研 究,国 際会 議 ・セ ミナー の企 画,実 行や 諸

外 国の専 門家 の研修 に関 す る仕事 を行 っ てい る。 さ らに,基 礎 研究 として,

屋外 の石 造 お よび木造 文 化財 の 劣化 と保 存 処 置 に 関 す る研 究 等 を行 ってい

る。

(2)各 論

1世 界,特 に アジ ア賭 国 に おけ る文 化財保 存 に関 す る情 報の 収集(5年 計

画 の第4年 次)

(1)文 化財 の劣化 状態 お よび保 存対 策につ い ての調 査

1)ア ジア文化 財保 存セ ミナ ーに お いて カン トリー レ ポー トを行 ったア

ジア各 国の代 表 に,各 国の最 も代 表的 な文化 財 につ いて,そ の保 存状

況 と保 存対 策につ いて の ア ンケ ー ト調 査 を行 い,多 くの 情報 を得 た。

昨年 度(第4回)ま で に得 られ た情 報 につ いて項 目別 に整 理,解 析 し,

レポー トに ま とめ た。<西 浦>

2)国 内 ・外 で開か れ た国際 的な会 議,講 演会,研 究会 等 に積極 的 に参

加 し,多 くの情報 を得 た。 〈西浦,松 本,朽 津〉

(2)組 織,機 構,プ ロ ジェ ク ト等に つい ての調査

1)ア ジア文化 財保 存セ ミナ ーに おい て カン トリー レポー トを行 ったア

ジア各 国の代 表 に,各 国の 文化財 の保 存 に関 わ る組 織 機 構,プ ロジェ

ク ト等 につ いて,そ の 現状 と課題 につ い ての ア ンケー ト調査 を行 い,
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多 くの情 報 を得 た。昨 年度(第4回)ま で に得 られ た情 報 につ いて項

目別 に整 理,解 析 し,レ ポー トに ま とめ た。<西 浦>

2)東 京 国立文 化財研 究 所 を訪れ た諸 外国 の文化 財保 存関 係者 か ら個別

に 各国 の状況 を聞 き取 り,資 料 と した。<西 浦,松 本,朽 津>

3)文 化 財 の保 存,修 復 に関 わ る人材 につ いて情報 を収 集 し,デ ー タベー

ス を作成 中 であ る。 〈西浦>

4)国 内 ・外 で開か れ た国際 的 な会議,講 演会,研 究 会等 に積 極 的に参

加 し,多 くの情報 を得 た。 〈西 浦,松 本,朽 津〉

(3)保 存担 当者 リス トの作 成

1)世 界,特 にア ジア諸 国の文 化 財保 存担 当者 の国別 リス トを作成 すべ

く,情 報 の収 集 に努め て い る。 この場 合,単 に人名 を網 羅す る もの で

な く,実 際 に役立 つ 内容の あ る リス トに すべ く,デ ー タベ ー ス化 につ

い て検 討 してい る。<西 浦,松 本,朽 津>

2)国 内 の文化 財保 存 に関 わ る人 材の リス トを作 成 して い る。 この場合

も単な る リス トでな く,利 用価値 の 高い デー タベー ス とす るため に,

その整理 方法 等 を検 討 中 であ る。<西 浦,松 本,朽 津>

2.屋 外 石造 文 化財 の劣 化 と保 存修 復 処置 に関 す る研 究(5年 計 画 の 第4年

次)

(1)石 材の劣 化現 象 につ いての 岩石 学,鉱 物学 的調 査研 究

1)ブ リュ ッセル市庁 舎 にお いて,石 像 の 劣化 を観察 した。 その結 果,

この石 像 は砂 質石灰 岩 で で きて お り,方 解石 の 部分 が選 択的 に 溶解 す

るため に石材 が脆 弱化 し,崩 落 が起 きて い るこ とが 判明 した。 〈朽 津>

2)ベ ル ギー ・トンゲ レ ン教会 の修 復 に使用 され る予定 の石 材 と,も と

の教会 の石材 とを岩石 学的 に分析,比 較検 討 し,も との石 材 と異 なる

性 質の もの を識別 ・分 離 して,も との石材 と同 じ性質 の もの のみ を用

い るよ う提言 した。<朽 津>

3)ヴ ェルサ イユ宮 殿 な ど,パ リ近 郊 にあ る石 灰 岩 または 大理石 製 の歴

史 的建 造 物 にお いて,そ の石 材 を岩石 学的 に観 察 した結 果,使 用 され

て い る石 灰岩 ・大理 石 に も 多数 の種類 が あ り,異 な る産地 か ら石 材が

持 ち込 まれ てい るこ とが判 明 した。 〈朽 津 〉
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4)細 か い結 晶 粒 子 を吹 き付 け る こ とに よっ て,建 造 物 等 の石 材 を ク

リー ニ ングす る方法 の有効 性 につ いて,走 査 型電 子顕微 鏡 等 を用 いて

評 価 を行 った。 そ の結果,ク リー ニ ング法 と して は極 め て有効 で あ る

もの の,一 部の 粗粒 石材 に対 しては,石 材 自体 に まで ダメー ジ を与 え

る恐 れが あ るこ とが判 明 した。 〈朽 津〉

(2)石 材 の保 存材料 に 関す る調査研 究

1)石 材 の 強化 お よび撮水 処理 に用 い られ る代 表 的 なシ リコー ン樹脂 に

つ いて,そ の物 性 を比較 検討 す るため の実験 を行 ってい る。凝 灰岩,

砂 岩,安 山岩試 験 片 を用い た浸透 生測 定,石 粒 を用 いた 強化 力評価 実

験,処 理石 材 の水蒸 気透 過性 試験 を行 ってお り,特 に,ヨ ー ロッパ で

広 く用 い られ て い るエ チ ル シ リケー ト系 強化 剤 で あ るWackerOH

と 日本 で 多 く用 い られ て い るメチル トリエ トキシ シ ラン系搬水 強化 剤

で あ るSS-101と の比較 を行 ってい る。 〈西浦>

2)大 阪市 立 美術 館所 蔵 の石灰 岩 製 コプ ト石彫 及 び下 関市 立美術 館所 蔵

の エ ジプ ト出土石灰 岩 レ リー フが,収 蔵 中に塩 の析 出に よ って表 面層

が 粉 状 に 崩 れ て い く現 象 が観 察 され た。調 査 した と こ ろ析 出 塩 は

NaC1で あ った。これ は,地 下埋蔵 中に吸収 した塩 が発掘 後徐 々に 空気

中 の水分 を吸 着 して潮解 し,表 面 層 に移動 して再 結 晶 した もの と考 察

された。 石灰 岩 レ り一 フ につ いては以 前 に水 によ る塩 抜 きを したこ と

が あ り,そ れに よ り却 って結晶 の析 出が促 進 され た経 緯 があ る。 これ

らの石彫 は板状 の もの で あ り,石 の 内部 まで完全 に樹 脂含 浸 が可能 で

あ る こ とが確 認 され たの で,全 体 をシ ラン樹 脂 で 固め,塩 を封 じ込 め

る とと もに全体 を強化 す る処置 を行 った。 〈西 浦>

3)神 奈 川県,重 文 ・元 箱根石 仏群 の保 存修復 に関 して,岩 石 の含 浸強

化処 置,搬 水 処置 につ い て,適 当 な材 料 の選 択 試験 の調査 指 導 を行 っ

て い る。 〈西 浦〉

(3)洞 窟,磨 崖仏 な どの劣 化現 象 と保 存対 策 に関す る調査 研 究

1)福 島県小 高町,史 跡 ・薬 師堂石 仏 の劣化状 態 を定期 的 に調査 してお

り,大 屋 根架 設後 の岩体 の乾燥 に伴 う状 態変 化 につ いて,保 存処 置法

を踏 まえつ つ,調 査 を継続 して い る。 〈西 浦〉
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2)大 分 県 の石 造 文化 財調 査 に顧 問 と して参加 し,調 査 マ ニ ュア ルの作

成 を行 った。 〈西浦>

3)ラ ス コー 洞窟 をは じめ とす るフ ラン ス南西部 の 洞窟遺 跡 を訪れ,壁

画の劣 化状 況等 につ いて調査 を行 った。 〈朽 津>

3.文 化 財の 保存 を目的 と した レンガ の劣化 現象 と保 存対 策 に関 する調査 研

究(5年 計 画 の1年 次)

1)札 幌 市 の重要 文化 財 ・北海 道庁 旧本 庁舎 にお いて,レ ン ガの劣化 状

況 を観 察 した。その結果,同 庁 舎 では,雨 が 直接 的に 当た るバ ル コニー

の部分 で雨 水の 影響 に よ る塩 類風 化や 生物 劣化 が起 きて い るこ とが わ

か った。 〈朽 津>

2)小 樽 市 の レンガ造 文化 財 を観察 した結果,環 境汚染 とは直接 関係 な

い と思 わ れ る もの の,雨 水 の影響 で レ ンガがか な り劣 化 して い るこ と

がわか った。<朽 津>

3)タ イの代 表的 なレ ンガ造遺 跡 にお いて,環 境 計測 システム を設 置 し

て,環 境計 測 を開始 した。 〈西浦 ・三 浦 ・松 本 ・朽津>

4)プ ルー ジュ救 世主 大聖 堂 にお いて,レ ンガの 劣化現 象 を観察 した結

果,こ こでは もと もと方解 石 を含 ん だ特殊 な レ ンガ が使 われ てお り,

それ が雨水 等 と反応 す る こ とに よ って石膏 を形成 し,レ ンガ の劣化 を

生ん でい る こ とが判 明 した。<朽 津>

4,文 化 財 の保存修 復 技術 に関 す る国際 共同研 究一 文化 財 の保存 修復 に用 い

られ る新材 料 〈1>合 成樹 脂一(9年 計 画の1年 次)

1)タ イ国 にお いて,建 造 物 ・遺跡 等に 用 い られ てい る合 成 樹脂 につ い

ての調 査 を,タ イ国 芸術 局 と共 同で行 った。 〈西 浦 ・松 本 ・朽津>

2)タ イな ど東南 ア ジア諸 国 で,屋 内に収 蔵 され てい る美術 品等 の修 復

に用 い られて い る合 成樹 脂 につ いての 調査 を,タ イ国立博 物館 と共 同

で行 った。 〈西 浦 ・松 本 ・朽津>

3)木 造 古 建築 の外装 塗 装 と しての 丹 塗 りへ の 合 成 樹脂 の応 用 につ い

て,そ の耐 久性 の面 か ら評価 実験 を行 って い る。<西 浦 ・朽 津>

5そ の他

(1)顔 料 の分 析
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島根 県 穴神1号 横 穴墓 に使 用 され て い る顔料 の分 析 を行 い,「 ベ ンガ

ラ」 と 「赤 色粘 土」 との2つ の 異 な る赤 色顔料 を同時 に用 いて い る,珍

しい装 飾 古墳 であ る こ とを明 ちか に した。 〈朽 津〉

(2)東 ア ジア古代建 築 意 匠 とその源 流 につ いて

東 ア ジア古代 建築 意 匠 とその源 流 につ いて の研 究 を行 ってい る。 法 隆

寺建築 の雲 形斗棋 に代 表 され る装 飾 的建築 細部 の 意匠的 特質 を考 察 し,

これ らの類 例 と考 え られ る もの の うち,特 に漢代 石 闘の 斗供 表現 と,高

句麗 壁画 古墳 に見 られ る雲文 表現 とに注 目し,比 較検 討 を行 って い る。

今 後,対 象 とすべ き資料 を地 域 的 に拡 大 し,広 くその系 譜 を解 明 してい

く予 定で あ る。 この他 に いわゆ る 「チ ャイ ティア窓」 と呼 ば れ るよ うな,

ア ジアに広 く普 遍性 を持 った意 匠の源 流 と伝播 の可能 性 につ いて検 討 し

て い る。 〈松本 〉

(3)遺 跡建造 物 の復 原の あ り方 につ いての調 査

文化 財 の保 存 と活用 にお け る復 原 の問題 は オー セ ンテ ィシテ ィに関 わ

る重要 な問題 であ る。文 化 のバ ック グラン ドの異 な る国 々 との国 際協 力

を行 うに つ いては,充 分 な調 査 と理解 が必 要 であ り,実 際の事 例 資料 を

収集 して い る。 〈松 本〉
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7.国 際 調査研 究

(1)敦1$文 化財保存修復に関す る調査研究

1.中 国 にお ける研 究

(1)平 成6年8月16日 ～28(24)日 に下記 の訪 中団 が敦 煙お よ びその 周辺

地域 を訪れ,日 中共 同で下 記 の調盗,研 究,協 議 を行 っ た。

諸橋 輝雄(文 化庁 文 化財保 護 部伝統 文化 課普 及助 成 室長)

西 浦 忠 輝(国 際文 化 財保 存修復 協 力室 長)

増 田 勝 彦(修 復 技術 部 第二修復 技術 研 究室長)

松本 修 自(国 際文 化 財保 存修復 協 力室主 任研 究官)

岡 田 健(美 術 部主任 研究 官)

1)展 示研 究 セ ン ター 内,中 日共 同研 究室 への 引 っ越 し,特 に環境 計 測

無 線通信 シス テムの移 動 と調整 。

2)展 示研 究 セ ンター 開所式 へ の出席,及 び開所 式 に あわせ た,日 中共

同研 究 の成果 のパ ネル展示 と資料配 布。

3)第194,53窟 に 設置 した,環 境 計測機 器 か らのデ ー タの読 み だ し と初

期解 析,電 池の交 換。

4)新 規実 験 窟(第258窟)へ の温 ・湿 度計 測 シス テムの 設置。

5)第194,53窟 他 か らの 顔料 サ ンプ ルの分析 結 果につ いての協 議,及 び

分析 調査 の進 め方 とサ ンプ ルの採 取 につ いて の協議 。水 サ ンプ ルの採

取。

6)第53窟 の壁 画劣 化形 態調査 お よび写真 撮 影。

7)平 成7年 度 に 日本で 開催 予定 の国際 シンポ ジ ウムにつ い ての協 議。

8)西 安 の歴 史博 物館 を中心 とした墳墓壁 画 の保 存修復 に 関 わ る調査 。

(2)平 成7年3月9日 ～19日 に下 記 の訪 中団が敦 燈 を訪 れ,日 中共同 で下

記 の調 査,協 議 を行 った。

西 川杏 太郎(所 長)

河 野 愛(文 化庁 文 化財保 護部 伝統 文化 課長)
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三浦 定俊(保 存科 学部 長)

西浦 忠 輝(国 際文 化財保 存修復 協 力室長)

佐野 千 絵(保 存科 学 部主任 研 究官)

篠 原 一 夫(庶 務 課課 長補佐)

勝 木言一 郎(情 報 資料 部文 献資料 研 究室研 究 員)

朽 津 信 明(国 際 文化 財保 存修 復協 力室研 究 員)

本 村 俊 孝(文 化 庁長 官官房 総務 課総 務係 長)

1)第194,53,258窟 に設 置 した環 境計 測機 器か らのデー タの読 出 しと

初期解 析 。

2)第194,53窟 他 か らの顔料 サ ンプ ルの分析 結 果 につ いての協 議。

3)分 析 調 査 の進め 方 と,サ ンプ ルの採 取 につ いて の協議 。サ ンプ ルの

採 取。

4)第194,53,258窟 の壁 画 劣化 形態調 査 お よび写真 撮影 と図化 。

5)莫 高 窟壁 画修復 箇所 につ い ての材料 ・技法調 査。

6)修 復用 合成 樹脂 につ い ての試 験方 法(実 験室,現 場)に 関 す る協 議。

7)平 成7年 度国 際 シン ポジ ウムにつ い ての協 議。

8)第2次5力 年 計画合 意書 の交 換方 法 につ いての 協議 く国 家文物 局〉。

2.日 本 に お ける研 究協 議 また は研 修

平 成6年11月1日 ～平成7年3月20日

段 修 業(敦 煙研 究 院保護 研 究所助 理研 究貝)

目的:壁 画 の修復 材料,技 術 に関 す る研修 。

3.第10回 敦 煙莫 高 窟壁画 保存修 復協 力会 議

平 成7年3月24日 に,協 力会 議委 員,文 化 庁 関係者,東 文研 関係 者が 出

席 して東文 研 にお いて開催 し,下 記の議 題 につ いて討 議 した。

1)第9回 敦 煙莫 高窟 壁画保 存修 復協 力会 議議 事録(案)に つ いて。

2)平 成6年 度研 究結 果 につ いて。

3)平 成7年 度研 究計 画(案)に つ いて。

4)国 際 シ ンポ ジウムの平 成7年 度 日本 開催 につ いて
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(2)ス ミソニアン研究機構 との国際研究交流

科 学研 究 費で 「科 学 技術 を利 用 した文 化財研 究 法の 開発 」 とい うテー マ の

も とで,青 銅器 ・陶磁器 ・遺 跡調 査 法開 発の3つ の研 究課題 の 下に 共 同研 究

を進 めて い る。6年 度 は 日本 側 か ら,沢 田正昭(奈 良 国立文 化財研 究所),村

上 隆(奈 良国立 文化 財研 究所)が 訪米 し,青 銅 器 につ いて の共 同研究 をア メ

リカ側 研究 者 と行 い,陶 磁 器 班 は青 柳 洋 治(上 智 大学)が 渡 米 して調 査 を行

い,遺 跡調 査法 開発班 では西 村康(奈 良 国立文 化財研 究所),デ ィー ン ・グ ッ

ドマ ン(マ イア ミ大学 中 島分 室)が 渡 米 し研 究 成果 の交 流 をお こな った。三

浦 定俊(東 京国立文 化財 研究 所),馬 淵久 夫(作 陽短 期 大学)が 渡米 して,ま

とめに つ いて打合 せ を行 った。ア メ リカ側か らは,自 然史博 物館 の ダニ エル ・

ロ ジャー ス氏が 来 日した。 また,昨 年 に引 き続 き,中 国社会 科 学院 世 界宗教

研究 所 の金正 耀 氏が ス ミソニ ア ン と東京 国立 文化 財研 究所 で,中 国 青銅 器 の

化学 組成 の 測定 をICP法 で行 った。

(3)海 外所在 日本美術品調査

当研 究所 では,昭 和63年 以 来,欧 米所在 の 明治 時代 以前 の 日本 美術 作 品に

関す る基礎 デー タの収集 に努 め て きた。平 成2年 度 よ り,古 文化 財科 学研 究

会が 日本芸 術文 化振 興会 か ら助成 金 を得 て 「海 外所 在 の 日本 文化 財 を対象 と

す る調査研 究」 を行 うこ とに な り,当 研 究所 が その委 嘱 を受 け て調査研 究 を

担 当 した。平成2年 度の メ トロポ リタン美術 館,3年 度の バー ク・コレ クシ ョ

ン,バ ー ク ・フ ァウ ンデ ー シ ョン,4年 度 の フ ィラデ ルフ ィア美術 館,5年

度 の プ ライ ス・コレ クシ ョンの 調査 に引 き続 き,6年 度 はサ ンフ ラン シス コ ・

ア ジア美術 館の絵 画 ・彫刻 作 品の 調査 を行 い,そ の成 果 として 「海 外所 在 日

本 美術 品調査 報告5サ ンフ ラ ンシ ス コ ・ア ジア美術 館 絵画 ・彫 刻」 を刊

行 した。
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(4)タ イ国石造遺跡の劣化現象 と保存処置に関す る調査研

究

科学 研究 費 国際学 術研 究 海外 学術 調査 に よ り,平 成4年 度 か ら3ヶ 年計 画

で調査 研究 を行 った。 本年 度は,12月 に西浦 忠輝,三 浦定俊,松 本修 自,朽

津信 明の4人 が タイ 国 を訪 れ,東 北 部 の クメール石 造 遣跡 を中心 に調査 を行

い,代 表 的 な遺跡 で あ るパ ノム ・ル ンお よびム ア ン ・タムに設 置 した環境 計

測 システムか らのデー タの読 み出 しと解 析 を行 っ た。2月 に タ イ側研 究 者2

名 を招 へい し,調 査研 究成 果 の ま とめ につ いて の協議 を行 った。

(5)文 化財保護 に関する日独学術交流

平成5年 度か ら文 部省 科学研 究 費 を受 けて,「 漆 ・ニ スな ど伝 統 的天 然樹脂

槍膜の 劣化 と保 存 に関す る研 究」 が開 始 され た。 建造 物 に関 して,10月 に 宮

本 長二 郎,松 本 修 自(東 京 国立文 化財 研 究所)が,考 古 遺物 に関 して10月 に

村上隆,肥 塚 隆保(奈 良国 立文化 財研 究所)が 訪独 して,調 査 と研究 協議 を

行 った。 また,10月 に ドイツ国 内の 関連施 設 の調査 の ため,川 野 邊 渉(東 京

国 立文化財 研 究所)が 訪独 した。 明 けて2月 に,中 里 寿克,尾 立和 則(東 京

国r_文 化財 研 究所)が,漆 工芸 品の保 存 に関 して の協議 の ため,訪 独 した。

11月 に ドイツ側研 究 者,フ ロー リア ン ・バ イエ ラー,ウ ル ス ラ ・バ ウマー,

ク リスチ ャン ・ゼゲ バー ドの3氏 が訪 日し,文 化 財保 存 におけ る分 光学 的手

法 の応 用に 関す る国 際 シ ンポジ ウムで研 究発 表 を行 い,共 同研 究の 進展 に関

す る協 議 を行 った。

(6)シ リア,ア イ ンダー ラ神 殿遺跡石 彫 レ リー フの保存修

復

ア イ ンダー ラ寺 院 遺 跡 はBC10世 紀 に遡 る古 代 オ リエ ン トの重 要 な遺 跡

で,1956年 と1976年 に 発掘 が行 われ た。 この遺 跡 を特 徴づ け る のは玄 武岩 に

彫 られ たス フ ィン クス及 び ライオ ン像 の レ リー フであ る。 これ らは発 掘直 後

か ら損傷 が著 し く,早 急 な保 存,修 復 処 置が 必要 とされて いた。 そこで本年

度 よ り5年 計 画 で,住 友財 団の 助成 を受 け,シ リア政府考 古総 局 との 共 同で,
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保存修復事業を開始した。本年度は,6～8月 の3カ 月間シリアから研修生

を招へいし,保 存修復の基本技術を習得させた。 日本側研究者及び技術者が

9月 末より2週 間現地を訪れ,具 体的な保存修復計画を作成した後,実 験施

工を行った。

一59一



一

調査研 究

8.主 要研 究業 績

①:著 書 ・編書 ②:論 文 ③:解 説 ④:研 究発 表

⑤:講 演 ・放送 ⑥:そ の他 平 成6.4～7.3

所 長

西川杏太郎

② 東大寺南大門金剛力士像の修理に因んで一主に作者の問題について一

「歴史と地理」4666.6

⑤ 法隆寺の仏像と昭和資財帳(特 別展記念講演)東 京国立博物館6.5.21

⑤ 学芸員のための美術史研究(博 物館職貝講習)

国立教育会館社会教育研修所6.6.22

⑤ 文化財保護一伝統文化とわがまちの文化財(社 会教育主事研修)

国立教育会館社会教育研修所6.5.12,6.9

⑤ 文化財保存と国際交流(文 化財行政基礎講座)文 化庁6.10.12

⑤ 仏像制作の技法と作風(特 別講演会)飯 田市美術博物館6」0.23

⑤ 日本美術史(在 外公館赴任予定者研修会)外 務省研修所6.11.15

美 術 部

鶴 田 武 良(美 術部 長)

③ 沈鐙筆 一路栄 華 図 「国華」1182

③ 『中国年鑑1994年 版』 文化 ・美 術 の項 中国研 究所

③ 中国 美術館 め ぐ り1・ 故 宮博物 院 「季刊 水 墨画 」69

③ 中国 美術館 め ぐ り2・ 中国美術 館,炎 黄美術 館 「季刊 水 墨画 」70

③ 中国 美術館 め ぐ り3・ 香港 芸術 館,香 港 中文 大学 文物館

「季 刊水 墨画 」71

●TheNudePaintinginModernAsiaUniversityofEastAnglia

6.5

6.6

6.7

6.10

7.1

6.9

.1
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主要研究業績

島尾 新(主 任研 究 官)

① 能 阿弥 か ら狩 野 派へ 「日本 の 美術」338至 文堂6.7

② なぜ 雪舟 か?一 雪 舟研 究 の面 白 さ一

「雪舟 」展 カ タ ログ 大和 文 華館6.10

② 室町 水墨 画 と 「禅 」

―ア メ リカが愛 した 日本 』 サ ンフ ラン シス コ ・ア ジア 美術 館 所蔵 プ ラ ンデ ー

ジ ・コレ クシ ョン 日本絵 画名 品展 カタ ログ 日本 経 済新 聞社7 .3

③ 明兆筆 「達 磨 図」 等解 説 『世 界の 中の 日本 美術 」 美術年 鑑社6.5

⑤ なぜ雪 舟 か一雪 舟研 究 の面 白 さ一 大 和文 華館6.10

⑥ 「和」 「漢 」の世 界 と唐物 趣味 「なごみ」6.10

山梨絵美子(主 任研究官)

② 明治大正の洋画における海の幸 ・山の幸主題の変遷 「国華」1187

③ 高橋由一一見直される画家像へ 「美術手帖」698

③ 作家解説(小 杉未醒,山 本鼎,倉 田白羊,他)

r日本美術院百年史』第4巻

⑥ 徳川家達の川村清雄宛再簡英文和訳,他

r川村清雄研究』中央公論美術出版

⑥ 書評大原まゆみ著 「ハプスプルグの君主像」

「週刊ポスト」12月2日 号

6.10

6.12

6.5

6.12

6.12

岡田 健(主 任研究官)

② 輩県石窟と初唐様式 「美術研 究」3606.10

田中 淳(主 任研 究 官)

③ 「絵画 」の 成熟 とい うこ と一一 九三 〇年代 の 日本 画 と洋 画 の側 面

京都 国立近 代 美術 館 ニ ュー ス 「視 る」3306.12

中野 照男(第 一研究室長)

② 克孜圷石窟故事画的形式及年代(劉 永増 訳)
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「美術研 究 」75

② 欧 米の 東洋学10ル ・コ ック

④ キ ジル石 窟 の年代 観

⑤ シル ク ロー ドの美術

⑤ シル クロー ドの仏教 美術

⑤ い ま博 物館 が 面 白い

人 民美術 出版社(北 京)6.8

「月刊 しにか 」597.2

所 内総 合研 究会6.4.12

四街 道 県庁会 講 話6.5.28

千葉 市民文 化 大学 講座6.7,8,7.15

四街 道 中 央公 民館講 座6.11.18

三輪 英夫(第 二研 究室 長)

② 再興 日本 美術 院 の洋画 部 ・彫 刻部 「日本 美術 院 百年 史』 第4巻6.5

③ 日本 近代 洋 画の 巨匠一 和 田英作

「アサ ヒグ ラフ別 冊 美術 特 集 日本 編 」816.11

③ 明治が 生 んだ洋 画家 一 田中寅三

「田 中寅 三展 」 カ タロ グ 松戸 市教 育委 貝会7.2

④ 黒 田清 輝 「舞妓 」 をめ ぐっ て 美術 部 ・情報 資料部 公 開学術 請座6.11.11

⑤ 黒 田清 輝 と 日本近代 洋画 石 橋 美術館 美術 講座6.5.21

⑤ 黒 田清輝 一 人 と作 品 飯 田市 美術 博物 館6.10.30

芸 能 部

蒲生 郷 昭(芸 能部 長)

① 邦楽 曲名事典(平 野健 次,上 参郷 祐康 と共同 監修)平 凡社6.6

① 雅 楽古 楽器 の総合 的調 査研 究

科 学研 究 費報告 書(研 究分 担 者 との共 著)7.3

② 地 歌 が摂取 した能詞 章 「芸 能の科 学 」237.3

② 長唄正 本研 究140～151(共 同研 究)「 邦 楽 と舞踊 」526～5376.4～7.3

⑥r教 訓抄』 語 彙索 引一 人名編 一(東 京芸 大院 生15名 と共 同作 成)

「雅 楽 界」606.5

鎌倉 恵子(演 劇研究室長)

① 歌舞伎評判記集成第二期(翻 刻 共同)別 巻

② 元禄歌舞伎と能一初代市川団十郎の場合一
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④ 初代市川団十郎の作劇法一能との関連に注目して一

東京国立文化財研究所総合研究会6.6

⑥ 歴史人物事典(担 当項目執筆)朝 日新聞社6.10

細 井 尚子(演 劇研 究室)

② 経済 と文 芸の 接点 一「第五 回 中国泉州 国 際南 音大会 唱 」一

「演劇 学 」367.3

② 中国 「戯 曲」 に おけ る位 相 差一 「活 捉」(「活捉 三郎 」)を 例 に一

「芸 能 の科 学 」237.3

③ 舞 台の上 の英 雄像 「月刊 しにか 」496.4

⑥ 川劇 にみ る化 粧(6)(7)(翻 訳/原 文 張 中学)

「化 粧文 化 」30,316.5,11

⑥ 天橋 芸 人の世 界(脚 本 翻 訳 ・字 幕)日 本放 送 協会6.12

⑥ 東 ア ジア におけ る民俗 と芸 能国 際 シ ンポ ジウム(資 料 集翻 訳)

同実行 委 員会6.11

⑥ 東 ア ジア におけ る民俗 と芸 能国 際 シ ンポ ジウム(論 文 集翻 訳)

同論文 集実行 委 員会7.3

羽田 爬(音 楽舞踊研究室長)

② 夢幻能と現在能

② 〔楽〕〔神楽〕〔褐鼓〕のある狂言

② 能の曾我物概観

③ 世阿弥名句抄1～12

⑤ 中世社会 と狂言

⑥ 復曲能 「樒天狗」の台本校訂

高桑いつみ(音 楽舞踊研究室)

① 日本の音の文化(共 著)

① 雅楽古楽器の総合的調査研究

② 能以前の鼓胴

「解 釈 と鑑 賞」59-116.11

「芸 能 の科 学 」237.3

「年 刊 藝 能」17.3

「機械 技術 」42-4～43-36.4～7.3

名 古屋 能楽 友の会 特別 例 会7.2.6

能劇 の座 第5回 公 演6.7
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② 扇拍子覚工書

④ 雅楽鼓の調査 ・中間報告

④ 能の嘘子一その技法と歴史一

⑤ 能楽鑑賞講座

「芸能 の 科学 」237.3

東 洋音 楽学 会 第45回 大会6.10.30

芸 能部 夏期 学術 講座5.7.11～14

国立能 楽堂 公 開講座7.1～3

石 井 倫子(音 楽舞 踊研 究室)

② 番外 曲 〈泣不 動〉 覚書 「鎮 仙」4286.10

② 〈黒 川〉 の周 辺一 斬 リ組 ミ霊験 能 の視 点 か ら一 「中世 文学」396.11

② クロ スオーバ ーす る芸 能 の姿 「橘 香」6.11

② 能 におけ る宗 教的 素材受 容 の一 考察 一番外 曲 く家持 〉 〈泣不 動〉 を中心 に一

「芸能 の科 学」237.3

⑥ 歴 史人物 事 典(担 当項 目執 筆)朝 日新 聞社6.10

中村 茂子(民 俗芸能研究室長)

② 武器と芸能 くその2>一 流鏑馬を中心に一 「芸能の科学」237.3

④ 番楽の民俗的背景 芸能部公開学術講座6.12.9

⑤ 私と神楽 第267回東京都民俗芸能大会 東京芸術劇場7.2.26

⑥ 千葉県の民俗芸能緊急調査報告書(共 同監修)千 葉県立房総のむら7.3

山本 宏子(民 俗芸 能研 究室)

② 民俗 芸能 の経 済学 に向 け て一 門付 け型芸能 とその経 費

「民 俗芸 能」196.5

② 「河童」 の民 俗芸 能 「芸能 の科 学」237.3

④ 獅子 舞 と太鼓 芸 能部 公開 学術 講座6.12.9

⑤ バ リ芸能 の経 済学 一「楽 園」 の下 部構 造APEX6.5.14

⑤ 沖縄 の太 鼓 朝 日カルチ ャー セ ンター6.6.26

⑤ バ リの子 供 に関す る歌 朝 日カルチ ャー セ ンター6.8.6

⑤ 秋 田の番 楽 朝 日カルチ ャー セ ンター6.12.10

⑥ 伝統 に生 きる 「人 と芸 能 」6.12

⑥ バ リ島のわ らべ うた を追 いかけ て8・9
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「ス ラ ッ ト ・バ リ」20・22・236.5～7.3

保 存 科 学 部

三 浦 定 俊(保 存 科 学 部 長)

OScanningasilversword(S.Miura,C.Sano,C.Tanaka)

"M
useumInternational",183,pp.13-15(1994)6.3

0Controlofclimateforrock-cliffsculpturesagainstfrostshattering,mold

growthandsaltefflorescence,

"P
reventiveConservation-Practice,TheoryandResearch",Preprints

forIICOttawaCongress,pp.73-756.9.12-16

② 法 隆 寺 「焼 損 金 堂 ・壁 画 」 糊1J公 開 に お け る保 存 対 策(三 浦,佐 野,坂 本 稔,

木 川,神 庭 信 幸)「 保 存 科 学 」34,pp.22-367.3

② 博 物 館 ・美 術 館 等 に お け る 燃 蒸 の 実 施 状 況 と そ の 聞題 点(木 川,佐 野,門 倉,

三 浦)「 保 存 科 学 」34,pp.37-447.3

③ 芸 術 ・文 化 の 謎 を解 明 す る 放 射 線 検 査

「グ ラフ四季 」No.37,pp.14-15

③ 国 宝 をエ ッ クス線 で覗 く

「エネ ル ギー レビュー 」14巻7号,pp22-25

③ 名 画の下 の 「隠 し絵 」 をみ る

IsotopeNewsyNo.484,pp.14-15

③ 保 存環境 の考 え方(三 浦,佐 野)

「設備 と管理 」29巻2号,pp.35-39

③ 保 存 担 当学 芸 貝研修 の11年(三 浦,佐 野)

「保 存科 学」34,pp.45-53

④ 隠 され た 肖像 の画像分 析(三 浦,花 泉 弘,渡 辺朗,田 中千 秋)

第16回 古文 化財 科学研 究会 大会6.

6.4

6.7

6.10

7.2

7.3

6.4～5

④ 敦 燈莫 高 窟の気 象一 敦煙 地域 の降水 特性,特 に莫 高窟 の保 存 に関 わ る大 雨 に

つ いて(藤 田創 造,高 橋 英紀,三 浦)

第16回 古文 化財科 学研 究会 大会6.6.4～5

④ 博 物館 ・美術 館 等に おけ る爆蒸 の実 施状 況 とその 問題点(木 川,門 倉,佐 野,
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調 査 研 究

三 浦)第16回 古 文 化 財 科 学 研 究 会 大 会6.6.4～5

④ 東 京 国 立 文 化 財 研 究 所 に よ る 文 化 財 収 蔵 展 示 施 設 館 内 環 境 調 査 の 実 施 状 況

(1)(佐 野,三 浦)第16回 古 文 化 財 科 学 研 究 会 大 会6.6.4～5

④ 赤 外 線 画 像 処 理 に よ る変 色 し た 絵 画 の 調 査 一 寿 桂 尼 肖像 に つ い て 一(西 子 雅

美,大 橋 義 春,井 上 啓 輔,杉 山 久 志,神 庭 信 幸,三 浦)

第16回 古 文 化 財 科 学 研 究 会 大 会6.6.4～5

④ 航 空機 か らの 画 像 を 用 い た 遺 跡 探 査(花 泉,三 浦)

日本 文 化 財 科 学 会 第11回 大 会6.6.11～12

●Applicationofchemiluminescencecountingfordetectingdeteriorationof

organicculturalproperty(C.Sano,W.Kawanobe,S.Miura,H.Mabuchi)

第18回 国 際 研 究 集 会Preprints,pp.133-1426.10.31～11.2

●Aspectralmethodfordampnessmeasurementofanopen-airobject(H.

Hanaizumi,T.Tsunashima,S.Fujimura,S.Miura)

第18回 国 際 研 究 集 会Preprints,pp.87-936.10.31～11.2

⑤ 梱 包 の科 学

指 定 文 化 財(美 術 工 芸 品)展 示 取 り扱 い 講 習 会(東 京)6.7.21

⑤ 同 上(京 都)6.12.3

⑤ 保 存 科 学 概 論 歴 史 民 俗 資 料 館 等 専 門 職 員 研 修 会6.11.30

佐 野 千 絵(主 任 研 究 官)

●Scanningasilversword(S.Miura,C.Sano,C.Tanaka)

MuseumInternational,183,pp.13-15(1994)6.3

② 法 隆 寺 「焼 損 金 堂 ・壁 画 」 特 別 公 開 に お け る保 存 対 策(三 浦 佐 野,坂 本 稔,

木 川,神 庭 信 幸)「 保 存 科 学 」34,pp.22-367.3

② 博 物 館 ・美術 館 等 に お け る燃 蒸 の 実 施 状 況 と その 問 題 点(木 川,佐 野,門 倉,

三浦)「 保 存科 学」34,pp.37-44

③ 保 存環境 の考 え方(三 浦,佐 野)

「設備 と管理 」29巻2号,pp.35-39

③ 保 存担 当学芸 員研修 の11年(三 浦,佐 野)

「保 存科 学」34,pp.45-53

..

7.3

7.2

7.3



主要 研 究 業績

④ 博 物 館 ・美 術 館 等 に お け る 煉 蒸 の 実 施 状 況 と そ の 問 題 点(木 川,門 倉,佐 野,

三 浦)第16回 古 文 化 財 科 学 研 究 会 大 会6.6.4～5

④ 東 京 国 立 文 化 財 研 究 所 に よ る 文 化 財 収 蔵 展 示 施 設 館 内 環 境 調 査 の 実 施 状 況

(1)(佐 野,三 浦)第16回 古 文 化 財 科 学 研 究 会 大 会6.6.4～5

●Applicationofchemiluminescencecountingfordetectingdeteriorationof

organicculturalproperty(C.Sano,W.Kawanobe,S.Miura,H.Mabuchi)

第18回 国 際 研 究 集 会Preprints,pp.133-1426.10.31～11.2

平尾 良 光(化 学研 究 室長)

② 出土鉄 器 の鉛 同位 体 比法 に よ る原料 産地 の推 定

科学 研究 費 ・一般研 究B成 果報告 書pp76(1994)

●Leadbehaviorinabaloneshell(Y.Hirao,A.Matsumoto,H.Yamakawa,

M.Maeda,K.Kimura)

"G
eochimicaetCosmochimicaActa"58,pp.3183-3189(1994)

② 江西新 干大 洋洲 商墓 青銅 器的 鉛同位 素 比値研 究(金 正 耀,W,T.Chase,平

尾,膨 活 凡,馬 淵 久夫,三 輪 嘉六,譜 開遜)

「考 古 」323,pp.744-747(1994)

② 山梨 県東 山北遺 跡 か ら出土 した銅 製品 の 自然科学 的調 査(平 尾,榎 本淳 子,

瀬川 富美 子)

甲斐 風土 記の 丘 ・曽根 丘陵公 園東 山北 遺跡 一第1次 ～第3次 調査 一/山 梨 県

埋 蔵 文化 財セ ンター調査 報告 書 第79集pp.143-148(1993)

② カマ ン ・カレポユ ックか ら出土 した炭化 物 の炭素14法 に よ る年代 測 定

rアナ トリア考 古学研 究」/中 近東 文化 セ ン ター編IV,pp.113-118(1995)

② 廣 漢 三星 堆 遺 物 坑青 銅 器 的 鉛 同位 素 比値 研 究(金 正 耀,馬 淵 久 夫,W.T.

Chase,三 輪嘉 六,平 尾,陳 徳 安,趙 殿増)

「文物 」No.465,pp.80-85(1995)

② 岡 山県久 夜町 中原25号 墳か ら出土 した耳輪 の 自然科学 的研 究(平 尾,瀬 川 冨

美子)

『中国横 断 自動 車 道建 設に伴 う発 掘調査2」/岡 山県埋 蔵文 化財 発掘 調査 報 告

93,日 本 道 路 公 団 広 島 建 設 局 津 山 工 事 事 務 所 ・岡 山 県 教 育 委 貝 会 編
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pp.477-485(1995)

② 百 間川 原尾 島遺 跡か ら出土 した鉄 剣 形銅剣 に つ いての 自然科 学 的研究(平 尾,

鈴木 浩子,榎 本 淳子)

『百 間川 原尾 島遺 跡4』/岡 山 県埋 蔵文 化財 発掘 調査 報 告97,岡 山県教 育委 員

会pp.302-306(1995)

② 足守 川遺 跡群 出 土青銅 器の 鉛 同位 体 比 につ い て(馬 淵久 夫,平 尾,榎 本 淳子)

『足 守川加 茂A遺 跡 ・足守 川加茂B遺 跡 ・足守 川矢 部南 向遺 跡』/岡 山県埋蔵

文化 財発 掘調 査報 告94,岡 山 県教 育 委貝会pp.1126-1134(1995)

④ 表 面電離 型質 量分 析計 に よ る鉄器 の鉛 同位 体 比測定

第11回 日本 文化 財科 学会 要 旨集,pp456.6.12

④ トル コ共 和国 カマ ン ・カレホユ ッ ク遺跡 出土銅 製 品の鉛 同位体 比(平 尾,榎

本淳子)第11回 日本文化財科学会要旨集,pp119

④ 荒神谷出土青銅製品の自然科学的研究 島根県教育委貝会

④ 自然科学から見た文化財 東京女子美術大学講演会

④ 分析化学と文化財 神奈川県工業試験所フォーラム講演会要旨集

6.6.12

6.7.12

6.11.15

7.3.15

石川 陸郎(物 理研究室)

① 保存科学から見た美術館施設の設計と管理

『芸術経営学講座 美術編』,土屋良雄編,東 海大学出版会

② 雅楽古楽器のX線 透視写真撮影資料

科学研究費成果報告書 『雅楽古楽器の総合的調査研究』

② 木漆工X線 透視写真撮影資料

『木漆工1』/法 隆寺献納宝物特別調査概報XV東 京国立博物館

OEnvironmentControlofNewly-builtMuseums,R.ISHIKAWA

6.9

7.3

7.3

"Th
e14thInternationalSymposiumontheConservationandRestoration

ofCulturalProperty:CulturalPropertyandItsEnvironment"pp.179-192

7.3

⑤ 展 示 と照 明 一 博 物 館 の 理 想 的 環 境 一,東 京 国 立 博 物 館 月例 講 演 会7.1
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門 倉 武 夫(生 物 研 究 室 長)

② 文 化 財 と環 境 問 題 「産 業 と環 境 誌 」,vo1.23,No.10,pp.56-616.10

② 東 ア ジ ア 地 域 を 対 象 と した 酸 性 大 気 汚 染 物 質 の 文 化 財 お よ び 材 料 へ の 国 際 共

同 影 響 調 査(辻 野 ら と共 著)「 全 国 公 害 研 究 誌 」voL20,No.17.1

0AcidicGasandMistinEnvironmentsSurroundingCulturalPropertyand

TheirEffectsonMetals,

"Th
e14thInternationalSymposiumontheConservationandRestoration

ofCulturalProperty:CulturalPropertyandItsEnvironment"pp.53-66

7.3

④ 文 化 財 の保 存 と活 用"PASSION",No.15,K.K.金 剛,pp.17-196.11

④ 文 化 財 の保 存 科 学

腐 食 防 食 技 術 講 演 会 日本 防 錆 技 術 協 会 資 料P23～356.5

④ 文 化 財 に お よぼ す 酸 性 雨 の 影 響 評 価 法 に つ い て(III〕(羽 山,二 宮 と共 同)

第16回古文化財科学研究会大会講演要旨集

④ 文化財に及ぼす環境因子の影響(二 宮,羽 山と共同)

日本文化財科学会11回大会講演要旨集pp.37-38

④ 文化財の保存と環境

第17回鉄構塗装技術討論会 日本鋼構造協会 日本化学会

⑤ 酸性雨が文化財に及ぼす影響

パプリックアー トメンテナンスセミナー

究所

⑤ 文化財に及ぼす環境汚染の影響 工学院大学公開講座

⑤ 文化財保護と大気汚染.そ の影響と対策

⑤

⑥

⑥

⑥

⑥

6.6

6.12

7.3

彫 刻の 森美術 館 ・環境 芸術 総合研

6.8

6.11.18

バ プ リックアー トコンサベー シ ョンセ ミナー(静 岡県衛生 環境 セ ンター プ ロ

ジェクト)

文化財保存科学

汚れた空気も校倉よせつけず

像たちの沈黙 「酸性雨になく文化財」

鎌倉の大仏さまも酸性雨でお悩み?

6.11.22

明 治 大 学 特 別 講 座6.12.2

朝 日新 聞(大 阪 版)6.7.6

月 刊Earthian,pp.27-296.10

pp.80-81月 刊 テ ラ6.10

大気 汚染 か ら守 れ一 文化 財が 泣 いて いる一東 大寺,興 福 寺,鎌 倉大 仏

.'

J
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中 日新 聞6.9.4

⑥ 文 化財 表 では み られ ない一 大気 汚染や 酸性 雨,劣 化 深刻 全 国調査 へ一

東 京新 聞6.9.26

木 川 りか(生 物 研究 室)

② 各種文 化財 等 の糸状 菌 同定 報告(木 川,新 井 英夫)

「保 存科学 」34,pp.8-127.3

② 法 隆寺 「焼損 金堂 ・壁 画」特 別公 開 にお け る保 存対 策(三 浦,佐 野,坂 本 稔,

木 川,神 庭信 幸)「 保 存科 学」34,pp.22-367.3

② 博 物館 ・美術 館 等に おけ る煩蒸 の実 施状 況 とその 問題 点一保 存 担 当学 芸 貝研

修 にお け るア ンケー トか ら一(木 川,佐 野,門 倉,三 浦)

「保 存科 学」34,pp.37-447.3

④ 博 物館 美術 館等 に おけ る燥蒸 の実施 状況 とその 問題点(中 間報告)(木 川,門

倉,佐 野,三 浦)第16回 古文化 財科 学研 究会 大会6.6

⑥ 無公 害 な文 化財 虫害 防除 法 に関 す る基礎 研 究一低 酸素 濃度 殺 虫法の 日本伝 統

文化財 へ の適用 平 成6年 度 笹 川科 学研 究助 成 報告 書7.3

山野 勝 次(生 物 研 究室)

② イエ シ ロア リの分 布 につ いて 「文化 財 の虫菌 害」27,pp.3-7

② 認 定薬 剤"キ シラモ ンーTR"と"キ シラ モンーEX"の 防蟻効 力試験

「文化財 の 虫菌害 」28,pp.25-37

③

③

③

③

③

③

⑤

⑤

文 化財 の害 虫 とその 防除(1)

広 が る イエ シロア リの分 布

文 化財 の害 虫 とその 防除(2)

文 化財 の害 虫 とその 防除(3)

「しろ あ り」96,pp.24-32

「ピ リ ッ ク ジ ャ ー ナ ル 」4(1),p.1

「し ろあ り」97,pp.19-39

「し ろ あ り」98,pp.17-30

6.6

り
ρ

沼
優

4

ワ
8

0

1
⊥

-
よ

cp

c
a

cc

c
D

c　

「第14回 文 化財 虫菌 害煤蒸 処理 実務 講習 会」 報告

「文化 財 の虫菌 害」28,pp.52-546.12

文化財 の害 虫 とその防 除(4)「 しろあ り」99,pp.13-347.1

紙質 資料 の 虫害 と防除対 策(社)日 本 図書館 協会6.12.5

文化 財 の害 虫 と防除対策 「第16回 文 化財 の虫菌害 保 存対策 研修 会」
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一

0

0

O

⑤

⑤

⑥

主要研究業績

(財)文 化財 虫害研 究所6.6.20

シ ロア リに 関す る実務 的知 識 「平 成6年 度 しろあ り防 除施 工士 資格 第2次 指

定 講習会 」(社)日 本 シ ロア リ対策 協会6.9.9

文化 財 虫菌害 煙蒸処 理 仕様 書 な らびに 危害 防止措 置規 定に つ いて 「第14回 文

化 財 虫菌 害燥蒸 処理 実務 講 習会 」(財)文 化 財 虫害研 究所6.10.25

庭 付 き1軒 建 て(共 同構 成)テ レビ朝 日6.12.11

昆 虫学 の 基礎知 識 ・昆 虫 に よる文 化財 の被 害 と防 除 ・文 化財 の殺 虫煉 蒸 「第

16回 文 化財 虫菌 害 防除作 業 主任 者の能 力 認定 試験 とそ の講 習会」

(財)文 化財 虫 害研 究所7.1.23

シロア リの生態 と被 害 「平成7年 度 しろあ り防除施工 士 資格 第1次 指定 講 習

会 」(社)日 本 シロア リ対策協 会7.1.24

ア メ リカカ ンザ イシ ロア リと野外 薬 剤効 力試験

TJK技 術交 流会 講演 会7.3.4

通 勤電 車風 景 い ろい ろ 「文 化財 の虫 菌害」28,pp.57-596.12

修復技術部

宮本長二郎(修 復技術部長)

② 日本古代住居建築の研究

⑤ 豪族居館の建築様式と機能

⑤ 但馬国分寺の復原

⑤ 三内丸山遺跡の集落と建築構造

横浜国立大学博士論文

奈良県香芝市二上山博物館講演会

兵庫県日高町但馬国国分寺展講演

青森市シンポジウム講演

6.12

6.5

6.9

6.9

川野 邊 渉(主 任 研 究官)

OAstudyoffalseglazebyusingofsyntheticresins

大 英博 物 館保 存修復 部 レポー ト1993

④ 核磁 気共 鳴法 の保 存科 学 におけ る応 用

第18回 文化 財の保 存及 び修 復 に関 す る国際研 究 集会

⑤ 文化 財 にお け る銅 屋根 の酸性 雨 に よ る影響 銅 セ ン ター 講 演会

6.6

6.11

7.3
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調 査研 究

中里 寿克(第 一修復技術研究室長)

② 密陀絵の研究1「 保存科学」34

⑤ 資料の修理1歴 史民俗資料館等専門職貝研究会

⑤ 建築装飾と漆 日本建築セミナー

⑤ 木造文化財と漆工芸の修復について 東京学芸大学学術講演会

⑤ ポル トガルにおける漆芸研修の成果について

文化財保存修復研究協議会

⑤ 漆工芸品にみる螺鋼文様について 会津若松技術支援センター

⑤ 「劣化 と保存」各論一漆一

博物館 ・美術館等の保存担当学芸貝研修

7.3.31

6.12.2

6.12.7

7.1.27

7.1.17

7.3.17

6.7.26

し

増 田 勝彦(第 二修復 技術 研究 室 長)

① 装 漬の 技術,修 復 記録 『在外 日本 美術 の修 復』(共)

③ パー クス ・コレ クシ ョン とその 時代 一海 を渡 っ た江戸 の和 紙 一

パー クス ・コ レ クシ ョン展 カ タロ グ

③ ペー パ ーサ イエ ンス,科 学 が明 かす和 紙 のす ば ら しさ

淡交 別冊 第11号 和紙 一紙 が語 る 日本の暮 ら し一

7.3

6.4

6.8

④ 「海外の日本美術コレクションの保存問題一絵画と表装の問題について一」

第13回国際シンポジアム,東 洋美術史研究上の諸問題,国 際交流美術史研究

会6.7

⑤ 「絵画保存と和紙一日本と西欧の文化の中で一」

第4回 和紙セミナー 主催季刊和紙編集部後援全国手すき和紙連合会/毎 日

0

0

⑥

⑥

⑥

新 聞社6.10

「日本 に おけ る襖 ・壁張 り付 け な どの 障屏画 装丁 法の 伝統 と修 復」

「技術 ・文化 ・交流」 パ リ国際 シンポ ジウ ム7.3

「劣化 と保 存」 各論 一紙 一,「 修 復 材料 一伝 統材料 一 」

博 物館 ・美 術館 等 の保 存 担 当学芸 員研 修6.7.21

「保 存科 学」 史料 管理 学研修6.9.18～19

「紙 の保 存修復 」 国際研修6.11.24～12.14

ビデ オパ ッケー ジ"JapanesePaperConservation"の 製作6.11
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主要研究業績

尾 立 和則(第 二修 復技術 研 究室)

① 装 漬の技術,修 復 記録 『在外 日本美術 の修 復」(共)7.3

⑤ 「劣 化 と保 存 」各 論一絵 画 の彩 色層 一

博 物館 ・美術館 等 の保 存担 当学芸 貝研 修6.7.26

⑤ 現地修 復 家 との共 同作業(ポ ー ラ ン ド ・ク ラ コフ国立博 物館 の場 合)

文 化財保 存修復 研究 協議 会6.1.17

⑥ 「紙 の保 存修 復 」 国際研修6.11.23～6.12.16

⑥ ビデ オパ ッケー ジ"JapanesePaperConservation"の 製作6.11

青木 繁夫(第 三修復技術研究室長)

② 象眼された遺物のプラズマによる保存処理について

「保存科学」34

⑤ 考古試料保存概論 埼玉県埋蔵文化財センター研修

⑤ 「劣化と保存」各論一考古遺物一

博物館 ・美術館等の保存担当学芸員研修

⑤ 金属文化財の保存 修理技術者講習会 文化庁文化財保護部

⑤ 文化財保存と環境汚染 社団法人日本銅センター

⑤ 資料の修理

歴史民俗資料館等専門職貝研修会 文化庁文化財保護部

⑤ 考古資料の保存 群馬県立歴史博物館研修

7.3.31

6.6.15

6.7.25

6.11.12

6.11.25

6.12.2

7.3.16

情報資料部

廣井 雄一(情 報資料部長)

② 兵庫鎖 ・長覆輪太刀の制作年代について一厳島神社の太刀を中心に一

「美術研究」361

③ 作品解説 「薙刀一備前国長船長光」他

「名刀展一佐藤寒山先生十七回忌追悼一」図録 致道博物館

⑥ 一文化財集中地区特別総合調査報告書一「愛知県の文化財」工芸の項

文化庁 ・愛知県教育委貝会

一73一
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調査研 究

井手誠之輔(主 任研究官)

② 高麗の阿弥陀画像と普賢行願品 「美術研究」3627.3

② 高麗仏画にみえる卍字と千輻輪文

平成5・6年 度科学研究費一般研究(A)「 東アジア美術における人のかたち」

報告書7.3

③ 図版解説,宗 峰妙超像 『世界の中の日本絵画』美術年鑑社6.5

④ 高麗の阿弥陀画像 と普賢行願品 美術部 ・情報資料部研究会6.6.22

④ 日本銀行所蔵至元23年銘阿弥陀如来図をめ ぐって

特別研究 「中国仏教美術基準作品調査研究」に関する研究会7.3.8

長 岡 龍作(主 任 研 究官)

②1993年 の歴 史学 界,回 顧 と展望(日 本 ・古代 ・美術 史)

「史学 雑誌 」103-56.5

② 平安 初期 彫像 の 基礎 的問題 一彫 像 の 「場 」 をめ ぐって

科 学研 究費 一般研 究(A)「 東 アジ ア美術 にお け る人の か たち」 報告書

④ 神護寺薬師如来像の再検討

?.3

美術部 ・情 報 資料部研 究 会6.5.25

米倉 迫夫(文 献資料研究室長)

①r源 頼朝像一沈黙の肖像画』(絵は語る 第4巻)平 凡社7.3

② 日本中世肖像画覚書一「源頼朝像」をめぐる断章一

平成5・6年 度科学研究費一般研究(A)「 東アジア美術における人のかたち」

③

④

④

④

報告書

源頼朝像 ・平重盛像 ・明恵像 ・随身庭騎絵 ・花園法皇像(解 説)

―世界の中の日本絵画』 美術年鑑社

中世肖像画異聞

第28回東京国立文化財研究所美術部 ・情報資料部公開学術講座

肖像画の名づけをめぐるいくつかの間題(「肖像画の諸問題』)

美術史学会東支部大会

日本の肖像画 浦和市社会生活大学

一?4一
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6.11

6.11

6.12

コ



一
④ 足利直義像拾遺

主要研究業績

美術部 ・情報資料部研究会7.1

勝木言一郎(文 献資料研究室)

② 中国中原地方およびその周辺地域における阿弥陀仏寵の研究

「鹿島美術研究」(年報第11号別冊)

② 敦燈壁画の観経変日想観図にみる山水表現とその意味について

「藝叢」11号

② 敦煙壁画の観経変相十六観図にみる人物表現について

6.11

7.3

平成5・6年 度科学研 究 費一般 研 究(A)「 東 ア ジア美術 にお け る人の か た ち」

④

④

④

⑤

報告書7.3

敦煙莫高窟〈阿彌陀三尊五十菩薩圏〉的圖像

敦焼国際学術研究討論会6.8

小南海石窟中窟における九品往生図浮き彫 りについて

敦煙国際学術研究討論会6.8

敦煙壁画の観経変日想観図にみる山水表現とその意味について

筑波大学芸術学美術史学会例会6.11.19

中国美術入門 ・敦煙の世界 敦燈壁画にみる仏教説話図について

田無市市民講座7.2.5

鈴木 廣之(写 真資料研究室長)

② 往還する絵画一一五世紀漢字文化圏のなかの 「唐絵」の意義一

「美術研究」3617.3

② 美術 という身体

平成5・6年 度科学研究費一般研究(A)「 東アジア美術における人のかたち」

報告書7.3

② 研究発表2:浮 世絵の誕生と古典の継承

「鹿島美術財団第18回美術講演会講演録」鹿島出版会

③ 狩野永徳

③ 画像を読む

⑤ 浮世絵の誕生と古典の継承

「朝 日歴 史人物事 典」 朝 日新 聞社

「情 報知 識学会 ニ ュー ズ レター」30
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調 査 研 究

鹿 島美術財 団美術 講演 会 「美術へ の 眼差 し一 日本 と西洋 」6.5.21

⑤ 江戸 の文化 メデ ィア

神 奈 川県 立近代 美術 館 主催 「第14回 県民 ア カデ ミア美術 講座 ・都市 と人 間 一新

しい芸術 と生 活へ の提 言一 」6.11,6

⑥ 日仏 会館 主催 「連続 シン ポジ ウム 『美術 』その近 代 と現 代 をめ ぐる10の 争 点」

パ ネ ラー6.9.24

国 際 文 化 財 保 存 修 復 協 力 室

西 浦 忠 輝(国 際 文 化 財 保 存 修 復 協 力 室 長)

① 『敦 煙 文 化 財 の 保 存 修 復 に 関 す る 調 査 研 究 論 文 集(II)』

東 京 国 立 文 化 財 研 究 所7.3

0AssessmentbyRadioactiveLabellingoftheEfficiencyofConservation

TreatmentAppliedtoVolcanicTuffs(Sramekと 共 著)

"L
avasandVolcanicTuffs"(ICCROM)6.12

0HydrophobizationTreatment:PreliminaryTestsintheEasterlsland

Tuff(DeWitteら と共 著)

"L
avasandVolcanicTuffs"(ICCROM)6.12

③ シ リア,ア イ ン ・ダ ー ラ神 殿 遺 跡 石 彫 レ リー フ の 保 存修 復 協 力事 業

「文 化 庁 月 報 」No.3126.9

Q3BriefReportontheRestorationProjectfortheStoneReliefsofAinDara

Templeシ リア 考 古 総 局 へ 提 出6.11

③ 人 類 の 至 宝 を 後 世 に 一 文 化 財 保 護 の た め の 国 際 協 カ ー

「フ ォ ト」11.16.11

④ 石 材 保 存 用 樹 脂 の 評 価 試 験(III)一 強 化 用 樹 脂 の 凝 集 力 付 与 効 果 一(大 石 ら と

共 同)第16回 古 文化財 科学 研究 会大 会

④ シベ リア ・シシュ キ ノ岸壁 画 の劣化 状況 と保 存対 策 につ いて

第16回 古 文化 財科学 研究 会大 会

④SiteManagementinNara(1曳 川 と共 同)

6.6

6.6

InternationalConferenceonRestorationoftheArchitecturalHeritageof

Asia7.1
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主要研 究業績

⑤ 敦煙莫 高 窟の保 存一 日中共 同研 究の あゆ み と成 果一(ポ ス ター)

0

0

⑤

⑤

⑤

⑥

敦燈研究院展示研究センター開所記念展示

文化財の科学的保存修復技術について

神戸芸術工科大学集中講義(文 化財保存デザイン論)

石製文化財の保存処理の諸問題

京都造形芸術大学集中講義(保 存学実習II)

劣化 と保存各論一木一 博物館 ・美術館等保存担当学芸員研修

劣化 と保存各論一石一 博物館 ・美術館等保存担当学芸員研修

石造文化財の保存と修復 大分県石造文化財基礎調査委貝会

文化財の保存と科学技術 「マテリアルライフ」VoL6No.2

6.6

6.6
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松本 修自(主 任研究官)

①r和 歌山県の近世社寺建築』(共著)

① 『滋賀県の近代和風建築』(共著)

② 和歌山県の近世社寺建築における細部意匠

② 石名田木舟遺跡出土の瓦塔について

④ 久米官衙遺跡群の建物構造について

和 歌 山県教 育委 貝会6.10

滋 賀県教 育委 貝会7.3

和 歌 山県教 育委 員会6.10

福 岡町教 育委 員会7.3

松 山市教 育委 員 会6.10.23

朽津 信 明(国 際 文化 財保 存修 復協 力室)

② プルー ジュ救 世 主大 聖堂 にお け る煉瓦 の劣化 とその保 存対 策

「古文 化財 の科 学 」39

② 吉佐 山根1号 墳 及 び穴神1号 横穴 墓に おけ る赤 色顔 料

「一 般 国道9号(安 来道 路)建 設予 定地 内埋蔵 文化 財 調査報 告 書」10

④ 環境 汚 染 と岩 石 の風化 一 ヨー ロッパに おけ る石造文 化財 の劣 化 か ら一

日本 地質 学会 第101年 年会

⑤ConservationofmuralpaintingsinChina.

ベ ル ギー 王立 文化財 研 究所 セ ミナー

6.12

7.3

6.9

6.6
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IV.事 業

1.出 版

(1)美 術 研 究

平成6年 度は第360号から第362号が下記の内容で刊行された。

美術研究 第360号(平 成6年10月)

輩県石窟と初唐造像 岡田 健

家業としての絵画制作

一信実とその後継者の描いた肖像画一 マリベス・グレーピル

池田 忍訳

全国売立目録所在一覧

〈東京国立文化財研究所・東京国立博物館・東京芸術大学所蔵目録編(一)〉

(研究資料)都 守 淳夫

中村 節子

美術研究 第361号(平 成7年3月)

往還する絵画

一一五世紀漢字文化圏のなかの 「唐絵」の意義一 鈴木 廣之

兵庫鎖 ・長覆輪太刀の制作年代について

一厳島神社伝来の太刀を中心に一 廣井 雄一

全国売立目録所在一覧

〈京国立文化財研究所 ・東京国立博物館 ・東京芸術大学所蔵目録編二〉

(研究資料)都 守 淳夫

中村 節子

美術研究 第362号(平 成7年3月)

高麗の阿弥陀画像と普賢行願品 井手誠之輔
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茶会記に現れた絵画(研 究資料)

(2)日 本美 術年鑑

平成6年 版(平 成7年3月)

平成5年 の内容をもつ。B5版339頁 。

平成5年 の美術界年史

美術展覧会(現 代美術 ・西洋美術)

美術展覧会(東 洋古美術)

美術文献 目録(定 期刊行物所載)(現 代美術 ・西洋美術)

美術文献目録(定 期刊行物所載)(東 洋古美術)

物故者

(3)芸 能の科 学

古典芸能についての研究論文,調 査報告,

成6年 度は下記の論考集を刊行 した。

芸能の科学23(平 成7年3月 発行)

能における宗教的素材受容の一考察

一番外曲 く家持〉〈泣不動〉を中心に一

扇拍子覚工書

〔楽〕〔神楽〕〔掲鼓〕のある狂言一狂言の難子事そのニー

元禄歌舞伎と能一初代市川団十郎の場合一

地歌が摂取した能詞章

武器と芸能 〈その二〉一流鏑馬を中心に一

「河童」の民俗芸能

事 業

谷 晃

資料翻刻等を掲載している。平

中 国 「戯 曲」 に おけ る位 相差 一 「活捉」(「活捉 三郎」)を例 に 一 細 井

(4)保 存 科 学

石井 倫子

高桑いつみ

羽田 拠

鎌倉 恵子

蒲生 郷昭

中村 茂子

山本 宏子

尚子

所属研究員による文化財の保存と修復に関する科学的調査,受 託研究報告

等の論文報告及び修復処置概報等を掲載している。平成6年 度は第34号を発

行した。掲載論文は下記の通りである。
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事 業

保 存 科 学 第34号

象 嵌 さ れ た 遺 物 の プ ラ ズ マ に よ る保 存 処 理 に つ い て

青 木 繁 夫 ・犬 竹 和

各 種 文 化 財 等 の 糸 状 菌 同 定 報 告 木 川 りか ・新 井 英 夫

密 陀 絵 の 研 究(1)中 里 寿 克 ・竹 永 幸 代

法 隆 寺 「焼 損 金 堂 ・壁 画 」 特 別 公 開 に お け る保 存 対 策

三 浦 定 俊 ・佐 野 千 絵 ・坂 本 稔 ・木 川 りか ・神 庭 信 幸

博 物 館 美 術 館 等 に お け る 煉 蒸 の 実 施 状 況 とそ の 問 題 点

一 保 存 担 当 学 芸 貝 研 修 に お け る ア ン ケ ー トか ら一

木 川 りか ・佐 野 千 絵 ・門 倉 武 夫 ・三 浦 定 俊

保 存 担 当 学 芸 貝 研 修 の11年 三 浦 定 俊 ・佐 野 千 絵

(5)国 際 研 究 集 会 プ ロ シ ー デ ィ ン グ ス

平 成2年 度

The14thInternationalSymposiumontheConservationandRestora-

tionofCulturalProperty:CulturalPropertyandItsEnvironment

「文 化 財 と 環 境 」 を 主 題 と し た 保 存 科 学 部 担 当 の 国 際 研 究 集 会

(2.10.11～10.13)の プ ロ シ ー デ ィ ン グ ス(英 文)を6年 度 に 刊 行 し た 。 今

回 は,外 的 要 因 に 影 響 さ れ や す く脆 弱 な文 化 財 を取 り巻 く さ ま ざ ま な 環 境

の 整 備 に つ い て,多 くの 問 題 点 を 追 求 した 。 本 プ ロ シ ー デ ィ ン グ ス に は,

発 表 論 文,討 論 な ど が 含 まれ る 。 主 な 内容 は 下 記 の とお りで あ る 。

(SessionI

1.VariousEnvironmentalProblemsConcerningthePreservationof

CulturalPropertyK.TOISHI

SessionII

2.SurveysforIndoorAirPollutionintoHistoricBuildings:the

ItalianExperienceM.MARABELLI

3.PreservationofOutdoorSculpturesS.ICHIKAWA

4.CleaningtheAir:TheRoleofEnvironmentalChemistryinthe

DacayofCulturalObjectsS.SHERWOOD
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事 業

5.AcidicGasandMistinEnvironmentSurroundingCulturalPro-

pertyandTheirEffectsonMetalsT.KADOKURA

SessionIII)

6.EffectofIndoorContaminantsonCulturalPropertiesandCounter-

measureT.KENJO

7.SomePracticalConsiderationsandSolutionsforPreservationin

theMuseumEnvironmentT.WEISSER

8.ConservationFacilitiesandEnvironmentoftheNationalMuseum

ofContemporaryArt,KoreaJ.KANG

(SessionIVY

9.ChangeofTemperatureandHumidityofArtduringAirTranspor-

tationS.HASEGAWA

10.RHandTemperatureVariationsinaTransitPackage

N.KAMBA

11.ShowcaseofCulturalPropertyfortheExhibitionS.HANZAWA

12.PreventiveConservationinNationalTrustHouses

S.STANIFORTH

【SessionV】

13.ProtectionWorksofArtfromtheDamagingEffectsofLight

D.SAUNDERS

14.EnvironmentControlofNewly-builtMuseumsR.ISHIKAWA

15.IndoorExhibitionClimateandConservationMeasures

H.KUJIRAI

2.黒 田清輝 巡回展

黒 田清輝 の遺作 を 多 く所 蔵 して い る当研究 所 は,黒 田清 輝の功 績 を記 念 し,

併 せ て地方 文化 の振興 に 資す るた めに,昭 和52年 度か らの事 業 と して黒 田清 輝

巡 回展 を年1回 地 方 にお いて 開催 して きた。 平成6年 度は 次の会 場 にお い て開

催 され た。

一81一

L_一 一 一



事 業

会 場 飯 田市美術 博 物館

会 期 平成6年10月8日(土)～11月6日(日)

主 催 東京 国立 文化 財研 究所 ・飯 田市美術 博物館 ・信 濃毎 日新 聞 社

開催 日数25日 間

入場者 数8,234人

陳列 点数 油彩 ・パ ステル61点,木 炭 デ ッサ ン50点,写 生帖17冊,書 簡3

点,日 記5冊,参 考 資料若 干

図 録A4版 変 型,128頁,原 色図版24頁,単 色 図版73頁

3公 開 学 術 講 座

美 術部 ・情報 資料 部($;28回)

日 時 平 成6年11月11日(金)18:00～20:30

会 場 国 立教育 会館 大会 議室

講 演(1)中 世 肖像 画 異聞

(2)黒 田清 輝筆 「舞妓 」 をめ ぐって

芸能部(第25回)

日 時 平 成6年12月9日(月)18:00～20:30

会 場 江戸 東京博 物館 ホー ル

テ ー マ 番 楽 の技法 と伝承

購 演(1)番 楽 の民俗 的背 景

講 演(2)獅 子 舞 と太鼓

実 演 神 舞

信 夫

舞い手

舞い手

その他

米倉 辿夫

三輪 英夫

中村 茂子

山本 宏子

佐藤一太郎

佐藤 正男

佐藤 善雄

下百宅番楽講中
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4.夏 期学術講座

芸 能部(第19回)

芸能 部 では,芸 能 の 多角 的 かつ総 合 的 な研 究 に資す るこ とを 目的 と して,例

年 夏期4日 間に わ た る学術 講座 を,首 都 圏各 大学 の大 学院 生 を対象 に実 施 して

い る。 会場 を東 京国 立文化 財研 究所 会議 室 とし,芸 能 部貝 が それ ぞれの専 門分

野 に おけ る研 究 成果 を体 系的 に論 ず る。

平成6年 度 は 「能 の雛 子一 その技 法 と歴 史一」 とい うテーマ を設 けて 高桑 い

つ みが 担 当 し,7月11日 か ら14日 ま での4日 間 にわ た り実施 した。受 講 者は慶

応 義塾 大学,実 践女 子大学,お 茶 の水女 子大 学,早 稲 田大学,共 立女 子 大学,

法 政大 学,東 京 芸術 大学,東 京 大学,明 治大 学の 各大学 院生 で,受 講 者数 は22

名。 日程 及 びテ ーマ細 目は下記 の通 りであ る。

7月11日(月)

序 論一嘱 子 の構 成 ・流儀 一

中世 芸能 か ら能 の難 子へ 一 鼓の 変遷 一

鼓 か ら とらえた能 の 「間」

7月12日(火)

大 鼓 と小 鼓 の折 りあ い(1)

大鼓 と小 鼓 の折 りあ い(2)

能 管で の離 子

7月13日(水)

能 管の 流儀 差

能 管 と一 節切 の楽 曲交 流(1)一音 取一

時 の調子論 一 四穴 の享受 一

7月14日(木)

能管 と一 節切 の楽 曲交流(2)一祭 礼嘱 子一

能管 と一 節切 の楽 曲交 流(3)一海 道下 リー

質疑
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事 業

5.博 物館 ・美術館等保存担当学芸員研修

近年博物館 ・美術館の数が増加すると共にその施設が近代化し,燥 蒸室,保

存 ・修理などの保存に関する施設設備が整備されて保存部門を担当する職貝が

配置されつつある。しかし,こ れらの職員が保存科学の知識や技術を修得しよ

うとしても適当な学習の場や教材がないのが現状である。そのため博物館,美

術館などの学芸貝の保存担当者を対象に,文 化財の科学的保存に関する基本的

な知識および技術について研修を行い,そ の資質の向上をもって文化財の保護

に資する事を目的とし,研 修会を開催した。受講者数は22名。 日程および講師

は下記の通りであった。

7月18日(月)

開 講式 ・オ リエ ンテー シ ョン

保 存環境総 論 一文化 財 の保 存 と環 境一 保 存科 学部 長

保 存環境 実習 一 温湿度 測定機 器 の取 扱 い一

7月19日(火)

保 存環 境各論 一 温湿度 一

保 存環 境各 論一展示 梱 包 ケー スの温 室調 節一

保存環境実習一湿度の制御法一

7月20日(水)

保存環境各論一大気汚染とその影響一

保存環境各論一室内汚染一

保存環境実習一室内汚染の調査法一

7月21日(木)

保存環境各論一光と劣化一

保存環境各論一照度基準一

保存環境実習一照度の測定と調節一

7月22日(金)

一84一

国立歴史民俗博物館

生物研究室長

保存科学部主任研究官

三浦 定俊

三浦 定俊

三浦 定俊

神庭 信幸

三浦 定俊

門倉 武夫

佐野 千絵

佐野 千絵

佐野 千絵

神庭 信幸

佐野 千絵
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保 存環境 実 習一環 境調 査1-

7月25日(月)

劣化 と保 存 各論一 木一

劣化 と保 存 各論一 石一

劣化 と保 存 各論一 ガ ラ スー

劣化 と保 存各 論一 考古 遺物 一

保 存環境 実 習一環 境調査2-

7月26日(火)

劣化 と保 存各 論一 油彩 画一

劣化 と保 存各 論一 漆一

劣化 と保 存各論 一金 属1一

劣化 と保 存各 論一金属2一

保 存 環境実 習 一環境 調査3-

7月27日(水)

調査 手法 各論一化 学分 析 一

謁 査手法各 論一 画像計 測 一

修 復材料 各 論一伝 統材 料 一

修 復材料 各 論一合 成樹 脂一

保 存環境 実 習一環 境調 査4-

7月28日(木)

ケー スス タデ ィ

事

生物被害/虫 一害虫の生態と被害一 保存科学部調査員 山野

生物被害/要 因とメカニズムー 門倉

劣化と保存各論一紙一 第二修復技術研究室長 増田

劣化 と保存各論一絵画の彩色層一第二修復技術研究室研究貝 尾立

佐野

国際文化財保存修復協力室長

第三修復技術研究室長

国立西洋美術館

第一修復技術研究室長

化学研究室長

修復技術部主任研究官

一博物館における収蔵 ・展示の問題とその対策

一美術館における収蔵 ・展示の問題とその対策

7月29日(金)

文化財科学の動向一現状と歴史一

閉講式
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勝次

武夫

勝彦

和則

千絵

西浦 忠輝

西浦 忠輝

三浦 定俊

青木 繁夫

佐野 千絵

河口 公夫

中里 寿克

青木 繁夫

青木 繁夫

佐野 千絵

平尾 良光

川野邊 渉

増田 勝彦

川野邊 渉

佐野 千絵

佐野 千絵

三浦 定俊

三浦 定俊
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6.国 際研究集会

昭和52年 か ら毎年 行 われ てい る 「文 化財 の保 存 に関す る国際研 究集会 」 は18

回 を数 え,今 年 度 は保 存科学 部が 担 当 した。「文化 財保 存 にお け る分 光学 的方 法」

をテーマ に10月31日 か ら11月2日 まで3日 間行 わ れ た。 材質分 析 の ため にスペ

ク トル を利用 す る方法 は古 くか ら文化 財 の研 究に用 い られ て きたが,近 年,文

化 財の研 究 に ます ます積極 的 に利用 され つつ あ る。 本研 究 集会 は,分 光学 的方

法 が保 存修 復 の 分 野 でい か な る成 果 をあげ て い るか 検 討 す るこ とを 目的 と し

た。

発表 者 は国外9名,国 内8名,そ の他 ポス ター に よる発 表 者 を加 え,120名 を

越 す参 加者 に よ って活 発な討議 が行 われ た。

名 称:The18thInternationa1SymposiumontheConservationand

RestorationofCulturalProperty:SpectrometricExamination

inConservation(文 化 財保 存に おけ る分 光 学的 手法)

日 時:平 成6年10月31日 ～11月2日

会 場:国 立教 育 会館社 会教 育研 修所(東 京都 台東 区上 野公 園内)

題 名お よ び発 表 者

10月31日(月)

【基調 講測

1.非 破壊 ガ ンマ 線分光 学 に よる古 人骨の 年代 測定

フ ラ ンス:国 立科学 研究 セ ン ター 横 山 祐 之

【セ ッシ ョン1】

1.カ ナ ダに おけ る文 化 財保 存へ の微 小 部X線 回折 法 と赤外 分 光 分析 法 の

応用

カナ ダ:国 立保 存研究所 イア ン ・ウ ェ インラ イ ト

2.陶 磁 器 の胎 土お よび紬 薬の分 析化 学 的研 究

国立歴 史民俗 博物 館 斎藤 努

3.文 化財保 存 にお け る赤外分 光分 析
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イ ン ド:国 立文化 財研 究 所B.V.カ ルバ ー ド

4.劣 化 した古代 タ イ漆 のTGA-FTIR法 に よ る研 究

タ イ:国 立博 物館 シ リチ ャイ ・ワ ンチ ャレオ ン トラ クル

11月1日(火)

【セ ッ シ ョンII】

5.ヨ ー ロ ッパ 中世 の 武具 の調査 一 剣 と兜

ドイツ:連 邦 材料 試験研 究所 ク リスチ ャ ン ・ゼ ゲバー ド

6.オ ー ジェ電子分 光分 析 に よる金属 考古 資料 の表 面 キャ ラ クタ リゼー シ ョ

ン

奈 良 国立文 化財研 究 所 村 上 隆

【セ ッシ ョンⅢ】

7.素 描 ・絵画 の非破 壊 画像分 光分 析

ドイツ:デ ルナー 研 究所 フ ロ リア ン ・バ イエ ラー

8.屋 外に あ る文 化財 の濡 れ の分 光 測定

法政 大学 花泉 弘

9.保 存の ため の光 フ ァイバー 反射分 光 測定 と分光 画像

イ タ リア:国 立電磁 波研 究所 マ ウ ロ ・バ ッシ

11月2日(水)

【セ ッシ ョンIV】

10.博 物館 保 存に おけ る材料 科学 一先 史古代 技術 の解 明

フ ラン ス:博 物館 群研 究所 、 ミシ ェル ・ムニ ュ

11.文 化財へ の 放射光X線 分 析 の応 用

東 京理科 大 学 中井 泉

【セ ッシ ョンV】

12.博 物館 資料 の保 存研 究 へ の安 定 同位体 質 量分析 法 の応用

ア メ リカ:ス ミソニ ア ン研 究機構 ノ リー ン ・チュ ロス

13.核 磁 気共 鳴法(NMR)の 保 存科 学 におけ る応 用

東 京国立 文化 財研 究所 川野 邊 渉

一87一

ヨ



一
事 業

14.有 機質文化財の劣化の研究への化学発光計測の応用

東京国立文化財研究所

【ポスターセッション】

X線 分析による正倉院宝物に用いられた無機顔料の調査

正倉院事務所

佐野 千絵

成瀬 正和

7.第3回 「紙の保存修復」の国際研修

世 界の紙 の修 復 専 門家12名(12力 国)を 集 め,文 化庁 お よび 国際文 化財保 存

研 究 セ ンター(ICCROM)と 共同 開催 で 「紙の保 存修 復 」国際研 修 を行 った。

脆 弱 な古文 書や版 画 な ど,紙 を素材 と した文 化財 の修理 では,世 界の文化 財 に

日本 の表具 技術 が役 に立 つ事 が知 られ るよ うに な ってい る。 この研修 では,こ

の 日本の表 具 技術 を伝 え るこ とを 目的 とした。

3週 間の研修 は表具 の基本 的 な技術 を参加 者 が経験 で きるよ うな内容 の実 技

研修 を中心 としたが,日 本 の文化 史 ・文化 財保護 法 の沿 革 ・文 化財 に使 われて

い る伝統 的 な素材 ・和 紙 と洋紙 の特性 等 につ いて の講義 を行 う とと もに,研 修

旅行 で は和紙 の紙 漉 場 で修 復材 料 で あ る和紙 を よ り深 く理 解 す る よ うつ とめ

た。

海外 か ら,よ り正確 な技術 を求め る声 が増 え る中,今 回の よ うな 日本 の専 門

家 の 直接 の指導 の もとで行 われ る研修 会 の意 義 は深 い と確信 して い る。

〈主催 〉

東京 国立文 化財研 究 所

文 化庁

イ クロム(ICCROM)

INTERNATIONALCENTREFORTHESTUDYOFTHEPRES-

ERVATIONANDTHERESTORATIONOFCULTURALPROP-

ERTY

〈協 力〉 京都 国 立博物 館

く期 間〉 平 成6年11月24日 ～12月14日(21日 間)

..

」
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〈場所>11月24日 ～11月25日 東 京 国立文 化財研 究所

11月26日 ～12月14日 京 都国 立博 物館

ス タデ ィー ツ アー 奈良 市 ・奈良 県宇 陀郡 古野町

く参加 者>

MEDENSusana

メデ ン ・スサー ナ

アルゼ ン チ ン 書 籍修 復 セ ン ター

GAVIOLAPatriciaCecilia

ガヴ ィオ ラ ・バ トリシア ・セ シ リア

オー ス トラ リア ニュー サ ウ スウェー ル スズ州 立図 書館

KINDLSilvia

キン ドゥル ・シルヴ ィア

カナ ダ文 明博 物館

HEJTMANKOVAMarie

ヘ イ トマ ン コーバ ・マ リー

チ ェ コ国立美術 館

NIELSENIngelise

ニー ル セ ン ・インゲ リー ゼ

デ ンマー ク国 立修 復 学校

TIIDUSMarge

ティー ドス ・マル ゲ

エ ス トニ ア国 立図書 館

ALEXIOUMaria

ア レ クシュー ・マ リア

ギ リシ ャ国立銀行 文 化財 団

FITZGERALDJulieAnne

フ ィ ッツ ジェ ラル ド・ジュ リー ・ア ン

ニュー ジー ラ ン ド博 物館

MAGGENMichael

マゲ ン ・マ イ ケル

ー89一
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イス ラエ ル博物 館

ONESTIAnna

オ ネ ステ ィ ・ア ンナ

イ タ リア国立 グラ フィ ッ ク研 究 所

RANJITKARKedar

ラ ンジ ッ トカー ル ・ケ ダル

ネ パー ル文化 財修 復研 究 セ ンター

DOWNEYAnne

ダ ウニー ・ア ン

ア メ リカ文化 財 ・美術 品修 復 セ ン ター

8.会 議

(1)文 化 財 保 存 修 復 研 究協 議 会

主 題 海外所在の日本美術修復の技術的諸問題

日 時 平成7年1月17日(火)

場 所 東京国立文化財研究所 別館会議室

主 旨 近年の海外における日本美術品の保存修復活動はめざましいもの

があり,又 それに連動して海外からの要請による研修 ・調壷事藁

も以前にも増して活発に行われている。この現状をとらえ,種 々

の技術的な問題点を検討する。

講 演

海外所在日本絵画を日本で修復することの問題点

文化庁美術工芸課 宮島 新一

イタリア ・ガルダ美術館における漆工品修復例報告

輪島漆芸美術館 島口 慶一

海外における漆工品保存と修復の現状について

目白漆芸研究所 室瀬 和美
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ポルトガルにおける漆芸研修の成果について

東京国立文化財研究所修復技術部 中里 壽克

現地修復家との共同作業(ポ ーランド・クラコフ国立博物館の場合)

東京国立文化財研究所修復技術部 尾立 和則

海外における日本美術修復の問題点

東京国立文化財研究所修復技術部 増田 勝彦

一91一
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9.国 際 ・国内交流

(1)平 成6年 度職員の海外渡航

氏 名 渡 航 先 目 的 期 間 旅費の出所等

蒲生郷 昭 オース トラリア オース トラリアにおける日本音楽

研究の現状調査

自平成6年4月8日

至平成6年4月15日

私費

鈴木 廣之 米国 16世紀障屏画の調査研究 自平成6年4月19日

至平成6年4月23日

私費

鶴 田武良 中国,香 港 現代中国画動向の調査 自平成6年4月26日

至平成6年5月6日

私費

三 浦定俊 イタリア,フ ラ

ンス

ICCROM財 政事業委貝会出席他 自平成6年5月15日

至平成6年5月22日

ICCROM

私費

岡田 健 中国 仏教美術遺跡の調査 自平成6年6月27日

至平成6年7月9日

私費

貴志 辰夫 米国 在米日本美術贔保存修復協力に係

る協議

自平成6年7月7日

至平成6年5月6日

国際交流基金

増 田勝彦 米国 在米日本美術品調査 自平成6年7月10日

至平成6年7月17日

国際交流基金

宮本長二郎 中国 大明官含元殿日中共同保存事業協

力委貝会出席及び現地調査

自平成6年7月18日

至平成6年7月22日

ユネスコ僧託基金

米倉 辿夫 イギリス 大英博物館所蔵日本中世絵画作品

調査

自平成6年8月4日

至平成6年8月11日

私費

長岡龍作 シンガポール,

ス リラ ンカ,イ

ン ド

法隆寺献納宝物と正倉院宝物の源

流に関する調査研究

自平成6年8月24日

至平成6年9月10日

科学研究費

西浦 忠輝 中国 敦煙文化財の保存修復に関する調

査共同研究

自平成6年8月16日

至平成6年8月28日

科学研究費

増 田勝彦 中国 敦煙文化財の保存修復に関する調

査共同研究

自平成6年8月16日

至平成6年8月28日

科学研究費

松本 修 自 中国 敦煙文化財の保存修復に関する調

査共同研究

自平成6年8月16日

至平成6年8月28日

外国旅費

岡田 健 中国 敦燈文化財の保存修復に関する調
査共同研究

自平成6年8月16日

至平成6年8月28日

科学研究費
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氏 名 渡 航 先 目 的 期 間 旅費の出所等

鶴 田武良 イギリス 中国絵画シンポジウム出席並びに

中国絵画調査

自平成6年9月9日

至平成6年9月30日

先方負担
一部私費

三浦 定俊 米国,カ ナダ 研究成果協議とまとめに関する打

A

自平成6年9月8日

至平成6年9月18日

科学研究費

尾立和 則 ポー ラン ド 在外日本美術品(浮 世絵版画)の

取扱い指導及びブックマ ッティン

グ指導

自平成6年9月17日

至平成6年9月24日

文化財保護振興財

団

西浦忠 輝 シ リア,ト ル コ シリア,ア イン ・ダーラ神殿遺跡

看彫レリーフの保存修復に関する

調査,研 究,指 導及び トルコ国内

石造文化財保存調森

自平成6年9月27日

i平 成6年10月18日

住友財団

西川杏太郎 米国 在米日本美術品の調査及び米国関

係者との協議

自平成6年10月2日

至平成6年10月7日

古文化財科学研究

会

中野照 男 米国 在米日本美術品の調杏 11平成6年9月21日

至平成6年10月7日

古文化財科学研究

会

島尾 新 米国 在米日本美術品の調査 自平成6年9月21日

至平成6年10月7日

古文化財科学研究

会

野久保昌良 米国 在米H本美術品の調査 自平成6年9月21日

至平成6年10月7日

古文化財科学研究

会

岡田 健 米国 在米日本美術品の調査 自平成6年9月21日

至平成6年10月7日

古文化財科学研究

会

鈴木廣之 米国 在米日本美術品の調査 自平成6年9月26日

至平成6年10月7日

古文化財科学研究

会

大堀岳満 米国 米国関係者との協議 自平成6年9月26日

至平成6年10月5日

古文化財科学研究

会

西浦忠輝 カナダ 文化財保存の国際的研究動向に関

する調査

自平成6年9月10日

至平成6年9月19日

外国旅費

三浦定俊 米国,カ ナダ 研究成果協議とまとめに関する打

艇

自平成6年9月8日

至平成6年9月18日

科学研究費

三浦定俊 中国 石窟文化財保存研究研修講師及び

国家文物局との打合せ

自平成6年9月29日

至平成6年10月6日

科学研究費

先方負担

宮本長二郎 ドイツ ドイツ建造物 ・町並み保存のため

の調査

自平成6年10月9日

至平成6年10月17日

科学研究費

松本 修 自 ドイツ ドイツ建造物 ・町並み保存のため

の調査

自平成6年10月7日

至平成6年10月17日

科学研究費
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氏 名 渡 航 先 目 的 期 間 旅費の出所等

川野邊 渉 ドイツ ドイツにおける漆芸品の調査 自平成6年10月9日

至平成6年10月24日

科学研究費

:藷町定 俊 イタリア イクロム理事会,財政事業委員会,

AAB,FPC合 同委員会出席

自平成6年10月16日

至平成6年10月23日

文部省

イクロム

鶴 田武良 中国 中国第8回全国美術展の調査並び
に近代美術資料の収集

自平成6年12月21日

至平成7年1月1日

日中友好会館
一部私費

西浦忠輝 タイ タイ国石造遺跡の劣化現象と保存

処置に関する調査

自平成6年12月4[{

至平成6年12月17日

科学研究費

モ浦 定 俊 タイ タイ国石造遺跡の劣化現象と保存

処置に関する調査

自平成6年12月4fl

至平成6年12月9日

科学研究費

松本傍 自 タイ タイ国石造遺跡の劣化現象と保存

処置に関する調査

自平成6年12月411

至平成6年12月17f1

科学研究費

朽 津 イ、醐 タイ タイ国石造遺跡の劣化現象と保存

処置に関する調査

自平成6年12月4H

至平成6年12月1711

外国旅費

日高 信 二 タイ タイ国関係機関との協議 自平成6年12月411

至平成6年12月13[1

外園旅費

西浦 忠輝 タイ 国際会議における講演及び討議 自平成7年1月10【1

至平成7年1月17H

アジア ソサ イア

ティー

勝 木言一・郎 中国 中国中原地区における石窟寺院の

調査研究

自平成6年11月28LI

至平成6年12月16El

私費

宮本長二郎 パキスタン モヘンジョダロ,ラ ホール,タ キ

シラ及びペシャワールの城塞と仏

教遺跡の調査

自平成7年1月21日

至平成7年1月29日

私費

中里轟 克 ドイツ ドイツ国内のジャパニング様式の

調査

自平成7年2月3日

至平成7年2月12日

科学研究費

尾 、乞和 則 ドイツ ドイツ国内のジャパニング様式の

調査

自平成7年2月3日

至平成7年2月12日

科学研究費

西川杏太郎 韓国 国際共同研究 「文化財における環

境汚染の影響と修復技術の開発研

究」を実施するための協議

自平成7年2月20日

至平成7年2月26日

外国旅費

13テ木 繁 夫 韓国 国際共同研究 「文化財における環

境汚染の影響と修復技術の開発研

究」を実施するための協議

自平成7年2月20日

至平成7年2月26日

外国旅費

西川杏太郎 中国 日中共同研究計画の推進に関する

中国関係者との協議等

自平成7年3月9日

至平成7年3月19日

外国旅費
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氏 名 渡 航 先 目 的 期 間 旅費の出所等

篠 原 一 夫 中国 日中共同研究計画の推進に関する

中国関係者との協議等

r呼 成7年3月g日

斜F成7年3月1g日

外国旅費

三 浦定俊 中国 敦燈文化財の保存修復に関する調

査研究

rl平成7年3月9日

至平成7年3月19日

外国旅費

西 浦忠輝 畔咽 敦燈文化財の保存修復に関する調

査研究
浄F成7年3月9日

至h拝成7年3月19日

外国旅費

佐 野 千絵 中国 敦煙文化財の保存修復に関する調

査研究

ri平成7年3月9日

至平成7年3月19日

外国旅費

朽 津信明 中国 敦煙文化財の保存修復に関する調

査研究

印F成7年3月9日

至平成7年3月19日

科学研究費

勝木言一郎 中国 敦煙文化財の保存修復に関する調

査研究

ド呼 成7年3月9日

至平成7年3月19日

外国旅費

貴志 辰夫 米国 在米日本美術品保存修復協力に係

る協識
自平成7年2月20日

至平成7年3月2日

国際交流基金

増 田勝 彦 米国 在米日本美術品保存修復協力に係

る調査

白平成7年2月20日

至平成7年3月1日

国際交流基金

山代文雄 米国 在米日本美術品保存修復協力に係

る協議

自平成7年2月28日

至平成7年3月8日

外国旅費

中野照 男 米国 海外所在日本文化財調査のため 自平成7年2月28日

至平成7年3月8日

古文化財科学研究

会

岡田 健 中国,フ ラン ス,

イタリア,ギ リ

シャ,ス イ ス,

ドイツ,イ ギ リ

ス,米 国

中国仏教美術の調査・研究等 自平成7年3月1日

至平成7年12月31日

在外研究員費

鎌 倉恵 子 中国 中国文化財の保存に関する調査研

究

自平成7年2月10日

至平成7年2月17日

外国旅費

勝木言一郎 台湾 台湾における仏教美術の調査研究 自平成7年2月20日

至平成7年2月24日

私費

増 田勝彦 フランス 「技術 ・文化 ・交流」パ リ国際シン

ポジウムでの講演

自平成7年3月18日

至平成7年3月26日

名古屋市
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(2)招 へ い研 究員等

国外招へい研究員

氏 名 国 籍 役 職 招へい期間 共同研究課題 研究代表者

EDET,Abu ナイジェ 国立博物館保存科 6.3.1 民具及び青銅遺物の保 修復技術部

Solomon リア 学部長 一一6 .8.31 存修復研究 青木繁夫

エ デツ トア プー

ソロモン

李 欄姫 韓 国 漆芸品修復家 6.6.17 漆芸品の伝統的技法の 修復技術部

リ ラン ヒ
～7 .6.16 調査と新技術の開発 中里壽克

金 奎虎 韓 国 湖巖美術館保存科 6.9.1 金属文化財の保存科学 保存科学部

キム ギュホ 学室 ・研究員 ～7 .6.30 的研究 平尾良光

張 慶浩 韓 国 文化財研究所長 6.9.1 文化財における環境汚 修復技術部

チャン キョン
一一6

.9.7 染の影響と修復技術の 宮本長二郎

ホ 開発研究の打合せ

段 修業' 中 国 敦煙研究院 6.11.1 敦煙莫高窟壁画の修復 修復技術部

トゥア ン シウ
～7

.3.9 材料に関する共同研究 増H勝彦

イエ

GERSTLE, オー ス ト ロンドン大学東洋 6.11.5 浄瑠璃及び歌舞伎の共 芸能部

Andrew' ラリア アフリカ研究学院 6.11.12 同研究 鎌倉恵子

ガー ス トル ア 教授

ン ドルー

SUMANOV, マケ ドニ マケドニア国立記 6.11.9 木造建築の保存修復手 国際文化財保存修

Lazar' ア 念物保存研究所副 6.11.21 法の研究,特 に耐震対 復協力室

ス マ ノ フ ラ 所長 策についての日本 と東 松本修rl

ザー ル 欧の比較研究

FORTIN, カ ナ ダ 遺産保存計画建築 6.11.9 建築の修復整備技法の 国際文化財保存修

Lyette' 修復監督官 6.11.21 国際的比較研究 復協力室

フォル タン ラ 松本修自

イア ト

TIIDUS, エ ス トニ 国立図書館保存部 6.11.22 紙の保存と修復 修復技術部

Marge ア 長 ～7
.1.21 増田勝彦

テ ィー ドス マ

ルゲ

金 思恵゜ 韓 国 文化財研究所保存 6.11.25 環境汚染による文化財 修復技術部

キム サ ドク 科学部研究員 6.12.24 の劣化 青木繁夫

NDORO,Web一 ジンバプ 国立博物館記念物 6.12.1 考古遺跡の保存に関す 修復技術部

ber 工 研究所調整官 ～7
.3。3 る基本的理念及び施工 青木繁夫

ン ド ロ ウ ェ 技術
ノく一
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事 業

氏 名 国 籍 役 職 招へい期間 共同研究課題 研究代表者

王 瀞

ワン ロン

中 国 中央美術学院教授 6.12.8

6.12.23

8～9世 紀における中

国仏教美術の研究

美術部

岡田 健

BRANDON,

JamesR.'

プ ラ ン ド ン

ジェ イム ス

米 国 ハワイ大学教授 6.12.10

6.12.24

海外での歌舞伎研究の

現状と研究上の国際交

流について

芸能部

蒲生郷昭

高 美謄

カオ メイチン

香 港 中文大学芸術系教

授

7.1.25

～7 .2.4

民国期絵画と明治大正

の日本画家の影響につ
いての研究

美術部

鶴田武良

STEWART,

John'

ス テ ユ ワ ー ト

ジ ョン

カ ナ ダ カナダ自然公園遺

跡管理局保存部保

存修復計画室長

7.2.2

～7 .2.11

尾外イ滝 遺跡の保存及

び修側こ関する研究協

議等

国際文化財保存修

復協力室

西浦忠輝

WEAVER,

Martin'

ウ ィ ー ヴ ァ ー
一

マー アィン

カ ナ ダ コロンビア大学保

存研究所長

7,2.2

～7 ,2.ll

文化財保存国際協力の

為の技術的諸問題に関

する協議等

国際文化財保存修

復協力室

松本修自

金 英那

(KIM,Youn-

gna,Ms.)

キム ヨンナ

韓 国 徳成女子大学牧教

授

7.2.9

～7 .2.18

19,20世 紀における日

纏美術交流についての

研究

美術部

山梨絵美子

ROGERS,

Daniel

ロジ ヤー ス ダ

ニエル

米 国 スミソニアン研究

機構燃 史博物館

考古室長

7.2.13
-7 .2.24

科学技術を利用した文

化財研究法の開発

保存科学部
三浦定俊

WHITE,

Julia,M.'

ホワ イト ジュ

リア

米 国 デンバー美術館ア

ジア部門準学芸員

7.2.13

～7
.3.4

ニューメキシコにおけ

る近現代中国絵画及び

東洋 ・日本美術の研究

状況

美術部

鶴田武良

YUPHO,Kit-

cha

ユ フォ キチ ャ

タ イ 教育劣芸術局考古

部

7.2.20

～7
.2.28

建造物遺跡の保存修復

に関する調杢・研究

国際文化財保存修

復協力室

西浦忠輝

PETCHMAR-

K,Sermkit

ペ チ ュマ ル ク

セ ルムキ ト

タ イ 教育省芸術局博物

館部

7.2.20

～7
,2.28

博物館資料の保存 ・修

復に関する調査 ・研究

国際文化財保存修

復協力室

西浦忠輝
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事 業

氏 名 国 籍 役 職 招へい期間 共同研究課題 研究代表者

WICHIAN-

SRI,Watchar-

awadee

ワ ンチ ャンス リ

ワチ ャラワデー

タ イ 教育省芸術局博物

館部

7.2.20

～7 .2.28

博物館資料の保存 ・修

復に関する調査 ・研究

国際文化財保存修

復協力室

西浦忠輝

DHANA-

KOSES,

Ronarit

ダナ コセ ス ロ

ナ リト

タ イ 教育省芸術局考古

部

7.2.20

～7 .2.28

建造物遺跡の保存修復

に関する調査・研究
国際文化財保存修

復協力F}

西浦忠輝

WOUTERS,

Helena'

ワ ゥター ス

ヘ レナ

ベ ル ギー ベルギー王立文化

財研究所研究部研

究貝

7.2.22

～7
,3.8

屋外無機材質文化財の

劣化と保存に関する研

究

国際文化財保存修

復協力室

朽津{。i91

WEBB,

Marianne'

ウェ ツプ マ リ

ア ン

カ ナ ダ ロイヤルオンタリ

オ博物館二[芸保存

専門家

7.2.26

～7
.3.11

日本の漆芸品修復のた

めの技術的調査

修復技術部

中ll情克

MEREDITH,

PhilipIan

メレデ ィスフ ィ

リップ ィア ン

オランダ 国立民族学博物館

極東保存センター

保存専門家

7.2.26
-7 .3.13

和紙の製作現場の視察

と紙保存専門家との協

議

修復技術部

尾立和則

PIETRZAK,

Ewa

ペ トルザ ク エ

ヴ ァ

ポー ラン

ド

クラクフ国立博物

館保存専門家

7.2.26
-7 .3.27

クラクフ国立博物館所

蔵浮世絵の保存修復技

術の研修

修復技術部

尾立和則

KOESLING,

Vo且ker'

ケー ス リ ン グ

フォルカー

ド イ ツ ベルリン交通技術

博物館

7.3.2

～7 .3.14

水浸木材の処理方法に

関する研究

修復技術部

青木繋夫

前川 信'
マエカワ シン

日 本 米国ゲティー保存

研究所勤務

7.3.12

～7 ,3,18

ゲティー保存研究所と

の共同研究に関する協

議

保存科学部

三浦定俊

渡辺雅子・

ワタナベ マサ

コ

日 本 米国メトロポリタ

ン美術館準学芸員

7.3.12

～7 .3.18

物語絵画に関する共同

研究

美術部

島尾 新

姜 昌求

(KANG,

Changgu)

カン チャング

韓 国 湖巖美術館保存科

学研究室研究員

7.3.13

～7 .3.19

象嵌された遺物の技法

調査と保存処理法研究

修復技術部

青木繁夫
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事 業

氏 名 国 籍 役 職 招へい期間 共同研究課題 研究代表者

LUDWIG,

Ken'

ルー ドヴ ィッピ

ケン

米 国 米国地学研究所研

究員

7.3.20

～7 ,3,29

膏銅製贔の産地推定の
ための鉛同位体比測定

保存科学部

平尾良光

金 正耀※

チン チャンヤ

オ

中 国 中国社会科学院世

界宗教研究所副研

究貝

7.3.21

～7 ,3.29

毅周青銅器の化学組成

についての研究
保存科学部

平尾良光

注1)*は,研 究所予算で招へいしたことを表す。※は,一 部研究所予算で招へいしたことを表す。

注2)国 際研究集会(9名),「 紙の保存修復」国際研修(12名)の 国外招へい研究員等については,各 の々項に

記載した。

国内招へい研究員

氏 名 現 職 招へい期間 共 同 研 究 課 題 研 究 代 表 者

内田 哲夫 名占屋コニ業大学助教授 7.2.202.24,

2,273.3

青銅遺物の化学組成の研究 化学研究室長

平尾良光
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事 業

(3)平 成6年 度海外研究者等の来訪

氏 名 国 籍 所 属 等

罹 華鹿

(1.UO,Hua・

ginK,Mr.)

ルオ ファチ ン

外1名

中 国 敦煙研究院考古研究所研究貝

KAUNAYOVA,

Jana,Dr.

ヵ リナ ヨーヴ ァ

ヤナ

スロヴァキア共

和国

国立博物館音楽博物館副館長

POPESCU,

Atanasie,Mr.

ポペ チ,.ア タ

ナ シア

ル ー マ ニ ア ブカレスト建築研究所生物学的劣化研究部

長

IiABIB,

MalallahAli

Mr.

ハ ピー ブ マ ラ

ラ ア リ

オ マ ー ン 国家遺産文化省顧問

NOUTII,Nar-

ang,Mr.

ノウ ト ナ ラン

カ ン ボ ジ ア 文化芸術省長官

SliARIF,Mu・

hammad

シャ リフ ムハ

ンマ ド

パ キ ス タ ン ラホール北部考古局長

張 徳勤

(ZliANG,

Ikgin,Mr.)

チ ャン ドーチ ン

外9名

中 国 国家文物局長

SEIN,Myint,

Mr.

セ イン ミン ト

ミ ャ ン マ ー 文化省新国立博物館内装顧問

SIEREK,Jar・

oslaw

シエ レ ク ヤ ロ

ス ロウ

ポ ー ラ ン ド ワルシャワ国立博物館職員
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V.研 究施 設 ・設 備

1.蔵 書

美 術 関 係 図 書

日本 ・東 洋古 美術,日 本近代 ・現 代 美術,西 洋 美術 の全般 にわ た る研 究所

を中心 に,関 連 図書,各 種 叢 書,辞 典類 な ど和漢 書(42,245),洋 書(4,146),

計46,391冊 のほ か,各 都 道府 県市町 村教 育委 貝会 編集 の文化 財 関係 報告 書,

美術 関係 雑 誌,紀 要 類,売 立 目録,展 覧 会 目録 な どを所 蔵 し,所 内及 び所 外

の研 究 者の 利用 に供 して い る。

芸 能 関 係 図 書

雅 楽 ・寺事 ・能 ・歌 舞伎 ・文 楽 ・邦楽 ・邦 舞 ・民俗 芸 能 ・寄席 芸,そ の他

わが国 の伝統 芸能 の研 究 に必要 な図 書10,262冊 を所 蔵す る。 演芸 画報 ・歌 舞

伎新 報 ・歌舞 伎(第1次)・ テア トロ(第1次)・ 新劇 ・上方 ・民俗 芸 術 ・日

本民 俗 ・芸能 復興 ・郷 土研 究 ・旅 と伝 説 な どの雑誌,そ れ に声 明本 ・謡本 ・

離子 手付 本 ・丸本 な どの 台本 ・譜本 も収 集 してい る。

保 存科学 ・修復技術関係図書

伝統的生産及び工芸技術書,技 術史またはそれらの科学的究明を試みたも

の,修 理工事報告書及び化学 ・物理学・生物学部門の保存科学の関連和漢書,

洋書,合 わせて3,201冊 を所蔵 している。

本年度における収集数と総計は次表のとおりである。

区 分
美 術 関 係 芸 能 関 係 保 存 科 学 ・

修復 技術 関係 計

和 漢 書 洋 書 和 漢 書 洋 書 和 漢 書 洋 書

6年 度 645冊 36冊 383冊 23冊 32冊 8冊 1,060冊

総 数 42,600冊 4,110冊 10,100冊 162冊 2,129冊 1,072冊 60,173冊
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研究施設 ・設備

2.資 料

美 術 関 係 資 料

実物 よ りの直接 撮影 を主 に した写真 資料 の作 成整 理 と,購 入写真,複 写写

真 に よ る補 足整備 に加 え て,印 刷 物 中の 図版 をお さめ るとい う方 式 で,当 研

究 所設 立 当初 よ り一 貫 して力 を注 いで きた写 真資料 を有 す る。 それ らは 日本

東 洋古 美術,日 本 近代 ・現代 美術,西 洋 美術 の全域 に わ た り,そ れ ぞれ絵 画,

書 籍,彫 刻,工 芸,建 築 等の諸 部 門に及 ぷ。 特別 大型 の ものか ら小 型の もの

まで総 数 凡そ26万 点,原 板 保有 量 はほぼ3分 の1に あた り,別 にマ イ ク ロ ・

フ ィル ム255巻 が あ る。写 真資料 のほか,拓 本,作 家伝 記 資料,落 款印 章資料,

近代 ・現代 作家 ・団 体 ・作品 資料,資 料 ス クラ ップ 等 と,図 書 カー ド,図 版

カー ド,各 種 索引類 など 多数 。

芸 能 関 係 資 料

レコー ド,録 音 テー プ,シ ネ フ ィルム,ビ デ オテープ,写 真等に よる芸能

資料 を数 多 く備 えて い る。 レコー ドには,毎 年 各社 か ら発売 され る伝統 芸能

関 係 レ コー ドの ほか,昭 和35年 度文 部省機 関研 究 費に よ って購 入 した安 原 コ

レ クシ ョン レコー ド5,450枚 が含 まれて い る。安 原 コレ クシ ョンは,明 治 ・大

正 ・昭 和三代 に わ たって発 売 され た各種邦 楽 レコー ドを網羅 した もの で,近

代 に おけ る邦楽 の実 態 と変 遷 を知 る上 で貴重 な資料 で あ る。 録 音テー プ,ビ

デ オテープ,及 び写 真は,雅 楽 ・能 ・歌 舞伎 ・邦楽 ・邦舞 ・寺 院行 事 ・民俗

芸能 その他 の伝 統芸 能 を対 象 に記録 して きた もので,奏 演法 の解析 を中心 と

した写 真,テ ー プ,あ るいは各 種文 書 の記録 写真 等 も含ん でい る。 資料 別 の

所蔵数 は,つ ぎの とお りで あ る。

区 分
録 音 テ ー プ シネ フ ィルム ビデ オテー プ

analog digital 8mm 16mm β,VHS方 式 8mm

平成6年 度 17本 0本 0本 0本 27本 20本

合 計 2,885本 336本 198本 4本 390本 87本
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研究施設 ・設備

区 分
音 盤

SP・LP CD VHD・LD

平成6年 度 0枚 94枚 0枚

合 計 7,118枚 156枚 16枚

3.主 要機 器 ・設備

美術部 ・情報資料部

名 称 使 用 目 的 備 考

X線 透過撮影装置 軟X線 照射による絵画 ・彫刻の顔
料 ・構造等の非破壊分析。

紫外線照射装置 紫外線照射による螢光物質の分析。
補絹 ・補彩領域の明別。

顕微鏡装置 双眼実体顕微鏡による美術作品細部
の非接触観察。

KARLZEISS

赤外線テレビ 赤 外 線 照 射 に よ る 墨 線 の 抽 出。下

図 ・銘文 等 の解読 。

浜松テレビ

ビ デ オ イ メー ジ ス

コー プ
内視鏡による彫刻作品等の内部観
察。

オ リンパ ス

ロ ー カ ル エ リア ネ ッ

トワー ク

LANに よ る情 報 処 理 の 円滑 化 。情

報 の統合 ・共 有化。

NETONE(ア ン

ガ マ ンバ ス)

画像処理装置 デ ィ ジタル画像 処理 技術 に よる多角

的 画像 分 析。 画像 デー タベー スの試

作。

NEXUS6800シ

リー ズ

光 デ ィス クフ ァイ リ
ン グシス テム

大 量の調 書 ・カー ド類 の一括 管理。

簡易 画像 デー タベー ス の試作 。

RIFILE
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研究施設 ・設備

芸 能 部

名 称 使 用 目 的 備 考

舞台(試 聴室) 日本の古典芸能を実演するのに必要 間 口590cm奥 行

最小限の広さを持ち,実 技者を招い き485cm残 響 時

て研究 の ための 試演 を行 う。 また そ 間0.30/秒

の実演を舞台に続く調整室で撮影し
録 音す る。

録音室 実技者を招いて分析研究のための, 間 口421cm奥 行

良質な録音を行う。 き670cm残 響 時

間0.15/秒 ア ナ ロ

グ ・デ ジ タル の録

音可 能。

メ ログラ フ 音の高さと強さの細かい変化を正確 型名B/T
に計 り,分 か りや す い グラフで 記録

して,音 楽的 分析 を行 う。

レ ー ザ ー ・ タ ー ン レ ー ザ ー 光 で ア ナ ロ グ ・レ コー ドを エ ルプLT-IX

テー プル 非 接触 で再生 す る。 貴重 な レ コー ド

を半永 久的 に使 用で きる。

保存科学部

名 称 使 用 目 的 備 考

螢光X線 分析装置 金属,顔 料,岩 石,土 器 な どの化学 フ ィ リ ッ プ ス

組成を非破壊的に測定する。理学電 PW1404LS,理 学

機 製は可搬 型 であ る。 電機TBFO1

原子吸光分析装置 岩石,土 器,金 属 な どに含 まれ る元 ジ ヤ ー レ ル ア ツ

素組成を測定する。 シュAA8500

誘導結合プラズマ分 岩石,土 器,金 属 な どに含 まれ る元 セ イ コーSPS1100

析 装 置(ICP) 素組成を測定する。

質鼠分析装置 鉛,ス トロンチ ウム 同位 体 比測定 か VG-Sector-J

ら,青 銅,岩 石 な どの 原料 産地 を推

定 す る。

イオ ンク ロマ ト分 析 岩石,錆 中の陰イオン濃度や空気中 横 河電気IC500P

装置 のNOX,SOX濃 度の 測定か ら錆 の進

行状況や,空 気汚染の程度などを推
定 す る。

一104一



一]

研 究施設 ・設備

名 称 使 用 目 的 備 考

電子スピン共鳴装置 遷移 金属 イオ ンや 劣化 に伴 っ て生 じ

るフ リー ラジ カルの強 度 を測定 し,

劣化 の進 みか たや程 度 を推 定 す る。

日 本 電 子JES
-REIX

化学発光計測装置 化学反応に伴って放出される微弱な
光の強度を測定 し,反 応の進みかた
や劣化の度合いを測定する。

東北 冠 子CL-100

走査型電子顕微鏡 高倍率で試料表面の状態を観察する
とともに,構 成元素の分布を調べ,
構造 ・技法について情報を得る。

日 本 電 子

JMS5100

低真空度走査型亀子
顕微鏡

高倍率で試料表面の状態を観察する
とともに,構 成元素の分布を調べ,
構造 ・技法について情報を得る。

日本 電子5800LV

工業用X線 検査装

置
透 視撮 影 に よって彫 刻 ・工芸 ・考 古

遺 物 ・な どの 構 造 や 光 電 子 撮 影 に

よ って絵画 の顔 料 を調べ る。

フ ィ リ ッ プ ス

MG321他

減圧爆蒸装置 文化財加害生物を防除するための煩
蒸法の研究 ・開発を行 う。

SK2

微生物検体作成装置 微生物胞子の発芽に及ぼす風の影響
を調べる。

小林精機CP型

ガ ス クロマ トグ ラフ

質 量分析 計

有機質文化財の構成物質および劣化
の判定のためにガス状として有機物
を分離し,有 機分子の判定を行う。

ヒ ュ ー レ ッ トパ ッ

カ ー ドHP5890,

日 本 電 子

Automass

液体 クロマ トグラフ
質量分析計

有機質文化財の構成物質および劣化
の判定のために液体状態で有機物を

分離 し,有 機分子の判定を行 う。

ヒュー レ ッ トパ ッ

カー ドHP,日 本

電子LX2000

DNAシ ー ケ ンサ 文化財の劣化原因,生 物等の遺伝子
配列を調べ,種 の判定を行う。

ファル マ シアバ イ

オテ ク

修復技術部

名 称 使 用 目 的 備 考

太陽追跡曝露試験機 修復材料の耐侯性試験をする。 スガ試験機
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研究施設 ・設備

名 称 使 用 目 的 備 考

プラズマ装置 酸化した出土金属遺物を水素プラズ
マを利用して還元処理をする。

神港精機MP1017

紫 外線 フ ェー ドメー

タ

塗料,有 機質材料の耐侯性試験をす
る。

スガ試験機

大型ステージ顕微鏡 文書,染 織品等を平置のまま構造を
観察できる大型移動ステージ(1×
1m)を 備えた光学顕微鏡

三 啓SLP-1000

走査型レーザー顕微
鏡

レーザ ー を走査 して,天 然物 な どを

きわめ て深 い 焦点深 度 で観 察 し,立

体 的 な情報 を得 るこ とが で きる。

レー ザ ー テ ッ ク

ILM21

耐候性試験機 修復材料他の耐候性試験をする。 ス ガ試験機,サ ン

シャ インウ ェザー

メー ター

真空凍結乾燥機 水漬有機物の真空凍結乾燥処理を行
う。

共和真空

ガス腐食試験機 修復材料他の汚染ガスの影響試験を
する。

山崎精機

酸性雨試験機 酸性雨物質による修復材料の試験を
する。

板橋理化

材料試験機 修復材料の曲げ,圧 縮強度等の試験
をする。

島 津製 作所 オー ト

グラ フ

赤外分光分析計 文化財や修復材料物質の同定などを
行う。

島 津 製 作 所FT
-IR8500

国際文化財保存修復協力室

名 称 使 用 目 的 備 考

微少部付全 自動X
線回析装置

微 量の 試料 で,顔 料,金 属,岩 石 な

どの鉱物 同 定 を行 う。

マ ッ クサ イエ ンス

MP-XHF-SRA

レーザー回析式粒度
分布測定装置

土器や煉瓦などの粒度を調べ,そ の
特性を明らかにする。

島 津 製 作 所

SALD-3000

比表面積 ・細孔分布
測定装置

岩石や煉瓦などの劣化状況を把握す
る

島津製作所アサッ
プ2400
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研究施設 ・設備

4.黒 田 記 念 室

黒 田記 念室 は,本 研 究 所 の創立 者帝 国 美術院 長子 爵故 黒 田清輝 の功績 を記念

す るため に設け られた陳 列室 で あ り,黒 田清輝 の油絵 ・素 描 ・写生 帖等 を収 蔵

して い る。

創立 当時,主 と して黒 田家 か ら寄贈 され た ものは,油 絵125点,素 描170点,

写 生帖 等 であ るが,そ の 後黒 田照 子夫 人,樺 山愛輔,田 中良氏 等か らの 寄贈 が

加 わ った。収 蔵 品の 主 な るものは,「 智 ・感 ・情 」・「花 野」・「湖 畔」・「赤 髪の 少

女 」・「もる る 日影」・「温 室花壇 」 な どで あ る。

5.閲 覧 室

本研 究所情 報 資料部 の 図書 ・写真 及 び各種研 究 資料 は,主 として研 究 者 ・学

者 ・美術 関係 専攻 の学 生 等の利 用 に供 して い る。
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VI.関 係 法 規

◎文部省組織令(抄)(盤 正政鎌 鑛 号197号)

第2章 文化庁

第3章 施設等機関

(施設等機関)

第108条 文化庁長官の所轄の下に,文 化庁に国語研究所を置く。

2.前 項に定めるもののほか,文 化庁に次の施設等機関を置く。

国立博物館

国立近代美術館

国立西洋美術館

国立国際美術館

国立文化財研究所

(国立文化財研究所)

第114条 国立文化財研究所は,文 化財に関する調査研究,資 料の作成及びその公

表を行う機関とする。

2.国 立文化財研究所には,支 所を置くことができる。

3.国 立文化財研究所及びその支所の名称,位 置及び内部組織は,文 部省令で定

める。

(研究施設の指定)

第115条 国立国語研究所及び国立文化財研究所は,法第5条 第37号に規定する政

令で定める研究施設とする。

◎文部省設置法施行規則(抄)(竃澱 鋒 鰻 鰭 毒号)

第5章 文化庁の施設等機関

第4節 国立文化財研究所

第1款 名称及び位置

(名称及び位置)

1:
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関 係 法 規

第116条 の9国 立文 化財 研 究所 の名称 及 び位 置は,次 の 表に掲 げ る とお りとす

る。

第1款 の2東 京国 立文化 財研 究所

(所長)

第117条 東 京 国立文 化財 研 究所 に,所 長 を置 く。

2.所 長 は,所 務 を掌理 す る。

(内部組 織)

第118条 東 京 国立文 化財 研 究所 に,庶 務 課,次 の5部 及 び国際 文化財 保 存修復

協 力 室 を置 く。

(1)美 術 部

(2)芸 能 部

(3)保 存科 学 部

(4)修 復 技術 部

⑤ 情報 資料 部

(庶務 課の事 務)

第119条 庶 務課 に おいて は,次 の事 務 をつか さ どる。

(1)職 貝 の人事 に 関す る事 務 を処 理す るこ と。

(2)職 貝 の福 利厚生 に 関す る事務 を処理 す るこ と。

(3)公 文書 類 の接受 及 び公 印の管 守 その他庶 務 に関 す るこ と。

(4)経 費及 び収 入 の予 算,決 算 その他会 計 に関 す る事務 を処理 す る こ と。

(5)行 政財 産 及び物 品 の管理 に関 す る事 務 を処理 す る こ と。

(6)庁 内の取締 りに関 す るこ と。

(7)前 各号 に掲 げ るものの ほか,他 の所 掌 に属 さな い事 務 を処理 す るこ と。

(美術部 の二 室及 び事務)

第120条 美術 部 に,第 一研 究室 及 び第二研 究 室 を置 く。
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関 係法規

2.第 一研究室においては,わ が国の上代,中 世及び近世の美術並びに東洋美

術に関する調査研究を行い,及 びその結果の公表を行う。

3.第 二研究室においては,わ が国の近代及び現代の美術並びに西洋美術に関

する調査研究を行い,及 びその結果の公表を行 うとともに黒田記念室に関す

る事務をつかさどる。

(芸能部の三室及び事務)

第121条 芸能部に,演 劇研究室,音 楽舞踊研究室及び民俗芸能研究室を置く。

2.演 劇研究室においては,演 劇及びその保存に関する調査研究を行い,並 び

にその結果の公表を行う。

3.音 楽舞踊研究室においては,音 楽及び舞踊並びにこれらの保存に関する調

査研究を行い,並 びにその結果の公表を行う。

4.民 俗芸能研究室においては,民 俗芸能及び保存に関する調査研究を行い,

並びにその結果の公表を行う。

(保存科学部の三室及び事務)

第122条 保存科学部に,化 学研究室,物 理研究室及び生物研究室を置く。

2.化 学研究室においては,文 化財及びその保存に関する化学的調査研究(分

析化学的調査研究を含む。)を行い,並 びにその結果の公表を行 う。

3.物 理研究室においては,文 化財及びその保存に関する物理学的調査研究を

行い,並 びにその結果の公表を行う。

4.生 物研究室においては,文 化財及びその保存に関する生物学的調査研究を

行い,並 びにその結果の公表を行う。

(修復技術部の三室及び事筋)

第122条の2修 復技術部に,第 一修復技術研究室,第 二修復技術研究室及び第

三修復技術研究室を置く。

2.第 一修復技術研究室においては,木,漆 そり他次項及び第4項 の材料以外

のものを材料とする文化財の修復に関する科学的,技 術的調査研究を行い,

及びその結果の公表を行 う。

3.第 二修復技術研究室においては,紙,布 又は革を材料とする文化財の修復

に関する科学的,技 術的調査研究を行い,及 びその結果の公表を行う。

4.第 三修復技術研究室においては,石,土 又は金属を材料 とする文化財の修
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関 係 法 規

復 に関 す る科 学 的,技 術的 調査 研 究 を行 い,及 び その結果 の公 表 を行 う。

(情報 資料 部 の二室 及 び事 務)

第122条 の3情 報 資料部 に,文 献資 料研 究室 及 び写真 資料研 究室 を置 く。

2.文 献 資料研 究 室 におい ては,第118条 第1号 か ら第4号 まで に掲げ る各 部の

所 掌 に係 る文 献 資料 その他 の 資料(写 真 資料 を除 く)の 作 成,収 集,整 理,

保 管,公 表,閲 覧及 び調査研 究 を行 う。

3.写 真 資料室 に おい ては,第118条 第1号 か ら第4号 までに掲 げ る各部 の所 掌

に係 る写 真 資料 の作成,収 集,整 理,保 管,公 表,閲 覧 及 び調査研 究 を行 う。

(国際 文化財 保 存修復 協 力室 の事 務)

第122条 の4国 際文 化財保 存修 復 協 力室 にお いて は,世 界の文 化財 の保 存修 復

に関 す る国際 協 力,資 料収 集,調 査研 究 及 びその結 果 の公表 を行 う。

(客貝研 究 貝)

第122条 の5東 京 国立文化 財研 究所 に客 貝研 究 貝 を置 くこ とがで きる。

2.客 貝研 究貝 は,所 長 の命 を受 け,東 京国 立文 化財研 究所 にお いて行 う調査

研 究 に参 画す る。

3.客 貝研 究員 は,非 常 勤 とす る。
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